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    　　　　　１


    



    



    　一九三二年　英国　ロンドン　ハイド・パーク


    



    　公園の外周を囲むように植えられたプラタナスの並木。


    　人が一人隠れられるような大木のそばで、楚そ々そとした美少女はずいぶん長いこと困こん惑わくした挙あげ句くに意を決した。


    「ごめんなさい」


    　自分に告白してきた少年に向かって、勢いよく頭を下げる。


    「えぇ!?」


    　拒否された金髪緑眼の少年は、どこにでもいるような平へい凡ぼんな顔立ちをしていた。


    　濃い茶色のキャスケット帽に同色のスポーツジャケットとニットのベスト。シャツは空色のワイドスプレッド・カラー。トラウザーズはジャケットよりやや薄めの茶色。革靴も綺き麗れいに磨き込んであった。


    　ロンドンで煙えん突とつや窓ガラスの掃除をしている労働者たちよりも若じやつ干かん小こ洒落じやれた装よそおいの──いわば勝負服だ。


    「僕のどこが駄目かな」


    　少年は自分自身を省かえりみた。


    　身長と体格にこそ恵まれているものの、これといった強い特徴──たとえば美形。耳や鼻など顔の一部のパーツが大きい。女に受ける、チョコレートや砂糖菓子のように甘ったるい声──を持ち合わせていない。強いて言えば頑がん丈じようであること。それ以外はごくごく平凡で平均的な人間の一人だ。


    



    　これで通算六十七回目。


    　なにが？　告白してフラれた回数だ。


    　ＯＫを貰もらった回数は？　いまだなし。


    



    「レアール君。あなたはとてもいい人よ。でもね」


    　定番のセリフに、レアールと呼ばれた少年は、心の中で顔をしかめた。


    「き、嫌いなの？」


    「ううん、嫌いじゃないわ。そういう意味では……好きかな」


    　小首を傾かしげると、腰まである長い黒髪がさらりと揺れる。


    「じゃあどうして」


    「あたしにはもったいない人よ。とても優しくていい人」


    　呆ぼう然ぜんとするレアールに向けて、少女は再びほほ笑んだ。


    　可か憐れんな花が咲くようなこの微び笑しよう。この微笑が好きであったのに。


    「あたしたち、これからも良いお友達でいましょうね」


    　静かではっきりとした拒絶。


    　決定打を与えてレアールを茫ぼう然ぜん自じ失しつに追い込むと、少女はレアールの手を取り握手する。そして踵きびすを返して立ち去ろうとした。


    　徐々に遠のく少女の背中。


    　声でもかければよかったのかもしれない。


    　でも、また拒絶されるのが怖かった。それにひょっとしたら気が変わって、ここで振り返ってくれるかもしれない。そんな希望も心に残っていた。


    　結局、レアールの予測するような行動を何ひとつ取ることなく少女は立ち去った。


    



    「……はぁ」


    　並木道のど真ん中に立ち尽くしたまま、がっくりと肩を落とす。


    　お喋しやべりしていても、すっごくいい雰ふん囲い気きだなと思っていたのに。


    「ライティスったら馬鹿ねえ。アンタは所しよ詮せん『普通』だったのよ」


    　背後から聞こえた声にむっとして振り返る。プラタナスの背後から、やや甲かん高だかい少女の声。


    「なんだよ、その普通って」


    　声の主はずっとそこに留とどまって一いち部ぶ始し終じゆうを見ていたらしい。


    「普通は普通。すき、ふつう、きらいの真ん中。嫌いじゃないけど、特別好きでもないわけ。わかる？」


    　ちちち。とプラタナスの裏から左手がのぞき出て、人差し指を左右に振る。白しら魚うおのように白くて細くて綺き麗れいな指だ。


    　小馬鹿にしたものの言い方に、何となく腹が立ってくる。


    「だから普通ってなに」


    「んー。無関心に近いかな。百パーセント無関心かって聞かれると、そうでもないけど。『わりと無関心』これがベストな表現」


    　バァ。とおどけた様子で一人の少女が姿を現した。


    　ストロベリーブロンドのワンレンボブカットと、きらきら輝くライトブラウンの瞳。肩かた幅はばも体の厚みも薄っぺらい。同年齢の女性と比べたら、虚きよ弱じやくな部類だろう。


    　白いブラウスの上に紺色のジャケットと膝ひざ丈たけのスカート、それに黒のパンプスを履いている。


    「どお？　どお？　アタシの言ったとおりになったでしょ？」


    　少女のライトブラウンの瞳はきらきらと輝いていた。思わず見入ってしまうほどの美しい輝きだ。


    　けれどこんな目をしているときの少女は、よからぬことを企たくらんでいる。レアールは長年の付き合いで知っていた。


    



    　今回もほら──……。


    



    「ライティス・レアール君。通算六十七回目の失恋、おっめでと─────っ」


    



    　……──出来たばかりの心の傷に、粗あら塩じおを無遠慮にすり込んできた。


    



    「失恋したお友達のために、一曲歌いまぁっす」


    　ずんずん沈んでいくレアールの周りを軽快にスキップしながら、頼んでもいないのに毎度自作曲『失恋おめでとう』の歌を歌いだす。
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    　　ラララ、失恋おめでと～ぅ


    　　女心を理解しないから


    　　いつまでたっても！


    　　も～て～な～い～のよ～～～ん


    　　ラ～ラララン、ララ、ラララン、ララ～


    　　（以下、本来なら最初から繰り返し）


    



    　一番のハミングを歌いきり、二番に移るあたりで少女はぴったり足を止め、膝に手をついて荒い息を繰り返す。


    「つ、つかれた……」


    　ぜぇはぁと息切れしている少女に、生ぬるい視線を向ける。


    「体力ないのにがんばるからだよ」


    「だって、またふられるんだもの。見ないわけにいかないし、喜ばないわけにいかないでしょ」


    　額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐい、満足の笑顔を見せる。


    「そういうミッケラはどうなんだよ」


    「フフフン。アタシのことはお構いなく。あ、そういえば」


    　ミッケラと呼ばれた少女は得意げに笑った後、何かを思い出して手を叩いた。


    「コールランド先生が、アンタのことを呼んで来いって言ってたのを忘れてた」


    「早く言えよ」


    　あわてて並木道を駆け出すレアールをミッケラが追いかける。


    「いいじゃない。ゆっくりいこうよ」


    　追いついて右腕にするりと細い腕を回すと、無理矢理に歩調を遅いものに変えさせた。


    「でも急ぎだろ？」


    「平気平気。先生だから無茶しないって」


    　レアールは数メートル先の道路と町並みを見る。


    　工場や家屋にある煙えん突とつから上がる煙や最近多い自動車やバスの排気ガスで、ロンドンの町中はお世せ辞じにも綺き麗れいとは言い難い。


    　気休めにしかならないが、普段通りに並木道を横切って歩くことにした。


    　木漏れ日が心地よい並木道を歩きながら、同じように散歩中の若いカップルや乳う母ば車ぐるまを押す乳母らしい人とすれ違う。


    　馬に乗る警官が、二人の背後から現れてゆっくりと追い抜いていく。


    「ねえアレ見て。サンドウィッチ・マンだわ」


    　キャスケット帽をかぶった労働者風の男は、体の前面と背面に板を背負っていた。白い板には黒いペンキで何か書かれている。


    「何て書いてある？」


    　レアールの問いかけに、ミッケラは軽く目を見開いた。


    「ああそっか、アンタまだ字が上う手まく読めないんだったわね。こう書いてあるのよ」


    



    『獣人因いん子し持ち。体力には自信あり。なんでもします』


    



    「『因子持ち』かぁ……大変ね」


    　ミッケラの呟つぶやきに、サンドウィッチ・マンがちらりと視線を向ける。顔は毛むくじゃらで、獣けものじみた雰ふん囲い気きを持つ男だ。


    「十二、三年前の欧州大戦で、獣人因子持ちの敵兵に嚙かみつかれてこのザマさ。女によう房ぼうと子供には逃げられるし、軍からはお払い箱だし、職には就つけねぇし……ロクなことがねぇ」


    「ふぅん？」


    「『ふぅん？』って、他ひ人と事ごとみたいに言ってるけどな。お嬢さんだっていつ『因子持ち』になるか分からないんだぜ？」


    　サンドウィッチ・マンの手がミッケラに伸ばされる。肩に触れようとしたが、レアールの行動がわずかに早かった。


    　ミッケラの腕を引いて急ぎ足でその場を離れる。


    「どうしたのレアール」


    「あまり関わり合いにならない方がいい。まわりに『因子持ち』と思われたら面倒だからさ」


    「面倒なの？　身体能力が上がるから、アタシはちょっと羨うらやましいけど」


    『因子持ち』とは、特定の条件を満たす人間のことをいう。


    　彼らが生み出されたきっかけは、昔話やお伽とぎ噺ばなしで語られるような古い時代にある。


    　魔術や呪じゆ術じゆつが今よりずっと人々の生活や政治に密着していた時代に、一部の魔術師たちの手によって、この世界に呼び出された異世界の住人や生物がいた。


    　彼らは使し役えきされるために呼び出されたのだが、そんなヒトではない存在から彼らの要素──さらに後のちの世よでは、遺伝子とも言い換えられるようになる──を何らかの理由でその身に宿すことになった人々がいた。いつしか人々はそのような人間を『因子持ち』と呼ぶようになった。


    　そして『因子持ち』と一言でいっても、さまざまな因子が世の中で知られている。


    　西洋の狼おおかみ男や東洋の猫娘が位置づけられる『獣人因子』が最もポピュラーだ。他にも『魚人因子』や『ヒル因子』、『昆虫因子』さらには『吸血鬼因子』などが存在する。


    　これらの因子はいずれも何らかの力を秘めていて、ミッケラが言うように人体にそれまで存在しなかった能力を授さずける。それは怪かい力りきであったり異常に鋭するどい五感であったり、声や凝ぎよう視しによって他者を操あやつるものであったりと様々だ。


    　しかし、便利である一方でリスクも背負わされる。


    　ひとつは身体的な特徴が刻まれること。


    　瞳や声、その他の身体の部位に『ただのヒト』であった時とは違った特徴が顕あらわれる。これは今のサンドウィッチ・マンのように一目で分かるものから、顔をまじまじと見なければ分からないものまで様々だ。


    　もうひとつは『ただのヒト』から差別されること。


    　因いん子し持ちは次の『因子持ち』を生み出す可能性があるので嫌われる。それに因子持ちは一般人より優すぐれた能力を持つことが多い。やっかみを受けることもある。


    　中世では『魔女狩り』ならぬ『因子狩り』が行われたこともあるし、『因子持ち』を囲い込むための法律も各国に存在している。もちろん彼らを保護しようとする国や団体も存在する。


    　法に明文化されても、差別がいけないと分かっていても、ヒトはまわりが自分と同じでないと恐ろしいと感じる生き物だ。


    　二十世紀に入って三十年が経過し、各国の努力で都会では徐々に受け入れられつつあるものの、『因子持ち』とそうでない人間の間には、依然として深い溝が存在していた。


    「嚙かまれたりしたら感染するんだぜ。下町ダウンタウンにはゴロゴロしてるよ」


    　行き場を失った『因子持ち』は、その日を生きることに精一杯な人々からさえ避けられる。


    　レアールは、その現場を何度も見たことがある。彼にとっても、『因子持ち』とは、近づいてはならないと教えられてきたもののひとつだった。


    「そう？　確かに異質なものって怖いけど、でもアタシあんまり気にしないなー。だって魔術師も『因子持ち』もみんな同じ人間じゃない」


    　振り返って背後のサンドウィッチ・マンに手を振るミッケラ。


    「それよりさ、今ふられた女の子の次って誰？　次は誰を好きになるの？　教えてよ」


    「なんで聞くんだよ……」


    「決まってるじゃない。アンタの恋こい路じの邪魔をするのよ」


    　ニシャっと笑うミッケラ。


    　魔女のほほ笑みに見えたのは、目の錯さつ覚かくじゃなかったはずだ。


    



    　そういえば。ミッケラに教えた子には、ほとんどフラれるなあ。


    



    　ちらりとよぎった不ふ穏おんな考えを、頭を振ってレアールは否定した。


    　プラタナス並木からそれて、公園側にある車道を横断し細い路地を歩く。洗練された印象の家屋が立ち並ぶ住宅街にある、三色の茶系の煉れん瓦がの外壁が特徴のヴィクトリア様式の家の玄関の前に立つと、立派な樫かしの扉とびらに付いたドアハンドルを握り中に入る。


    「先生はどこに？」


    「アタシが呼ばれた時は書しよ斎さいにいたから、まだ書斎じゃないかしら」


    　そのまま彼らは玄関ホールから二階に上がり、ある部屋のドアをノックして返事も待たずに開く。


    　まず目に入ったのは正面に鎮ちん座ざする飴あめ色いろの書斎デスク。左手の壁にはところ狭しとサイズが不ふ揃ぞろいの額がく縁ぶちがいくつもかけられており、右手の壁は天てん井じようまで届きそうな本棚が占せん領りようしている。


    　幼い頃に読み書きの勉強をしなかったレアールにはサッパリ分からないが、どれもこれも高価で価値のある本ばかりだという。ここは家や主ぬしが自慢している部屋だ。


    「お待たせしました、コールランド先生。何か──」


    　御用ですか？


    　最後まで言葉を言い切らないうちにレアールは仰ぎよう天てんする。


    　分厚くて重たい本がみっしり詰まった本棚から、幼児が一冊の本を引っ張り出そうとしている。同じ段にある他の本まで一緒に飛び出そうだ。


    「あ」


    　幼児が本棚と格闘しながら、ひょいと顔をレアールに向ける。


    　白と灰色が入り混じった髪に、瞬まばたきすると零こぼれ落ちそうなつぶらな黒い瞳。幼児特有の丸い体型。ふっくらとした頰。ハムスターを彷ほう彿ふつとさせるその容よう姿し。


    　ロンドンの町を歩く紳士と同じく、白いシャツに茶色のベストとトラウザーズを身につけている。


    　足りないものがあるとすれば、それは身長と年齢だった。


    「た、たすけ」


    　幼い紳士がその先を言うよりも早く、レアールは駆け寄って本を引き抜いた。自分でもかなり重たいと感じる本だ。どうしてこんな本を一人で引き出そうと思ったのか。


    「ありがとう助かった。机の上に置いてくれたまえ」


    　幼児の言うままに、この部屋にひとつしかない重厚な机に置いた。幼児はその机と対ついになっている椅い子すの座席に両手をついた。


    「……よっ！」


    　幼児、高価な椅子によじ登る。落ちる。よじ登る。落ちる。よじ登る。落ちる。


    



    　あらあらまあまあ。ハムスターが椅子に登るのに失敗しているわ。なんて可愛かわいらしい。


    



    　ミッケラがニコニコ見つめていると、幼児が無言のまま二人の顔を見上げた。


    　つぶらな瞳が切々と訴えている。


    



    　のぼりたい。


    



    　訴えられたからには仕方ない。抱え上げて椅い子すに座らせ、落ちたり登ったりしているうちに乱れた衣服を軽く整えてやる。


    「やぁありがとうレアール君。時々だけどこの体は不便だねえ。バスや地下鉄に乗る時は子供料金で安上がりだけども、夜に歩くと迷子と間違えられるし……」


    　ブツブツと幼児体型の便利さと不便さについて語りながら、二人に空いた椅子を勧める。


    「そこに座りたまえ」


    　幼い紳士の名前はセタ・コールランド。この家の家や主ぬしでありレアールの雇やとい主だ。


    　外側はどこをどう見ても愛くるしい小動物めいた幼児の姿であるが、中身は自称七十歳の高齢者である。職業は『超古代文明研究家』。どういうことをしているのかというと、この世界にいまだに存在し続けている魔術師や呪じゆ術じゆつ師しが操あやつる術の数々、そして『因いん子し持ち』と言われる異世界の住人の影響を受けた人間たちを研究している。──平たく言ってしまえばオカルティストの一人だ。


    　大変怪あやしげな肩書きではあるが、れっきとした職業として成り立っている。


    　一昨年出版された著書『超古代魔術文明。─その光と闇─』はベストセラーになり、この愛らしい容よう姿しも手伝って、近きん隣りんでコールランドの名を知らない者はいない。


    　しかし出会った時は、はじめ中身が七十越えの爺じいさんだと告白されても噓だろうと思った。だが知り合って二年たってもコールランドの外見は出会った当時と変わらない。このハムスターめいた幼児のまま、成長しない。


    　コールランド曰いわく「訳あって今はこの姿をとっている」。ではその理由は？　というと何度質問してもはぐらかされる。だから二人ともいまだにコールランドが言う理由というのが分からない。


    　しかしこのなりは不便だ。頭はどんなに優秀であっても、幼児体型では肉体的にも社会的にも行動できる範囲に限界がある。


    　そんな彼を「先生」と呼び、彼が仕事をスムースに行えるよう手伝うのがミッケラとレアールの役割であった。


    　中産階級ミドル・クラス出身のミッケラは、純粋にコールランドの仕事に興味を抱いてコールランドの許へ。


    　労働者階級ワーキング・クラスのなかでもとりわけ貧しい出でのレアールは、食うに困り空腹で行き倒れていたところを拾われた。衣食住をサポートしてもらう代わりに労働力を提供するという契けい約やくを結び、この広い屋敷に住まわされている。破は格かくの待たい遇ぐうだ。


    「グリーン君はどこまで捜しに出たのかと思ったよ」


    「すみません。用事が片付かなかったもので」


    　誤ご魔ま化かすレアール。コールランドはそのつぶらな瞳で少年をじっと見つめる。


    「ふられたな？」


    「う……。は、はい」


    「なぁになぁに、気にすることはない。人生は失敗の連続。失敗の中から成功が見つかるのだ。若人わこうどよ、失敗を恐れるな」


    　レアールよりもはるかに若い外見を持つ『先生』は、持じ論ろんに満足げに頷うなずいて小首を傾かしげる。


    「で、何人目だったかな。八十人目？」


    「……六十七人目です。水増ししないでください」


    「女心の研究が足りんのだねぇ。で、研究つながりで話があるのだが」


    　そこで一いつ旦たん言葉を区切る。


    「中南米にいる協力者の一人、コフィ・アドバラムという人物と連絡がついた。先方の準備が整ったとのことだ。君たちにも手伝いとして来てもらう……というか来てくれないと私は船に乗れん」


    　以前にコールランドは一人旅を決行したことがあるが、英国を出る前につまずいた。港で旅券を見せても、自分が成人である事を誰にも信じてもらえなかったのだ。よって実際には引いん率そつの立場であっても『保護者』もしくは『同伴者』に見える者が必要だった。
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    「どうだね、一緒に来るかね？」


    　助手二人は顔を見合わせ、そして同時にコールランドを見た。


    「もちろん行きます」


    　レアールの仕事はコールランド、そしてミッケラのそばにいることだ。


    　彼ら二人は『歩く非常識』。常識人の自分がそばにいる必要がある。


    　それに失恋の痛手を癒いやすにも丁ちよう度ど良い。


    　見知らぬ土地の豊かな自然。自分のような人間も温かく迎え、その懐ふところに包んでくれるに違いない。
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    　　　　　２


    



    



    　一カ月後　中南米・英国領ギアナ　首都ジョージタウン


    



    　港町の赤茶けた大地を、灼しやく熱ねつの太陽が容よう赦しやなく照りつける。


    「んー……！　長旅だった」


    　ミッケラが、抱えていたトランクを地面に置き、白いブラウスの袖そでを肘ひじまでまくり上げた白い両腕を空に突き出す。


    　潮しお風かぜに吹かれてストロベリーブロンドのボブカットと白いスカートが大きく揺れた。


    　あわてて右手でスカートを、左手で乱れる髪を押さえ、陽光を反射して宝石のように輝く海を見る。


    　深呼吸をして異国の空気を肺はい一杯に詰め込み、そこで一いつ旦たん息を止める。その町が持つ特有の香りを嗅きゆう覚かくと肺で満まん喫きつすると、ゆっくりと息を吐き出した。


    　異国にやって来た。その実感がようやく湧いてくる。


    「やっぱり陸の匂いっていいわぁ」


    　雨が降っていないのか、いささか埃ほこりっぽい感じがするけれど、木と緑が生み出す爽さわやかな匂いは、船上では味わえなかったものだ。


    　たどり着いた土地は母国とは大分異なるけれど、それでも緑の恵みは長旅で疲れた心を癒いやしてくれる。


    　もう一度ミッケラは深呼吸した。


    



    　うん。やっぱり陸地はいい。


    



    「レアール君は遅いねえ」


    　ミッケラの斜め後ろをトコトコ歩いていたコールランドが振り返る。


    　真っ青な海に突き出るようにして造られたＦ字型の桟さん橋ばし。その最さい奥おうに彼らが乗ってきた大型客船が停てい泊はくしている。


    　桟橋から陸地へ向かって来る乗客たちの中からレアールを発見すると手を振って合図する。


    　レアールははぐれた二人を捜すように辺りを見回していたが、彼らの存在に気付くと重たそうな荷物を両手に抱えてやって来た。


    「遅かったね」


    「先生がさらわれていないかと」


    　レアールは真ま面じ目めな顔で答えると、抱えていたものを地面の上に丁てい寧ねいに置いた。そして肘ひじまでまくり上げた長なが袖そでで額ひたいを濡らす汗をグイと拭ぬぐう。


    「お疲れ様、ライティス」


    「一緒に荷物を運ぶのを手伝ってもらえると、ありがたみが出るんだけどな」


    　明るく弾はずむミッケラの声に、疲労した肩や腕の筋肉をほぐしながら答える。


    「アタシじゃ無理ね。荷物を抱えたとしても、足を引っ張るだけよ」


    「もう少し筋肉をつけないと、いざって時に助からないぞ」


    「その時が来ないよう祈っているわ。うぅ、それにしても」


    　そこで言葉を区切り、手でひさしを作って雲ひとつない空を恨うらめしそうに見上げる。


    「日差しが強すぎるわ。こんなんじゃすぐに日焼けしちゃう」


    　自分の荷物を漁あさって真っ白な日ひ傘がさを取り出し、子供用のトランクに座り込んでいる小動物ハムスターの背後にまわり頭上に差し出す。


    　赤道に近い国ということで、地上を照りつける日差しはギラギラと容よう赦しやない。


    　レアールは額に浮かび上がる汗を指で拭い、重い荷物を抱えていたせいで軽い筋肉疲労に陥おちいっている腕を回しながら周囲を見た。


    　丘の上に向かって伸びる緩ゆるやかな道は赤茶けた土で固められ、道の左右には白い壁を持つ英国風の建物が何軒か並び建ち、建物と柵さくの間には人工的に植えられた常緑樹が枝葉を青々と茂らせている。


    　高い建物が存在しないために空はどこまでも広い。遠くの海はその空と同化しそうなほど青く、陽光を受けて燦きらめいている。


    　同じ大西洋の海でも、緯い度どが違うとここまで印象が変わるのかと感心する。


    　レアールはそのまま視線をずらし、船着き場の方を見る。


    　そしてあることに気づいてミッケラを呼んだ。


    「なあミッケラ。あれはなんて書いてある？」


    　レアールの指は、サンパラソルの下にいる人物が持つ新聞を指差している。ミッケラは「んー」と間延びした声を上げながら、新聞の文字を拾い上げた。


    「ええと……『７月に行われたドイツ国の総選挙でナチ党が第一党になった』ですって」


    「ナチ党？　それっていいことなのか？」


    「ナチ党というのは『国民社会主義ドイツ労働者党』の略称だよ。この選挙の帰結はおいおい分かるだろう。今この瞬間にも歴史は作られているんだよ。みんながそう自覚してないだけで」


    　そう言ってコールランドが自分のポケットから分厚い手帳を取り出し、眼鏡めがねをかけて手帳の文字を眺める。ちなみに老ろう眼がん用だ。


    「何か真新しい発見でも？」


    　レアールは、日ひ傘がさをさしているミッケラと一緒にコールランドのノートを覗のぞき込む。


    　二年前にコールランドに拾われるまで、食うや食わずでその日を生きるのすら困難だったレアールだ。読み書きなんて学ぶ機会も余裕もなかった。


    　近頃はミッケラとコールランドの双そう方ほうから教わって、大分読み書きが出来るようになってきた。でも、命の恩人であり人生の師として敬けい愛あいする先生の筆ひつ記きは、今でもミミズが這はったようないたずら書きにしか見えない。


    「女王ガリエリテの伝説を、もう一度おさらいしておこうと思ったんだよ」


    　かつてこの付近を支配していたという女王ガリエリテ。その伝説を追って、彼らははるばる海を渡ってやって来たのだ。


    　ガリエリテの痕こん跡せきを見つけることが今回の旅の目的だ。


    　コールランドの仕事は、世界中に存在する魔術や呪じゆ術じゆつを体系づけて、人間がどこからやってきたのか。その最初に住んでいた土地はどこであるのか。そこではどのような文明が栄え、そしてどうして衰すい退たいしていったのかを調査することだ。


    　魔術や呪術発はつ祥しようの地はいくつか存在するが、コールランドは中南米ルートの鍵かぎはガリエリテにあると考えている。


    　レアールは英国を発たつまでに集めた女王ガリエリテについての情報を思い起こす。


    　様々な伝説があるのだが、要約すればだいたい以下のようなものだ。


    



    　ガリエリテは大変強力な呪術師であり、有能な為い政せい者しやであったと言われている。


    　彼女が現れる前、密林に住むそれぞれの部族は大変仲が悪かった。


    　ある時勇ゆう敢かんな女児が、ひとつの部族に生まれた。部族間の争いが酷ひどく、戦いに明け暮れていた頃だ。


    　血に飽あいたその女は、仲なか違たがいをする部族に停戦を訴えた。最初は誰も相手にしなかったが、そのうちに彼女の真しん摯しな態度に心を打たれ賛同する者が現れた。


    　長い時間をかけて、彼女は数多あまた存在する部族をひとつにまとめた。


    　この時に彼女は自分をガリエリテと名乗り、女王として君くん臨りんすることを決めた。


    　長く平和を維い持じしていた女王の統とう治ち国家であったが、ある日を境さかいにして彼女と彼女の住まう村は姿を消した。


    　要かなめ石いしを失った各部族は各地へ離り散さんし、密林はガリエリテが現れる以前と同じ状態に戻ってしまった──。


    



    　どこかの土地に行けばひとつは転がっているような、そんな他愛たわいもない伝でん承しようだ。


    　密林の女王に恋こい焦こがれ。伝説が真実であると実証するため。富や名声を得るため。


    　口く伝でんにしか存在しない女王に逢あうことを夢見た冒険者たちは、未踏の奥地に乗り込んで行ったが、その半分は二度と帰って来ることはなかった。


    「綺き麗れいな人だったのかな」


    　レアールは小さく呟つぶやいたはずだったのだが、聞きとがめたミッケラは気に入らなかったらしい。


    　軽く口を尖とがらせたあと「男っていつもそう」と鼻を鳴らしてそっぽを向いた。


    「怒らなくてもいいじゃないか」


    　二人で言い争いにもならない言い合いを続けていると、軽快なクラクションの音と共に、真正面の道から車のエンジン音が近づいてきた。


    　三人が注目すると、インド系らしい容よう貌ぼうを持つ褐かつ色しよくの肌の少女がオープンカーの運転席から手を振っている。


    「アタシたちと同じ年くらいかな。可愛かわいい子ね……アタシには負けるけど」


    　ミッケラが手を振り返し、コールランドが右手を軽く掲かかげて応える。


    　少女は船から下りた人々が散っていく中を徐行運転で切り抜け、三人の前で車を止めた。


    　腰まである黒髪を揺らして車から降り立つと、春の日差しのような暖かい微び笑しようを三人に向ける。


    　美少女のほほ笑みを受けて、レアールの身体に雷かみなりに打たれたような衝撃が走った。
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    　か……可愛いじゃないか！


    



    「コールランド先生ですね？　遅くなって申し訳ありません。コフィ・アドバラムの言いつけで参りました。コフィの娘のアーバティ・アドバラムです」


    　少女は流りゆう暢ちような英語と、優しい笑顔を駆く使しして名乗った。


    　身動きするたび、ふわりふわりといい匂いがレアールの鼻をくすぐる。


    「わざわざ出迎えありがとう。アーバティ君、私の助手を紹介しよう。こちらがライティス・レアール、こちらの女性がミッケラ・グリーンだ」


    「こんにちは、アーバティ！　ミッケラ・グリーンよ、よろしくね！」


    　ミッケラは挨あい拶さつするのと同時に、アーバティの可愛らしさにふるふると感動に打ち震えているレアールの脇わき腹ばらをさりげなく小突く。


    「ようこそ英国領ギアナへ。お待ちしておりました」


    　アーバティは胸の前で両手を合わせて優ゆう雅がに一礼する。


    「コフィ君はどうしたのかな」


    「父は密林に一番近い村にいます。ちょっとした理由で、今はまだ中に入れませんけど」


    「理由？」


    　脇わき腹ばらを押さえつつ荷物を車に積む作業をしていたレアールが問いかける。


    「はい。理由は車の中でお伝えします」


    　そこで三人を手招きで呼び寄せる。みんなが顔を寄せると、アーバティは小さな声で囁ささやいた。


    「軍の緘かん口こう令れいが出ているんです。この辺りの人たちは理由を知らないの」


    　オープンカーの後部座席にコールランドとミッケラ、助手席にレアールを乗せると、運転席に乗り込んだアーバティは車のエンジンをかけ直した。


    　港町の大通りを通過して南へ車を走らせる。


    「どうしたんだね、グリーン君」


    　後部座席のコールランドが、隣となりで物珍しそうに周囲を見回しているミッケラへ問いかける。


    「町が平野部にあるのが意外でした。港の手前まで密林だと思っていたから」


    　緩ゆるやかな平地とのどかな風景はまだ続いている。今はまだ見えないが、この景色の奥には濃厚な緑色の森が広がっているのだろう。


    　正面には緑と赤の大地。背後には白い建物が目立つ港町。さらにその後ろには海の雄大な青が広がっている。


    「平野部は、国の面積からすれば非常に小さいですよ。海を背に陸地を南下すると高度が上がって、緑に覆おおわれた丘きゆう陵りようと山地が現れます。皆さんはそこに向かいます」


    　ハンドルを握るアーバティの説明に、ミッケラは目を瞬しばたたかせて問いかけた。


    「さらに南下するとどうなるの？」


    「再び高度が下がって草原地帯が広がり、国境付近でまた高い山脈が現れます。密林と草原地帯の奥では、昔ながらの暮らしを続けている先住民の部族もあります」


    「それで、緘かん口こう令れいって何が起きたんだ？」


    　レアールの言葉に、アーバティは少しもったいをつけた。


    「半月ほど前に村まるごとひとつが消えるような事件が起きたそうです」


    「失しつ踪そう？」


    「いいえ。大量殺さつ戮りく事件です」


    　一瞬絶句したレアールが言い返そうと口を開きかけたところで、土で出来た窪くぼみで車体が激しく左右に揺れる。


    「一カ月ほど前、ある部族の村に、メテララ村という別の村の住人が立ち寄りました。半月後にその人が再び村を訪れた時には、村は荒こう廃はいし白骨体だらけになっていたとか。村には戦いの跡が残っていたので、もしやこれは殺戮事件ではないかという話になったそうです」


    「アーバティは誰から話を聞いたんだい？」


    「父です。父はメテララ村に半分住んでいるような状態なので、彼らから話を聞くことが出来ました。この話は新聞にも載せられていません。町の外で起きたことなんて、町の人の生活には関係ないし興味も抱いだかれないから」


    「警察が調査しているんだろう？」


    　車の揺れが収まってから言葉を紡つむぐと、アーバティはいいえと短く応える。


    「少し前から休きゆう暇かでこちらに来ていた部隊が詰めています。警察は彼らに『警察は町の治ち安あんを守ればいい。こんな奥地にまででしゃばるな』と言われて追い払われてしまいました」


    「休暇の部隊？　なんで駐ちゆう屯とん部隊が出ないのよ」


    「駐屯部隊は昔から密林内部のことには関知しないんです。今回動いている部隊だって、本腰入れて調査をする気があるのかどうか」


    「なぁにそれ！　職務怠たい慢まんじゃない！」


    　ミッケラの憤ふん慨がいに苦笑するアーバティ。


    　長い溜ため息いきをついて頭を搔かくレアールに、アーバティが怪け訝げんそうに問いかける。


    「何か？」


    「嫌な予感が……。先生がまた何かとんでもないものを見つけそうで」


    　以前はエジプトでコールランドが足を踏み外し、それを助けようとしてサソリの穴に飛び込んでしまった。中東ではコールランドのクシャミのせいで、地元兵に丸二日間追い回された。


    「失しつ敬けいなっ。何か起きる時は、レアール君と一緒にいる時だけだ！」


    「先生いつもそう仰おつしやいますよね。ライティス、やっぱアンタ不幸の申し子なんじゃない？　アタシが何もしなくても、アンタってば墓ぼ穴けつ掘るじゃない」


    　アーバティはそんな三人のやり取りを聞いてクスクス笑う。


    「楽しい旅になりそうですね」


    



    　やがて四人の行く手に現れたのは巨大な緑色の塊かたまりだ。


    　自分たちとの距離が縮まるにつれ、塊に次第に濃のう淡たんが生まれ、一本一本の木の輪りん郭かくを取りはじめる。


    　生い茂った濃緑の木々と、黄緑色と土色で構成された草原の境界線。その側にぽつんと存在する小さな村は、未開拓の地に挑いどむ西洋人の前ぜん哨しよう基地のように見えた。


    「ここが、父の待つメテララ村になります。この付近にある村の中では、密林からもっとも近い位置にある村です」


    　村の東西には、レアールたちには見覚えのあるオリーブ色のタープやテント、それに軍用の自動車などが控えており、数名の兵士が右に左に歩いている。


    　英国軍だ。


    　車がさらに近づくと、村の入り口に陣取っている兵士から非友好的な視線が向けられた。


    　車のエンジンを止めて積荷を下ろしていると、近くにいる兵士が険のある顔で質問を投げかけてきた。


    「同国人とお見受けしたが、こんな場所まで何しに来た」


    「貴方あなたがたと同じさ。仕事だよ」


    　一行より一歩前に進み出た幼児が両手を広げ、芝居がかった素そ振ぶりで質問をしてきた兵士を歓迎する。


    　最初に声をかけた兵士は、幼児と彼の背後にいる面々を見比べた。この中で一番話が通じそうだと思ったらしく、レアールに向かって口を開く。


    「荷物を検分させてもらう」


    　その兵士は、そう言うなり手と言葉で周囲に合図を送る。五名の兵士が方々から駆け寄り、荷物に群がって箱やトランクを次々に開けていく。


    「しばらくお待ちいただこう」


    「待つのは構わないが、君たちはどこの部隊だね？」


    　子供の甲かん高だかい声に兵士は視線を思い切り下げ、足元にまとわりつくように立っているコールランドの前に屈かがみ込む。


    「おじさんたちはサイラス・ディモン大佐という人が指揮する部隊の兵隊だよ」


    「後ろの彼らもお仲間かな？」


    　話している兵士が、コールランドに指差された方向を見た。


    　まっすぐに敷かれた赤茶の道路を使ってメテララ村へ近づいてくる軍の輸送車がある。


    　コールランドの前で屈み込んでいた兵士は仲間に声をかけた。


    「誰かロックライン大尉を呼んでこい。お守もりの交替だ」


    　村の中にいる部隊があわただしい動きを見せている中、後続の部隊は村の入り口で車を止め、急停車と同時に中から銃器を抱えた兵士が下りてくる。


    　下りた兵士たちは整列し速すみやかに点てん呼こを行う。


    



    　──新あら手てに登場した兵を観察していたレアールだが、ガシャンという派手な音にギョッとして振り返った。


    　軍の器材を入れた重い木箱を地面に乱暴に置いた音だと知ると、不安そうに兵士の挙動を見守る。レアールは、荷物検査を続けている兵士の動きが、気になって気になって仕方がない。


    「ねえライティス、これ見てよこれ」


    　ミッケラはレアールの腕をつかみ、その場に屈かがみ込ませる。


    　しゃがんだレアールは、地面を眺めている細く白い指が指す場所を覗のぞき込む。


    　それは一匹の大きな蟻ありだった。


    　触しよつ覚かくから肢あしまで含めると全長約三センチ。頭部と尻しりは大きく胸部腰部は細く小さい。褐かつ色しよくを帯びた黒色をしており、全身には光の加減で黄色とも金色とも見える毛が生えている。顎あぎとから伸びた凶悪な牙きばは細長く、先は内側にカーブを描いている。


    　その顎の内側、口のそばから生えた触覚は周囲の情報をより多くつかみ取ろうとしているのか忙せわしなく動き回り、自分の前方に差し出されているミッケラの白い指に前肢でつかみかかろうとしている。


    「軍隊蟻ですよ。嚙かまれないように気を付けて」


    　二人につられて地面を覗き込んだアーバティが警けい告こくする。


    「軍隊蟻？　蟻ってこんなに大きいの？」


    　この蟻は普段は熱帯雨林の中を百万規模の群れで行動する。通常の蟻は地中に巣を作り定住するが、これは肉食であるために餌えさを探して群れごと移動する。整然と移動し、夜には自分たちの体でキャンプを作る様が軍隊のようであったためその名がついたと言う。


    　蟻は長い肢と触覚を蠢うごめかし、顎と牙を鳴らして自分を見下ろす人間たちを威い嚇かくする。


    「ここの蟻さんって凶暴なのね。気をつけよっと」


    　ミッケラは立ち上がってスカートの裾すそを何度も入にゆう念ねんに手で払い、そのままの勢いで振り返る。そして近付いて来ていた二人の軍人に対して元気よく挨あい拶さつした。


    「こんにちは、将校さん！」


    「こんにちは、お嬢さん。失礼ですが貴方あなたがたは？」


    　後続部隊の指揮者らしき二人組は、地面に注目する一行のそばまでやって来た。銀髪の軍人の方が、一行を均等に眺めつつ声をかける。


    　銀髪に銀色の瞳。貴族的な風ふう貌ぼうと中年の渋い魅力もさることながら、その威い風ふう堂どう々どうたる姿は周りの兵隊との格の違いを感じさせる。


    　その銀色の瞳がレアールやコールランドを見つめた。


    「本国から来られた方のようですね」


    　声にも表情にも出さず、レアールは呻うめいた。


    　その軍人らしからぬ物腰と喋しやべり方で分かった。彼は本物の貴族だ。レアールは貴族にはあまりいい思い出がない。


    「これは失礼、初めまして。『超古代文明研究家』のセタ・コールランドといいます。こちらは助手のライティス・レアールとミッケラ・グリーン。それにアーバティ・アドバラム。アーバティの父親のコフィ・アドバラムに招かれて、ここまでやって来ました」


    　笑顔で握手を求める幼児に、銀髪の軍人は自分の記憶を手た繰ぐるような表情をした。


    　やがてコールランドに関する何かを思い出したようで、膝ひざを折って身を屈かがめると恭うやうやしくその手を握った。


    　それはレアールが一生かけても真ま似ね出来そうにない、優ゆう雅がで洗練された動きだった。


    「初めてお目にかかります。エリオット・ウィッジ中佐と申します。こちらは部下のライド・ハンター大尉」


    　上官に紹介された黒髪の軍人が会え釈しやくをする。見た目の歳はレアールたちよりも上。身長はウィッジと同じくらい。滅めつ多たにお目にかかれないような美貌の主なのだ。


    　細筆で一息に描いたような形のよい眉に、すっと通った鼻び梁りよう。少し吊り気味の目を縁ふち取どる長い睫まつ毛げ。珍しい青紫の瞳に淡い笑みを湛たたえる淡紅色の唇。


    　つま先から頭の先まで眺め回すコールランド。


    　顔は女性のような優しい顔立ちだが、全身の凹おう凸とつは少ない。コールランドが何を言いたいのか察してか、ハンターが口を開く。


    「紛まぎらわしくてすみませんね。男です」


    　楽しげな声は紛れもない若い男の声。


    「男でその顔は反則よ」


    　少女たちの囁ささやきに、レアールも心の中で同意した。


    「著書の『超古代魔術文明。─その光と闇─』を読まさせていただきました。大変興味深いお話でした」


    「おおっ！　読んでもらえて光栄です！」


    　無む邪じや気きに喜ぶコールランドに、ウィッジがほほ笑む。


    　見た目の愛らしさも何割か役立っているに違いない。中身は七十の老人であっても、見た目はぐっと幼いお子様である。


    　和なごやかに交わされる問もん答どうを聞き流しながら、コールランドの後ろに控えていたミッケラが不思議そうに首を傾かしげた。


    「どうかしました？」


    　アーバティの問いかけに、ミッケラが頷うなずく。


    「アタシとちょっと違うけど、似てる人」


    　ロンドンの街中や店。時には学校ですれ違う人間たちの中で、他人とは身に纏まとう空気が違う者がいる。その時に感じる雰ふん囲い気きと同じだ。


    「『あっち』の人間か？」


    　ミッケラの様子に気付いたレアールが声をかけると、ミッケラは少し考えて頷いた。


    　彼らが見守っている間も、ウィッジとコールランドの会話は進んでいく。


    「コールランドさんはこちらへ一体何をしに参られたのですか」


    「女王ガリエリテの伝説をご存じですか」


    「欧州に信しん奉ぽう者が絶えない密林の女じよ傑けつですね。彼女の痕こん跡せきを探しに密林に入ったはいいが、謎の失しつ踪そうを遂げ、戻って来ない者が跡を絶たないそうですが……」


    　思し慮りよ深い顔をするウィッジに、コールランドは明るく答えた。


    「今回その伝承の調査を行ないに来たのです。彼女は優れた呪じゆ術じゆつ師しであるといいます。もしかしたら彼女が操あやつっていた呪術を明らかにすることで、謎のヴェールに包まれている超古代文明の有様がまた少し分かるかもしれません」


    　それまで無言で上官の背後に控えていたハンターが、表情を引き締めて呼びかける。


    「中佐」


    　ウィッジはすぐに会話をやめ背後を振り返り、部下が視線で指し示す方角を見て自分の顎あごを撫なでた。


    　彼ら後続部隊の到着報告を部下から受けた兵が、こちらにやって来るところだ。


    　村の奥にあるテントから現れた長身の人物は、規則正しい歩調でウィッジの三歩手前で立ち止まると踵かかとを鳴らして敬礼した。


    「ヒュー・ロックライン大尉、ただいま参上しました」


    　硬質なアルトの声。レアールの耳に届くなり背筋がぞくりとする。


    「御苦労」


    　二人の士官が返礼する。


    　レアールは意外な気持ちでその人物を見た。やって来た人物は男だと思っていたのに、実は女だったからだ。


    　背は高い。周りの兵士とおなじ背の高さだ。でも体のラインは服の上からでも分かるような緩ゆるやかな曲線を描いている。


    　両胸は男にしては不自然なほど膨ふくらんでいるし、耳のあたりで短く切り揃そろえられた艶つやのある赤茶がかった金髪からのぞき見える白い首筋は、男にはない甘い色気を感じた。


    　ヘイゼルの瞳は輝きを放っているが、ややキツイかもしれない。形のよい唇は下が厚く肉感的で顔の作りは硬質であるけれども端たん整せいだし……。


    　つまるところ美女である。ただ獲え物ものを狙ねらう蛇へびのような鋭するどい目つきが、並の美女でないことを物語っていた。


    　蛇へび女おんな。


    　そんな単語がレアールの頭の中をよぎっていく。


    「報告感謝する。詳しい話を聞きたいが、その前にディモン大佐は？」


    「テントで午後のひとときを楽しんでおります。……蝶ちようの標本作りで」


    　ロックラインは半身を引いてウィッジに道を譲ゆずり、ひとつのテントを指差した。


    「あの昆虫マニアめ。仕事をしろと言っておいたのに」


    　ウィッジの貴族的な容よう貌ぼうにちらりと嫌けん悪おの表情が浮かぶ。しかしすぐに表情を改めると、コールランドに向かって穏やかに一礼する。


    「失礼します。道どう中ちゆうお気をつけて」


    　穏やかに挨あい拶さつを交わし、ウィッジはロックラインが示したテントへ歩き去った。


    　そして居残った彼の部下のハンターはといえば。


    「ヒュー、会いたかったよー」


    　同どう僚りようの腰を抱き寄せ、キュゥと抱き締めていた。


    　傍はた目めに見れば美男美女が抱き締め合う、美しくも熱い……いやこの熱帯雨林地域では暑苦しい抱ほう擁ようだ。見ているだけでうっとうしい。


    「ヒューからひさしぶりにまともな手紙を貰もらえて嬉うれしかったよ。手紙に『いっぺん死ね』とか『そのまぎらわしい顔をやめろ』って書かれていない手紙はじつに……ええと八年ぶりだ。やれば出来るじゃないか」


    　す、と無言のままロックラインの手が伸び、自分を抱き締めているハンターの両頰にそっと手を添えた。両者の顔が近づき、熱い抱擁に続いて口付けが交わされるのかと思いきや。


    



    　　ゴッ


    



    　唇ではなく、額ひたいと額がぶつかり合い、頭ず突つきの音が周囲に響き渡る。


    　事の成り行きを見守っている一般人の前で、ハンターがその場にしゃがみ込み、額を押さえて呻うめく。


    「おぉぉぉぉ……相変わらず容よう赦しやない」


    　容赦のよの字もない。


    　額の痛みと傷しよう心しんで声が震える被害者に、加害者は涼しい顔で言い放つ。


    「お前は毎回毎回毎回」


    　ロックラインの右足が、何気なく後ろに引かれた。身の危険を覚えてかハンターは、その場で土ど下げ座ざの体勢に入った。


    「ハンター、抱きつくなと何度言ったら分かるんだ。蹴り殺すぞ」


    「ごめんなさい。それだけは勘かん弁べんして」


    　ドスの利きいた女の声に、男のプライドも何もかもかなぐり棄すて、ハンターは頭を地面にこすりつけようとする。


    　その瞬間、土下座する寸前まで顔面のあった空間を、そら恐ろしい勢いでロックラインの蹴りが通過していった。


    　一瞬でも躊ちゆう躇ちよするか口答えをしていれば、鉄板入りのブーツが彼の顔にめり込んでいた。そんなタイミングだ。


    「ハンター、本気で謝しや罪ざいしているか」


    「もちろん」


    　蹴りを放ったあとの右足が、ハンターの無防備な後頭部に遠慮なく乗せられる。大勢の部下や見知らぬ民間人が見ている前でだ。


    　好奇心丸出しの民間人とは違い、兵士たちは与えられた任務を遂すい行こうするのに忙いそがしく、誰一人として現状に突っ込みを入れない。


    　何が起こるのかとハラハラしながら見守っているレアールたちに、荷物の検査をしていた兵士が声をかけた。


    「すまんな。二、三分待ってくれ」


    「ええと、あれは何をしているのでしょうか」


    　レアールがハンターの姿を指差して問いかける。


    「見て分からないか、土下座だよ。


    　すみません、お二人の検けん分ぶんを待っている人がおりますので、恒こう例れいの『再会の儀式』は早めに切り上げてください」


    　言葉の前半はレアールたちに。後半は儀式の最中の男女にかけられた。


    「あぁ儀式なんだ」


    　納得して頷うなずく小動物ハムスターとミッケラ。納得出来ずに小首を傾かしげるレアールとアーバティ。


    



    　恒例？　土下座が恒例？　何な故ぜどうして？


    



    「むう、愛の一幕だねぇ」


    　疑問に首を捻ひねっているレアールの足元で、コールランドがこっそり呟つぶやいた。


    「一体、何したらあんな事するハメになるのかしら」


    「二十世紀の男は弱くていかんよ」


    「十九世紀の色男は、どう立ち向かったんです？　僕らに手本を」


    「んー、まあ、そうだねえ、うん。とりあえず優しい美人がいいなぁ」


    　コールランド、ミッケラ、レアールの三人でとぼけたやり取りが続く一方で、ロックラインとハンターの間では、矢や継つぎ早ばやの厳格な質しつ疑ぎ応おう答とうが繰り返されている。ハンターが最後の質問を答え終えると、ロックラインによる「今はこれで勘かん弁べんしてやる」の一言と共に、土下座からの復帰が許された。


    　ハンターは、乱れた髪と服についた土を払いながら立ち上がる。


    「ヒュー、よく来てくれた」


    「ハンターこそ元気そうで何よりだ」


    　がっちりと硬い握手が交わされる。この時点できっかり二分。


    「……へんな二人」


    　理解出来ないと顔面に書いたミッケラの呟つぶやきに、全員が大きく頷うなずいた。


    「ロックライン大尉。民間人の積荷の点検が完了しました。問題無しです」


    　タイミングを見計らっていた先ほどの部下の問いかけに、レアール命名『蛇へび女おんな』ことロックライン大尉は民間人と部下を見つめる。


    　高圧的な態度も怖いが、何より彼女の目が怖い。


    「ヒューさん、ただいま戻りました」


    　一行の中からアーバティが一歩前に進み出た。


    　愛くるしい笑顔で挨あい拶さつすると、ロックラインのヘイゼルの瞳が柔やわらかいものへ変わる。


    「おや、おかえりアーバティ。彼らがそうか？」


    　耳を優しく撫なでるような心地よいロックラインの声に、レアールは思わず聞き入った。それを見てむっとしたミッケラが、それとない仕草でレアールの脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつを食らわせる。


    「コールランド先生とその助手の方々です。ガリエリテ伝説を探りに、わざわざ本国からいらっしゃったの」


    　視線が三人に向けられる。


    「あの中に入りたいのか」


    　声音が、柔らかなものから高圧的なものへと変わった。


    「帰れ」


    　ロックラインによる問もん答どう無む用ようの命令に、ミッケラの細い眉がぐいと跳はね上がる。


    「なによどうしてなのよドケチ！　いいじゃないのよ、ちょっとくらい」


    「お前たちのために帰れと言っている」


    「何でよ。詳しく教えてよ」


    「アーバティから聞いていないのか？　詳しい理由は現段階では言えん。言える事があるとすれば、ここでは最近、大量殺さつ戮りく事件があり、我々はそれを調査している、という事だけだ」


    「教えてってばっ」


    「うるさいぞ小娘」


    「なによ年とし増まァ！」


    



    　年増ァ！　年増ァ！　年増ァ……！


    



    　吐き捨てた言葉が周囲にこだまし、辺りは水を打ったように静かになった。


    「ミ、ミッケラ」


    　レアールはうろたえて周囲を見回す。


    　周りにいた兵士や村人は全員がこちらに注目していた。


    「……ほぅ」


    　ロックラインの声音が低いものに変わる。その場にいた全員が、己おのの身の危険を感じてビクリと体を震わせた。


    「確かに君たちの命は君たちが好きなように使うべきだ。分かった、私はもう何も言わん。どこへなりと行くが良いい。殺されても我々が文句を言われる筋合いはないな」


    「ちょ、ちょっと待ってよ」


    　あっさり許可を出されると、逆に恐ろしい。


    　ミッケラは質問を重ねようとするが、ロックラインの眼まな差ざしに気け圧おされ、レアールの背後に隠れた。


    「喧けん嘩か売ったのは君だろ？　ミッケラ」


    「い・やっ」


    　レアールにロックラインの目が向けられる。そこを退どけという無言の命令に素直に従ったが、ミッケラはレアールの背中にピッタリくっついたまま離れようとしない。


    「僕が危険だろ！」


    「アンタはアタシと先生を守るナイトでしょ！」


    「グリーン君。そういうのは『捨すて駒ごま』というのだよ」


    　コールランドの言葉に絶句するレアール。その陰に隠れたままミッケラは言葉を続けた。


    「どうして指示を受けなきゃいけないの？　なにがあったの？」


    「何な故ぜ軍人が小娘ごときに説明せねばならんのだ」


    「なによ、年……もがっ！」


    　先ほどの言葉を繰り返そうとするミッケラの口を、レアールはあわてて塞ふさぐ。


    　一歩前に進み出ようとしたロックラインに先んじて、ハンターが前に進み出た。


    「遠い所来てもらったのに、密林に進入禁止の挙あげ句くに短気な対応しちゃってごめんね。悪気はないんだけど許してもらえないかなあ？　こっちも仕事でね」


    　ハンターは明るい声でそう言うと、整いすぎた顔に人好きのする笑顔を浮かべた。女性陣に会話の主導権を握らせたままにしておくのは得とく策さくでないと判断したようだ。


    　レアールは相手の機き嫌げんを損そこねない程度に、丁てい寧ねいに問いかける。


    「理由は教えてくれないんですか？」


    「密林にある村で殺人事件が起きた。その犯人がまだ密林をうろついている可能性がある。君たちが犯人に遭そう遇ぐうして危害を加えられるかもしれないし、逃とう亡ぼう幇ほう助じよの可能性もある。あるいは君たちが犯人かもしれない。殺気立った部下が、犯人と間違って君たちの誰かを撃ってしまうかもしれない。だから入って欲しくない」


    　犯人扱いされたミッケラがむっとしてハンターに言い返す。


    「アタシたち、犯人じゃないわ」


    「例えばの話だよ。ロックライン大たい尉いが入るなと言ったのは、余計な疑いをかけたくないし、君たちに嫌な思いをさせたくないからだ。言葉が足りなくて申し訳ないけどね」


    「むぅ。しかし我々も遠えん路ろはるばるやって来たのだ。おめおめと引き下がるわけにはいかんのだよ」


    　ジタバタしながら力りき説せつするコールランドを見ていたハンターは、村の奥を指差した。


    「ひとまずディモン大佐に会ってみてはいかがでしょう？　大佐が封ふう鎖さ命令を出していますから、彼から許可が下りれば入れるかもしれません。ともかく今のままでは何と言われようと通すわけにいきません。銃で脅おどしてでも止めますし、警けい告こくに背そむいて入れば射殺もやむなしですので」


    　笑顔で物ぶつ騒そうなことを言う。


    「むぅ、分かった、行ってみる」


    　続いてミッケラがレアールの後ろに隠れたまま挙手した。


    「話を蒸むし返すようだけど、犯人捜しは警察のお仕事じゃないの？」


    「町で犯罪捜査しているだけの彼らじゃ無理。足手まといになるだけならともかく、お互いの仕事の邪魔になるから、悪いけど町に帰ってもらったよ。未開地の探索ならノウハウは軍の方が上だからね。火器もあるし戦闘力もある。そう思うでしょ？」


    　ハンター大尉と視線が合った女性陣が、次々に頰を染めてもじもじと俯うつむく。


    　見つめられたレアールも心臓が不自然に弾はずんだが相手は男だ。ドキドキして損した気分になった。


    「では我々はそろそろ失礼します。まだやることが残っておりますので」


    　ハンターとロックラインは一行に向かって同時に敬礼し、今後のことを話し合いながら村の奥へと姿を消した。


    「お顔もですけど、瞳がとても神秘的な方でした。あの瞳に吸い込まれそう」


    　夢見心地のアーバティに頷うなずき返しつつ、ミッケラは眉を吊り上げる。


    「た、たしかに。でもなによ、ロックラインとかいう人。美人だけど……気に入らないわ！」


    



    　ああ、君が持ってないものを持ってるからね。


    



    　こう言えれば、どんなに楽だろう。そうレアールは思った。しかし余計なことを言うと未来永えい劫ごう恨うらまれてしまう。


    　ミッケラの手帳には、魔術や呪じゆ術じゆつに対する記述のページはもちろんのこと、ひっそりと『恨み呪のろいます』というページがある。


    　このページには彼女が受けた不当な言動（もちろんミッケラ基準）を、事細かに書き記しているのだ。


    　たまたまミッケラが席を外した時に、レアールはコールランドと二人でその手帳を目にしてしまったことがある。


    　その恐るべき内容に二人は背筋を凍らせた。そこに名を連つらねている人々は、いずれも体調不良やいわれのない風ふう評ひようで落ちぶれた者ばかりだ。


    　幸さいわいにしてというべきか。二人の名はその時点で存在しなかったが、手帳を盗み見てしまったことは今でも秘密にしてある。


    「では早速、父がいる家へ案内します」


    　荷物整理を終えるとアーバティが先導する。


    　案内された家はアーバティの父コフィが資金を投入し、村人の協力を得て作り上げたものだという。主に集会場や学校として活用されている。


    　すぐそばの樹木を用もちいて作られた家の中では、一人の男が窓から射し込む明かりの下で床に座り込み、こちらに背を向け黙々と何かの作業を行っていた。


    　丸みある体型をした中年の男の背に、アーバティが声をかける。


    「お父さん」


    　アーバティの呼びかけに男からは曖あい昧まいな返事が返ってくる。


    「あぁ」


    「コールランド先生と助手のお二人を連れて来たわ」


    　作業に熱中しているコフィの言葉を受けたコールランドは、背後に控えている助手の二人を顧かえりみた。


    「どうも取り込み中のようだ。邪魔をしちゃいかん、先にディモン大佐とやらのところへ向かおう」


    　手伝いに出て来た村人と協力して荷物を運び入れると、ハンターに教えられたテントへと向かう。


    　その中ではウィッジがテントの主と何事かを話し合っていたが、コールランドの姿を認めるなり話をやめてレアールたちに場を譲ゆずる。


    「やあお嬢さん。こんな密林の奥深くまでようこそ」


    　テントの主が、誰よりも先にミッケラに挨あい拶さつをした。


    　ハリウッド俳優のように完かん璧ぺきな笑顔を浮かべたハンサムな軍人だ。


    　黒髪をきっちりと分けて口くち髭ひげをたくわえ、白い歯をこぼれさせてほほ笑むその姿は、それなりに決まっていた。


    「仕事ですから……。あなたがディモン大佐ですか」


    「さよう、サイラス・ディモン大佐です。お嬢さんならサイラスと呼んでくださって結構。こちらへ来てお茶でも飲みませんか」


    　テントの主が勧める椅い子すをちらりと見て、ミッケラはディモンに静かに頭を振った。ハンサムであるし、そつはない。でもどういうわけか生理的に受け付けない。


    「結構です」


    　意識的に愛あい想そよく返答し、区切られた左右の部屋に視線を移す。


    　左の部屋は仕切られ見えないが、恐らくは大佐一人の寝室であろう。右の部屋は開け放たれており、木製のデスクがあった。たくさんの標本が飾られている。


    　デスクの脇には、作業中であるらしく一本の展てん翅し板に五頭の蝶が展翅テープでその美しい翅はねを押さえ、広げた状態で貼り付けられている。


    「そう言わず。いい紅茶の葉があるのだが、一緒に飲まないかね？」


    　意外としつこいディモンに、どう返事をしたものかと困り果て俯うつむくミッケラ。


    「ええと、うーん」


    　かっこいいけれども好みでない。でも気を悪くされても困る。ミッケラは脳のう味み噌そをフル回転させて、お断りの言葉を探しはじめた。


    　ミッケラの心の内がよく分かっているレアールは一芝居打つことにした。


    「あのぅ、ディモン大佐」


    「なんだね、ええと……」


    「レアールです。そこに七色に輝く見たこともない虫がいるのですが、あの虫はなんというのでしょうか」


    　ディモンはレアールが指し示した方角を勢いよく見る。


    「あっ、飛んでいった！」


    「ど、どこだ！」


    　レアールの見え透すいた噓を真まに受けテント内を徘はい徊かいしはじめるディモン。


    　虫のことで頭が一杯になったディモンに代わり、ウィッジがコールランドに今後の予定を問いかけたのを受け、幼児は答えた。


    「今日は器材準備。明日から探たん索さくに出かけようと思っている。予定は一週間ほど。結果はどうあれ、一度こちらへ戻って来る予定だ。予定が詰まっているので、滞在期間の延長は出来んのだよ。どうにかならんかね？　この広い密林で犯人と遭そう遇ぐうする確率は低いと思うぞ」


    「ディモン大佐？　こう仰おつしやっていますが、いかがしますか」


    　ウィッジは椅い子すに座ったまま、周囲をキョロキョロと見回し続けるディモンに問いかける。


    「好きにさせろ！　それより虫だ！」


    　ディモンはウィッジとコールランドを見もしないまま許可を出した。


    　予想通りの答えなのか、ウィッジは冷めた目でディモンを見、そしてコールランドを見た。


    「犯人がまだ中に潜ひそんでいるやもしれません。十分注意してください」


    　ふとテント内の空気が揺れ動いた。


    　レアールが視線を動かしてみると、彼の鼻先を掠かすめてメタリックブルーの翅はねを持つ大きな蝶ちようが後方にあるテントの出入り口からテント内に進入してきたところだった。


    　レアールは、博物館で一度だけこの蝶を見たことがある。モルフォ蝶だ。


    　翅を広げれば十五センチほどの大きさの蝶は、その光こう沢たくのある翅を優雅に動かし人間たちの周囲を泳いでまわる。


    　やがて暑く澱よどんだ空気の海を泳ぎ疲れたのか、テントの壁に留まり翅を休めた。ディモンは爛らん々らんと目を輝かせてモルフォ蝶の背後に忍び寄る。


    　蝶はその身に不穏な気配を察知し、逃げようと飛び立つ。その瞬間、大きく美しい翅はディモンの両手の中に包み込まれた。


    　狂喜するディモンの声はテントの外にまで響いた。


    「大佐、任務中です」


    　ウィッジのたしなめる声もはしゃぐディモンには届かない。


    　何度か呼びかけられてようやく正気に戻るが、ディモンは気色の悪い笑顔を顔面に貼り付けたまま、テント内にいる全員を見回し早口でまくしたてる。


    「そうだったそうだった、任務があったよ。では皆さんはお引き取り願えますかな用件も済んだでしょうし私は神に与えられた大変崇すう高こうな任務を全まつとうしなくてはならない密林の探たん索さくがしたいならご自由にどうぞ！」


    　一息に言い切ると、問もん答どう無む用ようでレアールたちをテントの外に追い出す。


    「強烈だわ」


    　追い出された一同は、テントの外に出るなり深呼吸を繰り返した。


    　標本や作成過程の昆虫が発する独特の臭しゆう気きと、テント内部にこもった暑い空気から解放されて、彼らは正直ほっとしもした。


    「まったく、いつまでたっても公私の区別がつけられん男だな」


    　民間人に続いて出て来たウィッジが溜ため息いきをつきながら頭を振る。


    　中佐は溜息をもう一度ついて気分を入れ替えると、見た目最年少の最高齢に問いかけた。


    「後のちほど通過するルートを教えてください」


    　コールランドが了りよう解かいすると、ウィッジは自分と共に在ある部隊が駐ちゆう屯とんする区域へと戻った。
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    　翌日。


    　まるで嵐のような強い雨風に、英国から着いたばかりの三人が思わず身を竦すくめていると、コフィが荷物の整理をしながら、これは『スコール』という一時的な風雨であることを説明した。


    　大粒の激しい雨は低い雲から零こぼれ落ち、ぬかるんだ地面で飛ひ散さんし、強い風は村の中に立っている植物の葉をひどく唸うならせる。


    「こんなに雨が降ったら、植物採取も昆虫採集も難しそうですね」


    　レアールの言葉を受けたインド系の風ふう貌ぼうを持つ中年男性コフィ・アドバラムは笑った。


    「そうでもないよ。木陰に雨宿りしている昆虫や動物がいたりするからね」


    「本当ですかぁ？　やだなぁ、虫が多すぎるのも気持ち悪いのに」


    　三人は昨日のうちに部屋のひとつの角に紐ひもを張り、その紐に大きな布をかけて即そつ興きようの更衣室を作ったのだが、そこからミッケラとアーバティが出て来る。


    　長なが袖そでの白いシャツとだぶつきの少ないズボン。ズボンの裾すそは靴下の中にしまわれており、足首から脛すねの半ばまでを護る革製のブーツの中に押し込まれている。毒虫や毒どく蛇じやの襲撃から守るための処置だ。


    　女性陣より先に着替え終えていたレアールたちも似たような服装をしていた。違う点があるとすれば、ミッケラとアーバティが木も綿めんの帽子をかぶっているくらいだ。


    　昨日のディモンの挙動を反はん芻すうしながらレアールがコフィへ問いかける。


    「そういえば、ディモン大佐は何をしに来たんですか」


    「彼は休きゆう暇かで本国からやって来たんだ。ここ二カ月ほど部下を伴って昆虫採集しかしてないよ」


    「ふぅむ、国境警備はしていないのかね」


    「主な活動場所は首都を中心とした平地だね。高地や密林地区は空から監視しているそうだ」


    　コールランドの疑問に対して、コフィは荷物の中から中南米の地図を取り出し床に広げる。ベネズエラ、英国領ギアナ、蘭国オランダ領ギアナの南半分、そしてブラジルの広範囲を指差し円で囲った。


    「大体こんな範囲かな、その辺りが密林地帯だね。それでこの辺りにギアナ高地と呼ばれる台地群がある」


    「この辺り」と言って囲われたのはベネズエラ、英国領ギアナ、ブラジル北東部付近だ。


    　この区画には、テプイあるいはテーブルマウンテンと呼ばれるほぼ垂直に切り立った標高千メートル単位の台地群が無数に存在する。


    　陸地には毒蛇、毒虫、ジャガーなどの肉食動物や、西洋的な文明を嫌う先住民族がいる。高地から大地に縦じゆう横おうに走る川は雨季の増水での氾はん濫らんが馬鹿にならず、また水辺や水中ではカイマンやアナコンダ、電気ウナギ、ピラニアなどが犠ぎ牲せい者しやを待ち構えている。


    　かつてこの地に居座った蘭国オランダ軍も、蘭国から土地をもぎ取った英国軍も、何度か大自然と格闘した。結果惨ざん敗ぱい。


    　不届き者はここの住人に任せておけば適当に処分される。我々は大事があった時にだけ巡じゆん回かいに出れば問題ない──軍の高官は最終的にそう結論づけた。


    　現在の英軍駐ちゆう屯とん部隊は、ジョージタウンにある総そう督とく府ふからこの村の周辺までを己おのの管かん轄かつと決め込み、平地のいくつかの拠きよ点てんには必要とあれば人員を送り、国境付近の警備は軍用飛行機を用もちいて空から地上を監視するのみとなっている。


    「ということで、首都防衛に力を注いでいると言った方がいいかな。ロックライン大たい尉いがそう言っていたよ」


    「ロックライン大尉ですか……僕ちょっと苦手だな」


    「でもいい声だろう？　グラマーだし。あんな美人を奥さんにしたいねえ……怖いけど」


    　唸うなり声を上げて、ミッケラがレアールとコフィをにらむ。


    「女の話ばっかり。しかもコフィさんは奥さんと娘さんがいるのに」


    　その時、部屋の扉とびらが控えめなノック音を立てた。少しの間をおいて扉が開き、外から赤せつ褐かつ色しよくの肌をした中年の男が顔を出してコフィに何事かを告つげる。


    「さてそろそろ行こうか。村の人たちの報告によると雨もそろそろやむらしい」


    　全員がそれぞれ自分の荷物を抱えて村の入り口を出る。


    　この村は今東西に二カ所ある出入り口を両方共軍に挟はさまれていた。また南北には村を囲う柵さくがある。村は四方を何らかの形で遮さえぎられている状態にあった。


    「やぁやぁ、おはよう皆さん朝早くから御苦労様！」


    　オリーブ色のタープの下で簡かん易いテーブルを開いて地図を眺めていたウィッジとディモン。彼らを十名ほどの武装した兵士が取り囲むように立っている。軍人を前にしても物もの怖おじしないコールランドが声をかけた。


    「おはよう諸君。これからお出かけですか」


    　昨日出会った直後と同じく、完かん璧ぺきな微び笑しようを浮かべたディモンは、民間人の群れを眺めたあと、改めてミッケラとアーバティに視線を固定して紳士的にほほ笑んだ。


    　白い歯がキラリと光る。


    　ミッケラが露ろ骨こつに、アーバティがそれとなく一歩退しりぞいた。


    「その通り。大佐はまだ動かないのですかな？」


    「大佐と中佐は部隊の指揮官だ。我々が出ることになる」


    　ディモンの代わりに答えたのはロックラインだ。


    「途中で見つけても撃たないでよね。許可はもらったんだから」


    　舌を出してアカンベーをするミッケラに、ロックラインが無表情のまま呟つぶやく。


    「残念だな。許可が出なければ遠慮なく弾を撃ち込めたのに」


    　表情が読めないので、本気か冗じよう談だんか判断がつきかねる。思わずミッケラがたじろいだ。


    　この時、場違いな猫の鳴き声につられて全員の視線が動いた。声がした方を見やると、テントとテントの間を縫うようにして一組の男女が歩いて来る。


    「坊やは散歩の準備はちゃんとしたのかい？　迷子になってから後悔しても遅いんだよ」


    「もちろん、あとはビバイルさんの準備だけです」


    「何でわたしが苦労しなきゃいけないんだい」


    　野戦服に身を包んだ優やさ男おとこが、薄汚れたぼろぼろのショールを羽は織おった老女と共にこちらへやって来る。


    　優男はハンター大尉であるが、その隣となりを歩く老女は初めて見る人物だ。顔の特徴から先住民であることは分かったが、何なに故ゆえに彼と一緒に現れたのだろう。


    「わたしは密林で苦労するよりも、中佐と話がしたいんだよ。さっさと森へお行き」


    　ビバイルと呼ばれた老女は、訛なまりのきつい英語と犬を払う仕草を駆く使しし、密林探たん索さくの勧かん誘ゆうを断り続けている。


    「あら。あのお婆ばあさん」


    　ウィッジよりもさらに自分と似た気配を感じ取ってミッケラが首を傾かしげる。


    　その小さな呟つぶやきをビバイルは耳ざとく聞きつけたようで、視線をひょいとミッケラたちの方へ移動し、不ふ機き嫌げんそうにひそめていた眉を開く。


    「なんだい、あんたたち。ちゃんと勘の鋭するどい子を見つけているじゃないか」


    「あの子使えそうですか」


    「ヒヨッ子だけど役目は果たせるよ。この子と一緒に使っておやり」


    　その言葉をきっかけに老女の背後から大きな黒い豹ひようが現れ、緊張するレアールたちを目指して足取り軽くやってくる。


    「ほう？」


    　感嘆の声を上げ観察をはじめたのはコールランドだ。


    　黒い毛皮は美しい光こう沢たくを湛たたえており、細くしなやかな胴と長い脚をしている。繊細ではあるが華きや奢しやではない。頭部は小さく、見た目は豹というより大きな黒猫だ。


    「『魔術師の友』とも呼ばれる猛獣ランウィッドですな。いやー……これは美しい子だ」


    　獣のそばに近寄り、間近でその姿を観察するコールランドにウィッジが頷うなずく。


    「よくご存じで。彼女の名はミゼラータといいます」


    　ミゼラータと呼ばれたネコ科の生物はウィッジのそばに座り込んだ。金の瞳が興味津しん々しんといった様子でコールランドたちに向けられ、長い尾をゆらゆらと楽しげに揺らめかしている。


    「皆に挨あい拶さつを」


    　ウィッジの言葉を受け、まるで人語を解しているかのように、ミゼラータはコールランドたちを見ると一声鳴いた。そしてハンターとロックラインの許へ移動する。


    　ミゼラータの声を聞いたミッケラが胸を撫なで下ろす。


    「なんだ大きな猫じゃない」


    「では我々はお先に」


    　コフィが挨あい拶さつをして脇を通り抜けようとする。そこをディモンが止めた。


    「アドバラムさん、ひとつだけ質問が」


    「なんですか？」


    「見たところずいぶんと軽装ですが、そんな装備で大丈夫ですか」


    　ディモンは、レアールが首から下げている一丁ちようのライフルに注目して言った。それは自分の周囲に立つ兵士が持つライフルと同型だが、コールランドたちは密林を探索するというのに、それ以上の重火器を持っていないようだ。


    「本当に何者かに襲われた時にはそれじゃ装備が足りんよ。守る人間より守られる人間の方が多いだろう、諸君の場合は」


    　そう言って女と子供──ミッケラとアーバティ、それにコールランド──を視線で指し示す。


    　昨日発見した蝶ちようで欲求を解消したのか、今日のディモンはとても渋く、とてもまともだ。


    「そう、ですかね？」


    　レアールは自分自身を見つめなおし首を傾かしげた。それほど劣おとった装備をしているつもりはないのに。


    「もしよければだが、途中まで部下と一緒に行動してもらえんかね」


    　出発直前のディモンの申し出に、レアールとコールランドは顔を見合わせた。


    　ありがたい話だが、いささか気味の悪い話だ。


    「こちらとしてはありがたい話だが、本当にいいのかね」


    　一行を代表してコールランドが問いかけると、今度はウィッジが頷うなずいた。


    「例の殺さつ戮りく事件の犯人の見当はついているのです。しかし居場所を正確に把は握あくしきれていない。昨日頂いただいたルートを見たところ、途中までは我々調査隊と同じような道どう程ていですから」


    「連れて行くのかね？」


    　コフィがどこか腹立たしい様子で問いかける。


    「あらら？　大佐ぁ、アドバラム氏は我々と一緒に歩きたくなさそうです」


    　ハンターがとぼけた口調で言うと、コフィが反論する。


    「そりゃ銃殺したいなんて言われれば、誰だって一緒に歩くのが怖いだろう」


    　この言葉にディモンが目を丸くした。


    「誰が言った──ロックライン大尉か。笑って言わなかったのなら冗じよう談だんです。ご安心を」


    　不満げなコフィが口を開くより先にミッケラが手をあげた。


    「一緒に行きませんか。人数が多いほうが楽しいし」


    　少女が笑顔で申し出ると、ディモンの視線が自分たちの部下に向けられる。


    「だそうだ。二人とも、よろしく頼む」


    



    　二十名ほどの大人数に膨ふくれ上がった一行は、植物で覆おおわれた村の出口から背の低い植物や茨いばらや蔦つたを踏み分け乗り越え、人の手によって作られた細い道を歩く。


    　一歩踏み出すにつれて森の天てん井じようが高くなり、それに比例するように影も深まっていく。


    　先頭を歩くガイドが足を止め、マチェットを握る手で前方に広がる黒々とした森の中を指し示す。


    「ここからが本当の密林になります」


    　落葉や腐ふ葉よう土どが極端に少ない剝むき出しになった黒い地表。そこかしこに張り巡めぐらされた無数の植物の根を見てレアールは思わず感嘆の声を上げる。


    「木の根がすごいな」


    　森を形成する巨大高木群は、今まで歩いてきた場所にあった背の低い樹木と明らかに違っていた。


    　幹みきは上から下までほぼ同一の太さであり、黒々とした地面から翼状に生えているのは、幹から根に広がり人の背せ丈たけほどある板状の根だ。英国では見かけない巨大な盤ばん根こんだ。


    　レアールはゆっくりと首を巡らし上を見上げる。辺りの樹木には途中で分かれた枝などは殆ほとんど見当たらず、幹にはツタが絡まり、絡みついた樹木同様に天を目指して伸びている。


    　その二、三十メートル上では、シダ植物や蔦つたが木の葉と絡み合って自然の天てん蓋がいを形成していた。その隙すき間まから零こぼれ落ちる日光は、光の筋を描いて色味の少ない地上を照らしだすのだ。


    　遠くからは樹じゆ上じよう生活を営いとなむ猿さるの叫び声や鳥の鳴き声、それに頭上高くにある葉や枝がこすれ合う音。


    「こんな自然の中にいると、人間がどれだけ小さくて無力な存在か思い知らされるね。この世なんて、神がまどろみの中で見る夢のひとつなのかもしれん」


    　コフィの言葉に、レアールは頷うなずいた。


    「特にあの人はそうですよね」


    　どちらからともなく背後のコールランドを見る。ミッケラとアーバティの手を借りて木の根を乗り越えたり、後続の兵士と語り合ってご満まん悦えつだ。


    「レアールさん」


    　軽い足取りでやって来たアーバティが、さり気なくレアールの顔を覗のぞき込む。


    「コールランド先生って面おも白しろい人ね」


    　妙みように心と体をくすぐる彼女の声に頷き、並んで歩みを進めた。


    



    「ムッ」


    　今まで自分と一緒にコールランドに構っていたはずなのに、さり気なく先に行かれた。


    　アーバティと話をしてデレデレしているレアールを目にして、目を三角にしたミッケラは、暫しばらくにらみつけたあとフンと鼻を鳴らすと背後を振り返る。


    



    　そっちがその気なら、こっちはこうよ。


    



    　目標を見る。猛獣と連れ合って歩く優やさ男おとこハンターは、黒い地面を見つめて歩いておりこちらの視線に気付いた様子もない。


    　ミッケラが笑顔で立ちどまっていると、後方部隊の兵士たちは視線を交わし合い彼女の左右に分かれて歩いて行く。ハンターは黒い猛獣ミゼラータの鳴き声で、自分の真正面に誰か立っていることに気付くと顔を上げた。


    「ハンター大尉、考え事をしながら歩くと危険ではないの」


    「あぁ、君か。ちょっと驚いたな。……何か用？」


    「いくつか質問してもいいかしら。考え事を続けるならこのまま戻るわ」


    　ハンターに問いかけると、彼は思し案あんするような間を置いて頷うなずいた。


    「答えられる範囲でいいならね」


    　ハンターの右手が動き、ミゼラータにいくつかの指示を出す。


    　一声鳴くと優男の横に並んで歩いていたミゼラータは、足並みを速めて列から抜け出した。


    　人間たちの列の横を脇わきに見ながら疾走し、横よこ幅はばのある盤ばん根こんの上に軽やかに飛び移る。


    　腰を下ろせる足場を発見すると悠ゆう然ぜんと座り込み、金色の瞳を好奇心できらめかせながら人間の隊列を観察する。


    



    　獣けものの目は、中央の部隊をじっと見つめていた。


    　頭からかじりついたら美お味いしそうな幼児は、頭上や周りを見るのに忙しい。木の根に足を取られて転びかけたところを、連れの金髪の少年があわてて駆け寄って抱えてくれている。


    　周りの人間たちと肌の色が異なる少女は、お腹まわりが食べ応えのありそうな中年男と一緒に歩いている。


    　ミゼラータは思し案あんするように長い尾を数回揺らめかせた後、盤根から軽やかに飛び降りた。足音を立てず早足でハンターのそばまで近づき、人間の会話に耳を傾ける。


    



    「ね、ハンター大尉。ストレートに聞いてもいい？」


    「任務内容は不可。個人的な情報はお付き合いしてからね」


    「ビバイルお婆ばあちゃんは呪じゆ術じゆつ師しよね？」


    　ハンターの先を促うながす視線に、ミッケラはぺろっと舌を舐なめて先を続ける。


    「あと、ウィッジ中佐は魔術師よね？　何となく分かるんだ、アタシ」


    「中佐も同じようなことを言ったよ。『あの娘は未熟だがビバイルと同じだな』って」


    「じゃあ本当に魔術師なんだ。どうしよう、本物の魔術師と初めてお話ししちゃった……」


    　興奮に頰を紅こう潮ちようさせるミッケラ。


    　魔術師は呪術師より数が少ないとされている。コールランドが研究している超古代文明の支配者の末まつ裔えいで、古代の儀式や知識を継けい承しようしている者たちが魔術師だ。呪術師はまじないを行うための『媒ばい介かい』を持つのみだが、魔術師はより高次元の存在に干かん渉しようする術を理解する者たちの総称だ。『因いん子し持ち』を生み出すきっかけを作った人々でもある。


    「今まで見たことなかった？」


    「町を歩いて、そうかなーって思う人はいたけど、直接お話ししたの初めてよ。なんだ、もう少しお話しすればよかったなぁ」


    　ミッケラはふとディモンの顔も思い出す。


    「ディモン大佐は？」
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    「あの人は魔術師でも呪じゆ術じゆつ師しでも『因いん子し持ち』でもない普通の人間だよ。すこし変わったところがあるけど」


    　ちらりとレアールが振り返る。ミッケラとハンターが並んで歩く姿を認めると、意外そうな顔をした。


    



    　ミッケラが生身の男と普通に喋しやべってる！　僕にはいつもヒドイ事しか言わないのに！


    



    　そんな驚きの表情だ。


    　ミッケラは思わず舌を出してレアールにやり返すと、肩を竦すくめられる。


    「あなたも……よね？」


    　少女が言葉にしなかった部分を、ハンターは正確に読み取り笑んで頷うなずく。


    「君たちに面倒かけるかもしれないけど、よろしくね」


    　優やさ男おとこの柔らかな微笑に、ミッケラの顔がみるみる赤くなっていく。


    「こちらの方こそよろしくお願いします！」


    「もしタイミングが合えばの話だけど、中佐と話をする時間でも作ってあげようか」


    「本当に？」


    　キラキラした目で見上げられ再び頷うなずく。


    「あの人も仕事が忙いそがしいから難しいかもしれないけどね。ところでミス・グリーン」


    「みんなには『ミッケラ』って呼んでもらってるの」


    「じゃあミッケラ。中佐も言ってたけど、魔術師や呪術師ってお互いに分かるものなのかい」


    　こくんと素直に頷くミッケラに、へぇと感心する。


    「気配っていうのかなあ。ちょっと説明しにくいけど、普通の人と違う感じなの」


    「そうなんだ」


    　ハンターは薄く笑んで前を見る。


    　その彼の目がレアールをにらんでいるように感じる。ミッケラは不思議に思って問いかけた。


    「どうしたのハンター大尉、ライティスが何かした？」


    「うん？　すこしだけ急ごうか、隊列から離れている」


    　居い心ごこ地ち悪そうなミッケラに苦笑して、ハンターは歩みを速める。


    　ミッケラは額ひたいに浮いてくる汗の珠たまを指先で拭ぬぐい、やや高い位置にある話し相手の顔を見上げる。嫌味なほど整った顔には汗ひとつ浮いた様子もない。


    　彼女は呼吸を整えるために再びこめかみを伝う汗を拭い、大きく深呼吸する。


    「ところで。ロックラインさんって、どんな人？」


    「地獄耳のヒューのこと？」


    「あぁ？　何か言ったか」


    　間かん髪はつをいれずに遥はるか前方にいるロックラインから同どう僚りようのハンターに声がかかった。


    　女のミッケラでもゾクリとする艶つやのある妖しい声。


    　ぶるりと身震いするミッケラの隣となりで、ハンターは大あわてで言い返した。


    「なんでもないよ、なんでもない！　ヒューの素晴らしさを説明していたんだ！　──大分離れているのに聞き漏らさないなぁ」


    「隠す気があるなら、ハンドシグナルで話せ。……蹴るぞ？」


    　蹴るぞ？　その部分だけとても優しげに。


    　思わず己おのの手で口を押さえたハンターを見て、忍び笑いをするミッケラ。


    「お仕事の邪魔をしてもいけないわね。アタシそろそろ戻ります、色々教えてくれてありがとう」


    　ハンターは駆け戻ろうとするミッケラの腕をつかみ、引き寄せてから耳元で囁ささやく。


    「もし、何か異常を見つけたら……。何でもいい、すぐに知らせて欲しい。君じゃないと分からないことがあるから……ね？」


    　念押しに目を合わせ聞いてくるハンターに、ミッケラはぼんやりとその顔を眺める。


    　このまま青紫の瞳に魂たましいまで吸い込まれそうな……。


    「無事に戻って来れたら、中佐と話をする時間も作ってあげるよ」


    　その一言で我われに返り、あわてて何度も頷うなずいた。


    「うん、がんばる。がんばります」


    　ミッケラは赤い顔をしたまま早足で兵士たちの間を通りすぎ、自分が本来歩いていた位置に戻って行った。


    



    　そして現在は二日目の夜。


    　日にち没ぼつ前にロックラインの部隊が休息するのに適当な場所を発見し、そこに夜や営えいすることになった。


    　疲労を顔に濃く滲にじませたアーバティが、口を利きく元気すらないミッケラと、大きく肩で息をしているコールランドに労いたわりの言葉をかける。


    「さすがに疲れましたね。大丈夫ですか？」


    　彼らは慣れない湿度と気温に、身体がついていけていないのだ。


    「一日休めば大丈夫だと思う。彼らは様子を見ながら歩いてくれているし」


    　レアールが答える。


    　ロックラインは行こう軍ぐんの速度を上げて後方をあまり顧かえりみない。けれどハンターが中央にいる民間人たちの挙動をしっかり見ている。


    　体力の少ないミッケラやコールランドが蒼そう白はくな顔をしていたり、ガイドが怪け我がをすれば速すみやかに手当てがなされる。レアールたちからすれば大変な強行軍に思えるが、強行が基本の軍隊としては破格の対応の筈はずだ。


    　今まで項うな垂だれていたミッケラが顔を上げ、億おつ劫くうそうに口を開いた。


    「もう少し歩く速度を落として欲しいわ」


    「ゆっくりめですよ？　私もついて来れてますし」


    　アーバティが、育ちの良い英国女子に向かって小首を傾かしげる。肩にかかっていた黒髪がさらりと滑り落ちる。


    「……グスッ。どうせ体力ないわよぉ」


    　しょんぼりと肩を落とすミッケラ。そんな彼女を慰なぐさめるコフィとアーバティ。


    　レアールは肩を竦すくめ、少し離れた場所で夜営している兵士たちの様子を見た。


    　火を囲み小声で何かを話しているが、詳しい内容までは耳に届かない。炎に照らし出された表情から、穏やかな話をしていないのは確かだ。


    「さて。美男美女と話をしてくるかな」


    　一息ついて立ち上がったコールランドに、兵士の様子を観察していたレアールが反応した。


    「一緒に行きます」


    　幼い「先生」を守るのはレアールの仕事だ。守るにはそばにいる必要がある。


    　少年は立てかけてあったライフルを背に負い、少し離れたところにあるもうひとつの夜や営えい地へ足を踏み込む。


    「ジェイ・ヴァン・ドレイク卿きようが？　ハンター、それは本当か」


    　ロックラインの魅力的な声がまず耳に届く。足を止め、思わず聞き入りたくなる声だ。


    「そう。さすがに中佐もその時はショックを受けてた。今は気持ちの整理をつけたみたいだけど」


    「確かに報告は聞いていたが……。理由が分からん」


    　ハンターとロックラインの間に流れる空気は深刻だ。


    　何の話をしているのだろう。


    「魔術師の考えることは分からんね。さて、ヒュー、客だ」


    　二人が同時に顔を上げる。


    　炎の反射を受けて、きらりと二人の目が光った……ようにレアールは感じた。


    「やぁやぁ、お話し中に失礼」


    　レアールとコールランドは、ロックラインには険悪な視線を向けられ、ハンターには笑んで座る場所を指し示される。正反対の反応を見せられたが、ここは友好的な人間の指示に従うことにした。


    「お体の具合はいかがですか？」


    　幼児と少年が椅い子すに落ち着くのを待って、優しい口調でハンターが問いかけた。


    　レアールは思う。


    　どうして彼らの対応は男女逆なのだろう。ロックライン大尉が柔やわらかな応対をすれば、とても素敵なお姉さんなのに。


    「私は元気さ。なりは子供でも悪路を歩き回って慣れているからね」


    　コールランドの発言に対して、ロックラインが不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。


    「本来なら夜間の強行軍も行うべきところです」


    「ヒュー、脱落者が出るから駄目だって。足場も悪いし『夜は獣けものの活動時間』ってお前が言っただろ？」


    「我々には急がなければならない理由があるはずだ」


    　ロックラインは不機嫌そうに民間人が集つどう焚き火を見やった後、煙草たばこを形のよい唇に挟はさみポケットから取り出したロンソン・バンジョーのオイルライターで火を点けた。煙草をくゆらす姿が、とてもよく似合っている。


    　ハンターはといえば、ロックラインの言動がよほど気に食わなかったのか、舌打ちして視線をそらしてしまった。


    　気まずく重たい沈黙が場を支配した。


    　話をそらす必要性を感じたレアールは、一番年下の自分がどうして彼らの間に入らなきゃいけないんだろうと思いつつ、とっさに思いついた話題を振った。


    「そ、そういえば先ほどドレイクさんがどうとか仰おつしやってましたが、どういう方なんですか？」


    　問いかけられた二人の軍人の表情が硬いものに変わる。


    



    　ひょっとして、もっとまずい話題を振った？　これだから大人は面倒くさい。


    



    　しどろもどろになるレアールに、コールランドが助け舟を出した。


    「魔術師と名高いジェイ・ヴァン・ドレイク卿きようのことだね？　確か欧州大戦で従軍したこともあるね」


    　魔術師。


    　とんでもない単語を聞きつけたと思った。


    　普通に人生を送っているだけなら、魔術師なんてものと知り合いになることはない。


    　彼らが自分は魔術師であると名乗らない限り、隣となりにいる人間がそうだとしても分からないのだ。


    　ロックラインがふぅと煙草の煙を細く吐き出す。紫し煙えんの行方ゆくえを眺めながら答えた。


    「そのジェイ・ヴァン・ドレイクが、失しつ踪そうしたのです」


    　ヘイゼルの瞳がちらりと同どう僚りようを見る。そこから先のやり取りは、お前の担当だという意味らしい。


    「正確な失踪時期は分かりませんが、私が英国を発たつ数日前に報告を受けました。ディモン大佐やウィッジ中佐が若い頃に世話になった方で、報告を聞いた時は中佐もショックだったようです」


    　首を傾かしげるコールランド。


    「あの英雄が失踪ねぇ。新聞にも載っていなかったが」


    「コールランド先生を信頼してお話しましたが、明確な理由が分かるまで、彼に関する情報は基本的に非公開なのです」


    「失踪した理由は本当に分からないのかね」


    「他人の頭の中なんて誰も分かりませんよ。まあ昆虫探しの旅に出たんでしょう」


    　ずいぶん投げやりな言い方だ。


    「昆虫かね？　根こん拠きよは？」


    「近年昆虫に凝こっていたそうで、教え子のディモン大佐とよく話をしていました。密林の昆虫の話をよく聞いていたそうです。そして最後に目撃されたのが、一カ月前のこの地ですから……案外その辺からふらっと姿を現すかも」


    　そう言ってハンターが近くの木の陰を指差す。


    「神しん出しゆつ鬼き没ぼつですね」


    　レアールのセリフに、ハンターとロックラインは意味ありげに頷うなずいた。


    「まったくその通り。神出鬼没だ」


    　そして彼らは口をつぐみ、これ以上この件で話すことはないと態度で示した。


    　レアールもそれ以上突っ込む気はない。自分がもっとも聞きたい質問をぶつけてみた。


    「実際のところ殺人事件ってどうなんです？　本当にあったんですか？　犯人は獣けものじゃなくて？」


    　説明はハンターの役と決めつけているらしく、ロックラインは余よ所そ見みして煙草たばこをふかしている。


    「現場を見た連中の話をまとめると、動物の類たぐいの仕し業わざとするには足りないものがあるそうだ」


    　村全体を襲ったにしては、猛獣の痕こん跡せきが異常に少ないのだという。


    「なら犯人は人間？」


    「人間だとしても同様に、もう少し痕跡が残るな。人間一人を消すなら俺でも出来るが、全員を跡あと形かたもなく消すのは難しい。それに既き知ちの『因いん子し持ち』の凶行でもなさそうだ」


    「そうすると、まだ知られていない『因子』の出現かね」


    　目をキラキラさせるコールランド。研究対象が増えるのは、コールランドにとって決して悪いことではない。また一歩、世界の真理へ近づくからだ。


    「今はまだ、すべての出来事に可能性があります。我々はそれを調べに行くわけです」


    「警察と一緒に仕事しないのか？」


    「村でも言ったけど、警察の仕事は町にあってここにはない。無駄死にされても困るから、丁てい重ちようにお断りしたよ」


    「無駄死に？」


    「『犯人』は、まだこの中をさ迷っている可能性がある。だから言ったろ？　『何が起きても知らないぞ』って」


    　レアールは、頰ほおのあたりに視線を感じてふと横を見る。


    　余所見していた筈はずのロックラインが、こちらをじっと見ていた。


    　どことなく熱っぽい目で見られ、心臓が一瞬弾はずむ。


    「あの、なにか？」


    「ガリエリテを探しているのだろう？　話を聞かせてもらえないか」


    「ロックライン大尉はご存じないですか」


    「ヒューと呼んでくれるかな」


    　耳を撫なでる甘い声に、レアールは生なま唾つばを飲み込む。意思に反して耳と頰が熱くなった。


    「ええとじゃあヒューお姉様」


    「なぁに？」


    　耳のそばで囁ささやかれる。ふぅ、と耳に温かい息が吐きかけられた。ますます耳が熱くなる。
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    　間近で見ると、かなり色っぽい。胸元まで開けられたシャツから胸の谷間が覗のぞき見える。女の柔やわ肌はだから、甘い香りがここまで漂ただよってくるような……。目のやり場に困る。


    「教えて欲しいな」


    　膝ひざの上にそっと手が置かれ、ゆっくりと撫なでられる。


    「ええとええと」


    　生なま唾つばを飲み込んだレアールは、落ち着こうとして視線を必死にさ迷わせた。


    　ロックラインのヘイゼルの瞳を見、口を開こうとすると腕に柔らかい弾力が伝わってくる。感触の方へ、ちらりと視線を向ける。


    　腕に胸が押しつけられていた。いや腕が胸の谷間にすっぽりと収まっているというか。


    　ぎ、ぎ、ぎ。


    　素晴らしい感触と谷間に釘くぎ付づけになる視線を無理矢理外し、レアールは調べた事柄を語って聞かせる。


    「それで？　女王はどこに？」


    　耳元で囁ささやかれる声は、脳のう髄ずいを痺しびれさせる甘い声だ。頭がくらくらしてきた。


    　コールランドとハンターの視線が生暖かい。


    「いやぁ、レアール君がドギマギしているのを見るのは楽しいねえ」


    「いやいや、本当に。しかし少女二人に申し訳ないですね」


    　そらぞらしい会話と乾いた笑い。現状をフォローしてくれているはずなのに、何な故ぜかグサグサと心に突き刺さる。


    　これまではフラれるばかりで女の子と腕を組んで歩く機会のなかったレアールだ。今の状じよう況きようは願ってもない。とても嬉うれしい、でも泣きそうだ。ロックラインの視線が獲え物ものを狙ねらう蛇へびそのもので大変怖いのである。


    「そ、そこまでは分からなくて……ヒューは、知りませんか」


    　くす、と笑い囁ささやく。


    「無む慈じ悲ひな『緑の女王』の話なら知っている」


    「ガリエリテですか」


    「密林の話だからそうだろうな。彼女の王国は、日が射さない場所なのだそうだ」


    「そ、それで？」


    「危険な動物や先住民族がいる林を抜け、幾いく本ほんもある川を渡った先にある、緑深い地に……今もその王国はあるとか」


    　そこでロックラインは一いつ旦たん言葉を切った。


    　コールランドが彼女の膝によじ登ってきたのだ。


    「せせせせせ先生！　女性の膝に許可なく乗るなんて失礼ですよ！」


    　レアールを無視して、コールランドは本物の子供のように話の続きを強くせがむ。


    「それでそれで？」


    「生あい憎にく、場所までは存じません」


    　小さな身体の肩が、がっくり落ちる。


    「そうか……そうだな。そんなに簡単に場所が特定出来る筈はずがないな」


    「コールランド先生は、魔術師や呪じゆ術じゆつ師ではありませんね？　過去を探し歩いて一体何のメリットがあるのです」


    　訝いぶかしげなロックラインに、コールランドはいい質問だ、と頷うなずいた。


    「一言で言えば男のロマンだね。もし長年信じていたものが自分の目の前に現れたら、とても感動するとは思わないかい？　もしそれがあと一歩で現れるとしたら？　歴史的発見で、自分の名が後こう世せいまで語り継がれるんだ。素晴らしいじゃないか」


    「申し訳ございません。理解出来ません」


    　彼女の淡々とした声に対してコールランドは気にしていないよと頭を振った。


    　男のロマンを完全に理解してもらえるとは思っていない。


    「それはともかく、明日の進行速度は君らにお任せするよ。だが場合によってはここでお別れしよう。グリーン君に倒れられては困る。私の大事な助手だ」


    　真しん摯しな眼まな差ざしを受け、二人の士官は神しん妙みような顔つきで頷く。


    「ご意見承うけたまわりました。本日はもう動くことはありませんので、どうぞゆっくりお休みください」


    　軍人は、命令や誓せい約やくには忠実が信条の人々の筈だ。少なくとも就しゆう寝しん中に放り出される心配はない。そう結論づけ、コールランドとレアールは席から立ち上がる。


    「では遠慮なくそうさせていただくよ。ありがとう」


    「ああそう。レアール」


    　ロックラインに声をかけられ少年は足を止める。しなやかな手が背後から頰を撫なでた。


    「夜が寂しいなら、一緒に寝てあげようか」


    「け、けけけけけけけ結構です！」


    　手を振り払い、脱だつ兎とのごとく自分が元いた場所へ駆けて行く。


    　逃げ行くその背を、若い男女の楽しげな笑い声が押した。


    



    



    「これをどうぞ。ゆっくり食べてください」


    　アーバティがカップにスープを盛り、レアールたちは簡かん素そな料理を口にする。


    　スープの中に一口大に刻まれた干し肉と、一緒に煮込まれたバナナをフォークでつつきながら、ミッケラが隣となりに座ったレアールに問いかける。


    「ねえ、どう思う？　この森で起きた殺人事件について」


    「どう……って」


    　先ほど聞いてきた話をしてみせると、ミッケラは眉根を寄せてレアールを見た。


    「そこまで親切に教えてくれたの？　なんだか気持ち悪いなぁ」


    　小首を傾かしげると、ストロベリーブロンドのボブカットがさらりと揺れた。炎に照らされて、普段よりも髪の色は赤く情熱的に見える。


    「どうしてそう思うんだ？」


    「アタシね、考えたの。きっとこの事件、大きなヤマなのよ」


    　フォークをバナナに突き刺したまま続ける。


    「魔術師が出てきたんだもの。何かあるはずよ」


    「誰が魔術師だって」


    「ウィッジ中佐のことよ。あの人やっぱり魔術師なのよ。どういう技術を持っているのかっていうのは分からないけど」


    「どういう技術って」


    「もう、こんな仕事してるのに鈍にぶいなあ！　魔術師や呪じゆ術じゆつ師しって色々な系統と系けい譜ふがあるんだから。それをひとくくりにしてそう呼んでるだけなのっ」


    　ミッケラはレアールの隣にぴったりと寄り、話を続ける。


    「ひょっとしたらだけど、今この中って結構危険なんじゃないかな。ガリエリテを探して消えちゃった人たちが沢たく山さんいるでしょ？　それと関係あるのかも」


    　ミッケラが、ぶるっと身震いする。


    「古くからの土地には、昔にかけられた呪術が強く残っていたりするそうだけど……。ちゃんと無事に帰れるよね？　ね？」


    「みんないるから大丈夫だ。それに軍の人たちだって一緒だろ？」


    「あの人たちが一緒にいるから、余計怖いんだけど──うぅんなんでもない」


    　レアールは、どういう意味か問おうとしたが、話を変えられてしまった。


    「ガリエリテか……どんな人なんだろうね」


    「おや。ガリエリテのことはあまり知らないのかね」


    　会話に加わってきたコフィの問いかけに、レアールたちは等しく頷うなずいた。


    「そうか。じゃあ、この話は知っているかな」


    



    　今では遠い昔の話。


    　ある村に一人の女呪術師がいた。


    　彼女の住む村と周りの村は仲が悪かった。彼女の村だけでなく、それぞれが、なんらかの問題を抱えていた。


    　呪術師であり村むら長おさであった彼女は他の村を説得し、七つの村と同どう盟めいを組むことが出来た。彼らは固い結けつ束そくでもって他の部族を少しずつ、共同体の中に取り込んでいった。森で生きるために人同士で争うことを止めようとしたのだ。


    　彼女と同志たちの試こころみは成功した。密林の中に小さな王国が誕生し、ガリエリテは功こう労ろうを認められて王となった。これがガリエリテの王国だ。


    　ガリエリテはその優すぐれた呪じゆ術じゆつ師しとしての力と為い政せいによって、人々の要かなめ石いしとして存在を発揮していた。


    　女王は最初に彼女に賛同してくれた七つの村長に、自分の娘たちを送り出した。村長たちは喜び、彼女に対してより一層の忠ちゆう義ぎを誓った。


    　彼女の許もとで人々は平和を満まん喫きつしていた。しかし何がきっかけであるのか、その平和が破られることになった。


    　ガリエリテと彼女の部族は傲ごう慢まんになってしまったと、七つの村をはじめとした共同体を構成する他村から怒りの声が上がるようになったのだ。


    　再び村同士で争いが起こった。七つの村は女王の娘たちを戦いの場に引き出し、激しい争いを続けた。


    　やがてガリエリテは多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいで森の奥地に追いやられた。


    　そこで七人の村長は娘たちを使って彼女がその地から出て来られないよう、厳重な封ふう印いんを施ほどこし自分の民たみと共に方ほう々ぼうに散っていった。


    　王国をまとめるものは誰もいなくなり、密林はもとの姿へと戻っていった。


    



    　コフィが語り終えるなり、コールランドが憤ふん然ぜんと抗議する。


    「どうして今まで言ってくれなかったんだね！」


    　そしてコフィの太たい鼓こ腹ばらをポカポカと両の拳こぶしで叩きはじめた。


    「先生落ち着いて、落ち着いて」


    　レアールが駄だ々だをこねるコールランドを抱え上げる。


    「しかしだねえレアール君！」


    「言ってなかったか。すまんすまん」


    　闊かつ達たつに笑うコフィに、レアールに抱えられたままのコールランドが恨うらめしい目をする。


    「ううぅぅぅぅ……グリーン君」


    「はい？」


    「君の『恨み節ぶし』ノートにアドバラム氏の名を書き連つらねてしまうがいい。私が許す」


    「あら先生、それを言うなら『恨み呪のろいます』コーナーです。でもどうして知ってるんです？」


    「レアール君も知っているよ」


    「ちょっと先生！　それは秘密って言ったのに」


    　しまったと思った時には後の祭り。


    　ミッケラの目が異様な輝きを放ち、口が三日月状に吊り上がった。


    「あら……？　二人とも、ど　う　し　て　知　っ　て　る　の　か　し　ら？」


    「ひぃっ」


    「ノートに名前を書かれたくなかったら、白はく状じようしてもらうわよぉ？」


    



    
      ＊

    


    



    「おい」


    「はい？」


    　ぶっきらぼうだが、どこか甘さを漂ただよわせた女の声にレアールが疲れ切った顔で振り返る。


    「先ほどは騒がしかったが、落ち着いたか」


    「隠し事がバレただけで、命は取られずに済みそうです」


    　ミッケラの追及に逃れられないと思ったレアールとコールランドは土ど下げ座ざして許してもらったのだ。


    　今はミッケラもコールランドもぐっすりと眠っている。


    「お騒がせしました」


    　ロックラインが闇の中から現れ、甘い声で先を続ける。


    「明日は行軍速度をさらに落とすことにした。現地に着く前に護衛対象が潰つぶれては意味がない」


    　思いもよらない言葉だったが、レアールは素直に感謝した。


    「明日の昼すぎには目標ポイントに到着する。それまでに各自体調を整えるように」


    　そしてロックラインは目をつむり五秒ほど黙る。


    「幸さいわいにして小娘の体調も悪すぎることはないようだ。これなら明日は存分に歩けるだろう」


    　レアールがどうして分かったのだという視線を向けると、自分の耳の近くを軽く指で叩き、


    「耳は特にいいほうでね」と就しゆう寝しん中の人間に気遣った低い声で呟つぶやかれた。


    「ついでに、妙みような音が近づいてきた」


    　風もないのにざわめく木々に気付き、レアールも辺りを見回す。周囲の暗闇のどこからか猛獣の吼ほえる声が聞こえた。


    　レアールはとっさに膝ひざの上に置いていたライフルをつかみ、中腰でミッケラの前まで進み出ると、ざわめきの方向に向かって構える。


    　そう遠くない場所で肉食獣の威い嚇かくの声が上がり、それに気付いた兵士たちが声のした方に銃口を向ける。


    「どこにいる？」


    「ミゼラータじゃないのか」


    「声の位置が違うし、彼女はもう少し可愛かわいげのある声を出す」


    　ロックラインが、ちらりともうひとつのキャンプを見る。すでにあちらも臨戦態勢が整っており、従軍する猛獣のものと思おぼしき黒い影は、身を低くしたままひとつの人影の隣となりに控えて動かない。


    「なぁにこの音？」


    　一連の物騒な物音で目が覚めたミッケラが、目をこすりながら簡かん易いベッドから体を起こすが、全員に注目されて思わず黙り込む。ロックラインはハンドシグナルで民間人のキャンプを警護していた兵士に合図を送った。


    　次の瞬間、威い嚇かくは悲鳴交じりのものに変わった。


    　何かと何かが争う激しい音。


    　獣けものの悲鳴と威嚇の声。


    　断だん末まつ魔まに続く沈黙。


    　耳に痛いほどの静せい寂じやくの後、レアールの耳は、かすかな異音を捉えた。


    　それは波音や雨音に酷こく似じしていた。ザザザ、と波打つような音が暗闇の中で切れ間なく起きている。


    　兵士の中でも何人かが気付いたらしく、音の正確な出所を探るように視線と銃口をさ迷わせはじめる。寝ていた人々も、周囲の緊張を受けて次々に目を覚ましはじめた。不安げに視線を交わし合い、周りに目を向ける。


    　ゆっくりとコフィが手を伸ばし、燃料となる枝を炎の中へ放り込んだ。赤々とした火は大きく燃え盛り、周囲を明るく照らし出す。


    　五分たっても十分たっても葉は擦ずれのような漣さざなみのような音は続く。


    　額ひたいから頰を通り顎あごに伝い落ちた汗が、レアールの衣服に不快な染しみを作っていく。


    　銃を握る手が汗でべたついてきて、少年は姿を見せない何者かをにらみ続けたまま手を服にこすり付けて汗を拭ぬぐい、再びグリップを握りなおした。


    　やがて暗闇の中にあってひときわ黒い闇が、ざわりと大きく波打った。


    　レアールは何事も見落とすまいと目を見開き、引き金にかけた指に力を込める。


    



    　ザザザッ


    



    　音が大きく動いた。獣の声はひとつも聞こえない。


    　迫り来る謎のモノを威嚇するように、ライフルの撃げき鉄てつを起こす音が一いつ斉せいに響く。


    「ロックライン隊長、攻撃許可を──」


    　兵士側の焚たき火びにいた兵士が、そう言いながら暗がりの方へ一歩足を踏み入れる。微風を伴った漣さざなみと共に、その姿が一瞬にして黒色に呑まれた。何が起きたのか分からず立ち竦すくむレアールたちの耳に、その兵士の上げた悲鳴が届く。


    「──伏せろ！」


    　直感だったがレアールの警告に全員が構えを解き、その場に屈かがみ込む。銃声が二発、火線が漆黒の空間を貫通して夜や営えい地のほぼ中央を突っ切るも、その光は一瞬で消える。


    　ミッケラとアーバティが悲鳴を上げてお互いに抱き合い、簡かん易いベッドの上で硬直する。レアールは身を低くしたまま二人のそばに近づき、頭を低くさせた。


    「大丈夫だ、二人とも。──撃つな！」


    　レアールの声を妨ぼう害がいするかのように闇から届く音が一層大きくなる。兵士たちに届いたか定かではないが、それ以上の発砲はなかった。


    「一体何がいるんだ」


    　黒塊が炎の光を圧倒していく。右も左も、前も後も。頭上も、インクをぶちまけたようだ。炎に照らし出される全員の顔に、濃い緊張と不安が入り混じる。


    　じわりじわりと襲い来る圧迫感に、ミッケラが強く目を閉じた。


    「うわぁ……冗じよう談だんじゃないわ」


    　その言こと葉ば尻じりに、乾いた音が鳴り、何かが上空を駆け上がっていく。


    　兵士側の夜営地にいる誰かが照明弾を撃ったのだと気付いたのは、数秒後に頭上で強烈な光が点ともった後だ。


    　明かりは半分以上が枝や葉に遮さえぎられてしまったが、わずかな隙すき間まを縫ぬうようにして日中の木漏れ日のようにまだらに地上を広範囲に照らす。


    　レアールは二つの夜営地を覆おおっていたものの正体を見極めようと目を凝こらす。


    　しかし黒く蠢うごめく何かは、素早い動きで光の外へと逃げ出した。その逃げ足の速さは、非常事態に馴れている筈はずの兵士たちに、次の手を打たせる間もないほどだ。


    　追いかけようとしたレアールの肩をつかみ、ロックラインが座りなおさせる。


    「怪け我がをするだけだ。やめておけ」


    　敵は明かりを嫌うように森の奥へと逃げ込んでいく。


    「奴も無事だ。深追いする必要はない」


    　顎あごで指し示された方向には、先ほど暗がりに足を踏み入れかけた兵士が仲間に襟えり首くびをつかまれた状態で座り込んでいた。


    　襲撃者を見送る人々の不安を表わすように、風もないのに炎が大きく揺らめいた。


    



    　翌日の行軍は、一日目と二日目に比べると速度はずいぶんと遅いものになった。


    　昨晩の物音に警戒しているのか、誰もが口数が少なく異常な緊張感に包まれている。


    「ねえライティス、みんな異常に緊張しているみたいだけどどうしてなの」


    　最初の小休止中に、ミッケラはレアールに問いかけた。


    「気付かないか？　この付近では獣けものの声が全然しない」


    「そのくらいとっくに気付いているわよ。双そう眼がん鏡きようでも何も見えないもの」


    「近くに何かいるか、何かに恐れて逃げ出したか」


    「アタシたちに驚いているとか」


    「動物だけならそれも考えた。道すがら地面を見ていたけど這はい回る虫も少ない」


    　地面の土をブーツの爪つま先さきで軽く蹴り上げる。


    　地じ蜘ぐ蛛もや百足むかでが這はい回り、肉食獣やは虫類が闊かつ歩ぽし、虚こ空くうには蝶ちようや昆虫が飛び交う。樹じゆ上じようでは野の猿ざるが枝の間を行き交い果実を食べる。


    　それが昨日まで森が見せていた姿だった。


    　現在の密林は生き物の気配が希き薄はくであり、時折鳥の鳴き声がするものの、薄気味悪い沈ちん黙もくが続いている。


    「アタシはありがたいなー。だって危険が減るし、虫にたかられないし、何よりも気持ち悪いものを見ずに済むもの」


    　二人の会話を聞いていたロックラインが溜ため息いきをつき、『女は気楽でいい』とでも言うように頭上を仰ぎ見る。生物学上、同じ女メスであるというのに。


    「私はまったく気付かなかったねえ」


    　あれだけの騒ぎがあったのに、コールランドは一度も起き出さなかった。


    「様子はどうだったんだね」


    「それが、何が出たのかはよく分からないんです」


    　ミッケラの言葉に、アーバティが続ける。


    「音が聞こえました。雨音のような、蜂はちの羽音のような……風のようにも聞こえたし、波の音のようにも聞こえました。不思議な音です」


    「夜陰に、黒い塊があるように見えましたね。僕には」


    　レアールの言葉に、コールランドが反応した。


    「ほう、そうなのかね？」


    　全員の頷うなずきに、コールランドは瞬まばたきするとこぼれ落ちそうな瞳をくるりと動かす。


    「ふむぅ、緑深い地に潜む闇──緑の闇か。ガリエリテ伝説を求めて命果てた者の忠ちゆう告こくかねぇ」


    　その言葉を肯こう定ていするように、風が吹き木の枝を揺り動かす。


    「さあ、時間だ」


    　手を叩きロックラインが皆を促うながす。


    　歩き出す一行の中で、一人考え込むレアール。


    「蠢うごめく闇って一体」


    「あまり口にするなよ。あいつら、まだ遠くない所にいるからな」


    　レアールの呟つぶやきに低い声が重なる。皆が移動をし始めても、しつこくその場で煙草たばこを吸っていたハンターが、レアールを追い抜いて歩きはじめた。


    　隊の最さい後こう尾びを並んで歩きながら、レアールは疑問をぶつける。


    「何が近くにいるんですか」


    「森や村や町、地面に棲むもの。──ほら来た」


    　風に扇あおられる枝葉のような、蜂の羽音のようなものが背後から聞こえた。


    



    　風？　いやちがう。


    



    　背後から吹いている風の音なら、自分が今目まの当あたりにしている樹木も遅れてざわめくはず。なのに周りの木々はそよぎもしていない。


    「早く」


    　足を止めて振り返ろうとしたレアールの腕をつかんでハンターが急せかす。


    　後ろが気になって振り返ろうとするが、その度に腕を引っ張られ、振り返るのは許されない。


    　音はレアールのすぐ背後まで迫ってきたが、皆と合流する頃には引き潮のように消えていた。


    　腕を引かれる力が弱まり、思い切って振り返る。


    「あ、あれ？」


    　そこには樹があるだけで、何も見つからない。


    「たしかに今まで、そこにいたのに」


    　ハンターが嫌な汗を拭ぬぐっているレアールの肩をぽんと叩く。


    「怖かったか？　もし今みたいな状じよう況きように陥おちいったら、出来るだけ明るい場所を選んで歩けばいい」


    「なんで」


    「いいからいいから。ヒトでいたいなら、明るい場所にいろよ？　ヒューの『中に入るな』って忠ちゆう告こくと、今の俺ので二度忠告したからな？　何があっても恨うらむなよ」


    　青紫の瞳がレアールのグリーンの瞳をまっすぐ見つめてくる。


    　片方の目に日光が射し込み、瞳がガラスのように透すける。


    　瞳どう孔こうから虹こう彩さいにゆっくりと赤が滲にじみ出てくることに気付き、レアールは背を強こわ張ばらせた。


    　見ている間にも青紫から赤みを強く帯びた紫へ、そして赤へと変色していく。


    　虹彩の色素と光の加減や感情の変化によって瞳の色が変わる人間はまれに存在する。しかしそんな人々でも、瞳が鮮血の色に染まることはない。


    　こんな瞳を持つのは、特定の条件を満たした者だけ。


    



    　こいつ、『因いん子し持ち』だ──！


    



    　レアールは反射的に肩に置かれたハンターの手を振り払おうとするが、その手を逆につかみ返された。


    「触った程度で『因子持ち』になりゃしねぇよ」


    　二度瞬まばたきを繰り返すと、瞳の色が青紫に戻る。


    「そんな目をされたら驚くに決まってるだろ。ともかく分かったよ」


    　少年は無理矢理に手を振り払い、仲間の許へ駆けて行く。


    　ハンターはその後ろ姿を見送りながら頭を搔かき、面倒そうに舌打ちしてから後を追った。


    



    
      ＊

    


    



    「ふぅ、やれやれ。やっと着いたぞ」


    　前方から水の流れる音が聞こえてくる。


    　近づけば木々の奥に隠れるようにして流れる川が見えた。


    　ここが軍人とレアールたち民間人とが別れる目的の地、メテアルナ川だ。
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    　泥どろの色をした川は見通しが悪く、川辺には背の低い樹木の根が絡からまり複雑に入り組んで水中の様子をさらに見えづらいものにしている。


    　水底の様子に興味を抱いたコールランドが、細い幹みきにつかまって川の中を覗のぞき込もうとしてレアールに止められる。


    「先生、駄目ですよ。そうやってこの間覗き込んで深い縦たて穴あなに落ちたでしょ……僕が」


    　レアールに両手で抱え上げられたまま、コールランドが頭を搔かく。


    「目的ポイントに到着した。我々の警護はここまでだ」


    「道どう中ちゆうありがとう。恩に着るよ」


    　レアールに抱えられたままのコールランドが、ロックラインに手を差し出す。一瞬ためらった後、ロックラインは小さくふっくらとした幼児の手をそっと握った。


    　続いてロックラインのヘイゼルの瞳がレアールを見つめた。


    　光線の加減でヘイゼルからグリーンに変色する瞳に、ハンターのように赤が染しみ出てくるのではないかと身を硬くしたが、彼女の瞳はそれ以上の変化を見せなかった。


    「夜には気をつけるがいい。常に明かりを絶やさないように」


    「なあ、ひょっとしなくても」


    



    　襲ってきたものの正体を知っているだろ。


    



    　続けようとした少年の唇に、ロックラインの冷たい人差し指が押し当てられる。


    「女と軍の考えることに首を突っ込みすぎると、痛い目を見るぞ」


    　ちらりとロックラインの目がレアールの背後に動いた。一いち文もん字じに引き結ばれていた唇が、くっと吊り上がる。


    　はっと気付いた時には、レアールは背中に二つのプレッシャーを受けていた。


    「ねーぇー？　二人で何の内緒話？」


    　うふふ。と含み笑い付きでミッケラに左の脇わき腹ばらをぐりっとつねられる。


    「ふごっ」


    　レアールは思わず抱えていたコールランドを取り落とす。幼児はぼてりと落ちると、少年のことを放置してさっさと逃げ出した。


    「レアールさん、ヒューさんとばっかりお喋しやべりして……っ」


    　ぎゅう。


    　続けてアーバティに右の脇腹をつねられる。こちらは爪を立てられた。


    「いっ、いだだだだだだっ」


    　レアールの両脇では、ミッケラがこめかみに青筋を立てた状態で薄ら笑いを浮かべ、アーバティが眉根を寄せ、口を尖とがらせて見上げている。


    「ふふ。それでは」


    　窮きゆう地ちのレアールから身を翻ひるがえし、整列した部下の前に立ったロックラインが敬礼する。


    「我々はこれで失礼する」


    　前方部隊の隊員が指揮官に後おくれて敬礼し、ロックラインの合図で林に駆け出す。


    　ハンターが身を屈かがめ、コールランドと握手を交わした。


    「コールランド先生。持じ説せつが証明出来る何か、手に入るといいですね」


    「君たちも早く仕事が終わるといいね」


    　ハンターは笑んで頷うなずくと、残った部下と共に敬礼し、黒い猛獣ミゼラータを伴ってロックラインの指揮する部隊の後を追った。


    　どちらの部隊も実に素早い動きだった。


    　レアールが気配を探ろうと神経を研とぎ澄すましても、たった今別れたばかりであるのにすでに何も感じられない。


    　しんと静まり返った密林の中で、風にそよぐ葉は擦ずれの音が大きく聞こえた。


    「少し心細いかも」


    　アーバティは自分の腕を抱えて不安げに辺りを見回し、レアールの隣となりにそっと寄り添う。レアールはその細い肩に手を回し、半数以下に減った一行を眺め回す。


    「気をつけて行こう。ここからが本番だ」


    「……っ」


    　ミッケラが頰を引きつらせてレアールをにらんだが、声に出しては何も言わない。


    　足音も荒く先に進むミッケラに、コールランドとコフィが顔を見合わせ表情で語り合う。


    　曰いわく、「年頃の女の子は扱いが難しいですなぁ」


    「早く来ないと置いていくわよ！」


    　先行するミッケラを追うコールランドとコフィのさらに後ろから、レアールとアーバティはゆっくりとついて行く。


    「あら」


    　小さな声で呟つぶやいて、アーバティが兵士の去っていった方向を振り返る。「何でしょう、風の音が」


    　怪け訝げんそうな少女の表情に、レアールもつられて振り返る。


    　二人は目を細めて辺りを見回す。


    　どこにも異変はない。


    「兵隊さんの後をついていったように聞こえたものだから、何だろうと思って。何かがいたんですけど」


    　そしてアーバティは自分が見たものを確認しようと、来た道を戻ろうとする。


    「僕には見えないよ」


    　レアールはアーバティの手首をつかんで戻ろうとするのを止める。


    　引き留めた少年の顔を見、少女ははっとして顔を伏せた。


    　まずい。咄とつ嗟さに手を握にぎったけど、強引だったかな？


    　じとりと背中や額ひたいに嫌いやな汗を搔かくレアールとは裏腹に、アーバティは申し訳なさそうに上うわ目め遣づかいで見上げてくる。


    　見よ！　思わず抱き締めたくなるようなこのいじらしさ。


    「でも本当にいたの。緑っぽい雲みたいなものだったのですけど……なんだったのかしら」


    　レアールはまだ背後を気にしているアーバティの手を取り、先に進んで待っているコールランドの許もとへ急ぐ。


    「きっと疲れているんだよ」


    　そう言ってしっかりと握り締めると、彼女の柔らかい手がそっと握り返してくる。


    「そうかしら？　……レアールさんの手、大きいですね」


    「そうかな」


    　いつも一緒にいるのが幼児のコールランド先生とミッケラだから、特に気にしたことはなかった。


    「うふふ。先生もミッケラさんも、レアールさんのことが好きなんですね」


    「あの二人が？　いや、そんなことないと思うけどなぁ」


    　面倒事を押し付けられるし。不幸を嘲あざ笑わらわれるし。かと思えば、その不幸の半分くらいがミッケラと先生が作り出した状じよう況きようだったりするし。


    　ハンターに言われたとおり、二人はなるべく明るい道を選んで歩いた。アーバティは語る。


    「いいな。皆さん楽しそうで」


    　意図的か無意識か。先程別れたロックラインとハンターは、闇に潜むモノが好むような薄暗い道を選んで歩いていってくれたようだ。アーバティが気にしていた「風の音」を放つ何者かを軍隊が引きつけてくれたことに感謝しながら先を急ぐ。


    「コフィさんとは、いつも一緒じゃないの？」


    　レアールは素そ朴ぼくな疑問を口にする。


    「ううん。お父さんお仕事でいつも忙いそがしいから、相手にしてくれないわ」


    　アーバティは、コールランドやミッケラと一緒に歩くコフィの背を見てほほ笑む。


    「でも、一カ月くらい前からかな。ずっと優しいの」


    「なにかいいことあったのかな？」


    　レアールの問いかけに、アーバティは少し考えた後に頷うなずいた。


    「魔術師のおじ様に願い事をしたからかも。レアールさんたちにも会えたし」


    「どんな人だったの」


    「暑い地域にいるのに、フロックコートとシルクハットをかぶったおじ様よ。名前は……ドレイクおじ様」


    　アーバティは小首を傾かしげてレアールの顔を覗のぞき込みながら語りかけてくる。


    　愛らしい口から出た名前に、少年は目を見開いた。


    「ドレイク……って、ジェイ・ヴァン・ドレイク卿きよう？」


    「知ってるの？」


    　無む邪じや気きな瞳が見上げてくる。


    「あぁ、うん。名前だけはね。そっか……ドレイクさんか」


    　奇妙なこともあるものだ。別々の人間から同じ魔術師の名前を聞くことになろうとは。


    「また会うことがあったら、お礼を言いたいわ。素敵なおじ様だったの」


    　くすくすと笑ってアーバティはレアールの手を優しく引いた。


    「行きましょ、少し遅れちゃったみたい」


    　アーバティの手の温かさと柔らかさを感じ、レアールはふと我われに返る。


    



    　あれ？　女の子と手をつなげてる？


    　ロンドンでもここまでいけたことってあったっけ？


    　なかったかも……いやっ、あったあった！


    　ここまでの雰ふん囲い気きはあったんだ。ここから先が問題だ。
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    　しっかりしろ僕。がんばれ僕。勝負はこの先だ。


    



    「どうしたの？　行きましょ」


    　少女は急に難しい顔をしたレアールに対して心配そうに問いかけられ、エキゾチックな顔でほほ笑みかける。


    　唇からこぼれる白い歯と潤うるんだ瞳に、胸が高鳴った。


    



    　ああ……夢でもいい。もう少しこのままで。


    



    　レアールはそんなことを思いながら、夢遊病のごとくの足取りでアーバティの後をついて歩いた。


    



    
      ＊

    


    



    「やっ……、やっと着いた。僕、死ぬかと思った」


    　翌日の昼下がり。


    　ようやく最初の目的地に到着した一行は、安あん堵どに胸を撫なで下ろした。


    　ここに到着するまで、真夜中の襲撃こそなかったものの、一行には様々な苦難が襲いかかった。


    　歩く速度の配分を間違えて体力の限界に直面したミッケラが脱落しかかったり、コールランドが枝に同化していた蛇へびに嚙かまれそうになったり。休きゆう憩けい中にアーバティと仲良くしていたレアールを軽く呪のろってみたミッケラの仕し業わざで、全員のコップに百足むかでが漂ただよってみたり。


    「グリーン君……。レアール君を呪って地味で心が萎なえるようなイヤガラセをするのは結構だが、今はどうか私たちのために矛ほこを納めてくれんかね？　とにかく私が危険なのはいかん。やるならレアール君だけに絞しぼってくれるとありがたいんだが」


    「呪ってなんかいないですよ！　これは密林の様子をメモしてるだけなんだから！」


    「ならどうして手帳を後ろに隠すのかね」


    「乙女おとめの秘密です！」


    　道どう中ちゆうで何度このやり取りをしたことか。


    「とりあえず生きてる間に着いてよかった」


    　ぼんやり呟つぶやくレアールの前で、コフィとガイドが村人とガリエリテ伝説についての情報提供を求めて交こう渉しよう中だ。いくつかのやり取りを行い、ようやく相手が同意したようで二人が笑顔を見せて戻って来る。


    「やれやれ。やっと村むら長おさにお目通りが叶かなったよ」


    　コフィは汗を拭ぬぐいながら、丸い顔に爽さわやかな表情を浮かべる。


    「そろそろ行くかね？」


    　拾った棒で地面を掘り返して遊んでいたコールランドが立ち上がり、全員の応答を待たずに一人意気揚よう々ようと歩き出す。


    　その後ろに付き従うレアールの耳を、ミッケラの細い指がぐいと引っ張った。


    「な、何だよ」


    　にんまり笑ったミッケラは、ドギマギするレアールの耳にそっと悪魔の言葉を囁ささやく。


    「この村の人から、とってもよく効く呪じゆ術じゆつでも教えてもらえないかしらね？　アンタで試すのにさ」


    　硬直したレアールを放置し、彼女はそのまま含み笑いしてアーバティの許へ駆け寄る。


    「いこっ、アーバティ」


    　うふふと笑いながらアーバティの腕を取って仲良く村へ入って行く。


    



    　そこは小さな円形の集落だ。


    　人口も三十ほどで、本当に小規模だった。


    　村むら長おさのいる場所へ案内されたコールランドは、村長の真向かいにちょこんと座ると早速話をはじめた。


    「私はセタ・コールランドと申します。古代に存在したといわれる魔術文明とその文明の発はつ祥しよう地ちを探している者です。文明と呪術がどう伝でん播ぱしたのか、そのルートを探しているのですが、ガリエリテにヒントがあるのではないかと思い、ここまでやって来た次第です。彼女に関するお話はこちらに伝わっておりませんか？　あるのでしたら、是非とも教えていただきたい」


    　通つう訳やくがコールランドの言葉を訳す。ややあって村長が口を開いた。


    　通訳を介しての会話のペースに、ミッケラが身もだえする。


    「ああんもう、もどかしいなぁ」


    「しっ」


    　レアールが静かにするように伝えると、ミッケラは口を尖とがらせた。


    　村長が語った話は、コフィが来る途中でコールランドたちに教えてくれたものとほぼ変わりなかった。


    「どのくらいの治ち世せいが続いたのか、ご存じありませんかな」


    「女王ガリエリテは、生まれた子供が成人するのを三回繰り返すまで君臨し、その後に滅びたと言われている」


    　訳された言葉に、一行は顔を見合わせる。


    「ほぼ半世紀かな」


    　メモを取るミッケラやコールランドの様子をうかがいながら、レアールはふと思ったことを口にした。


    「その娘さん、どうなったかご存じですか」


    「今も村にいる。私のそばにいるよ」


    　そして村むら長おさは自分の背後の小さな祭さい壇だんから、小さな壺つぼを取り出した。


    「これがガリエリテの娘だと言い伝えられている」


    「へっ、壺？」


    　レアールたちの反応に村長は真顔で頷うなずく。


    「中には何が？」


    「守り神だ」


    　村長の短い言葉に、コールランドは大いに頷いた。


    「これは、団結に力添えしてくれた部族に対する女王からの礼ですな。──拝はい見けんしても？」


    　不快そうに顔を歪ゆがめた村長であったが、しばし問答を繰り返した後、コールランドの押しの強さに負けてとうとう許きよ諾だくした。


    　不ふ承しよう不ぶ承しようの村長から壺を受け取ると、幼児は小さな壺の側面にに彫り込まれた紋もん様ようを観察する。


    「この紋様は……成なる程ほど……むぅ」


    　しばらく観察したあと、再び顔を上げる。


    「これの紋様を写してもよろしいですか」


    　再び困こん惑わくする村長の顔を、コールランドはそのつぶらな瞳で凝ぎよう視しする。


    　見つめ合うこと二分。村長は再び折れた。


    　威厳の欠片かけらもなく項うな垂だれる村長を、レアールは哀あわれみの目で眺めた。


    「レアール君、レアール君、レアール君！」


    「はいはい、先生」


    　興奮したコールランドを宥なだめながら、レアールは自分の荷物からスケッチブックと鉛筆を取り出す。壺を受け取ると、その表面に描かれている紋様を写しはじめた。


    　レアールは文字の読み書きは不ふ得え手てだが、見たものを書き写すのは得意とするところだ。


    　壺に描かれた幾き何か体たいと頭かしら字体を組み合わせたような紋様を、細かな部分まで正確に書き写していく。


    「ふぅ……出来ました」


    　一時間ほどして写し終えたことを告つげると、レアールから壺を受け取ったコールランドが、丁てい寧ねいな仕草で村長に返した。


    「ありがとう村長。大切なものを触らせてくれて。ところで、ガリエリテがかつて住んでいた場所というのはご存じですか？」


    「密林の奥深くとは聞いている。しかし詳しよう細さいな場所は知らない。別の村の者であれば、知っているやもしれん」


    　その村の詳細な位置を教えてもらうと、この村で聞くことはすべて完了した。


    　あっさりと最初の村での調査を切り上げたコールランドは、村むら長おさたちの持もて成なしの宴うたげもそこそこに次の村を目指して歩きはじめた。


    



    　その日の夜。


    　ミッケラの隣となりに座っていたレアールは、彼女が真剣な眼まな差ざしで手帳を眺めていることに気が付いた。


    「何をしてるんだい」


    「うん？」


    　上うわの空そらの返事に、もう一度問いかける。


    「手帳に何か書いてある？」


    「アンタの名前」


    　思わず顔を引きつらせるレアールに構わず、ミッケラは自分の親指を嚙かみながら紙をめくる。


    　今は自分を相手にする気分ではないのだと理解したレアールは、続いてコールランドのそばに寄った。


    「──先生は一体なにを？」


    「あぁ。今までの情報を整理してみたんだがねえ」


    　ミッケラと同じように手帳のページをめくっていたコールランドが顔を上げる。


    「コフィ君が話してくれたガリエリテに関する昔話で、七人の村長の許へ嫁とついだ娘というのが気になるね。村長の話だと、彼が見せてくれた壺つぼがそうらしいが」


    「何が気になるんです？」


    「もう少し頭の中でまとまったら話をしよう。さっきのスケッチブックも借りるよ」


    　一度椅い子すから降りてレアールの荷物袋の中からスケッチブックを勝手に掘り出すと、椅子に座りなおして気難しい小動物ハムスターの表情を作る。


    「先生、人の荷物から何かを取り出した後はきちんと戻してくださいね」


    「君が気に入ったように戻すといい。私はとてもとても忙いそがしい」


    　レアールは溜ため息いきをつき、荷物を整理する。


    　何か考えに没ぼつ頭とうしている時のミッケラとコールランドはいつもこんな調子だ。いまさら気にならないが、彼らに置いていかれて時々寂しい気分になる。


    　誰か話し相手にはならないかと見回すと、焚たき火びのそばに座り込んだアーバティに目が留まった。


    　ここ数日の元気がなく、緊張した面おも持もちをしている。


    「大丈夫かい？」


    　レアールは彼女に声をかけてから隣となりに椅い子すを置いて座る。アーバティは愛らしい顔に強こわ張ばった笑みを浮かべた。


    「なんだか怖くて。でもレアールさんと一緒だから……大丈夫」


    　彼女のか細い声を聞くと思わず抱き締めたくなる。


    　コフィもその隣で、辺りの闇を神経質に見回し、立ったり座ったりしている。


    「コフィさんも落ち着いてください」


    「分かっているんだがね。何かこう……、妙みように気持ちが落ち着かないんだな」


    　手帳から目を離さずコールランドが問いかける。


    「レアール君はずいぶんと落ち着いているんだねえ？　ひょっとして何か分かったのかい？」


    　少年は椅子に座ったまま頭上を見上げる。真っ暗な空が広がっている。それを眺めながら、ぽつりと呟つぶやいた。


    「日中、僕らの背後に何かがずっと後ろにいました」


    　全員の視線が突き刺さる。


    「何が？」


    　レアールは分からないと頭を振った。


    　あの時、暗闇に蠢うごめくものを一緒に見たのはハンターだ。彼は何かしら知っているようだった。しかし口に出して言われたのは、『森や村や町、地面に棲ひそむもの』という言葉と『影の中を歩くな』という忠ちゆう告こくだけだ。


    「そんなことを言っていたのかい？　ふぅむ。森や地面に棲むという条件だけなら、見当がつきそうなものなんだがねえ」


    「やっぱり陰いん謀ぼうね。軍部の陰謀なのよ。密林の住人たちは、その犠ぎ牲せいになったに違いないわ」


    　手帳を見つめながらつぶやくミッケラ。アーバティが困こん惑わくしたように首を傾かしげる。


    「でもそれなら、私たちを途中まで守るなんてしなかったと思います」


    「じゃあ……研究中の実験体が逃げ出したとか！」


    「とっぴだねぇ、グリーン君の発想は」


    　むっとしたミッケラが何か言うよりも早く、コールランドは老ろう眼がん鏡きようをくいっと指で押し上げて再び手帳に集中する。八つ当たりされると嫌なので、レアールは話題を変えた。


    「それで……ミッケラ、今度は何を？」


    　今、ミッケラは自分の手帳のとあるページを開いたまま、ブリキ製の小さな鍋なべに水を入れ焚たき火びに当てている。


    「ちょっとしたおまじない。厄やつ介かいなものが入ってくると嫌だから。えっと次は」


    　彼女は手帳のページをめくりながら、鍋に草を入れていく。コポコポと沸きはじめた湯に煮られて、草がなんともいえない匂いを発しはじめた。


    「効くのか？　それ」


    「気休めにはなるでしょうね」


    　次々に放り込んでは棒で突いて湯の中に沈める。そして奇妙なまじないの言葉を呟つぶやきながら、鍋の中を搔かき混ぜる。


    　探たん索さくに出かける前に呪じゆ術じゆつ師しのビバイルからお墨すみ付つきをもらって、にわか魔女として自信をつけたらしい。


    「うふっ。うふふ、ふははははっ。は─────っはははははははっ」


    　本ほん領りよう発はつ揮きとばかりに笑いはじめるミッケラ。


    「ミッケラさんったら……」


    　ミッケラがどういう人間なのかをまだよく知らないアドバラム父娘やガイドの、気の毒そうな視線。


    　実に楽しげに笑いながら鍋を搔き混ぜ、混ぜ込む混ぜ込む。


    「ちょっと失礼」


    　コフィが立ち上がりライトを持って歩き出した。


    　ミッケラの魔女プレイ中の形ぎよう相そうが恐ろしかったのか、薬草の匂いがきつかったのか。


    　問いかける周囲の眼まな差ざしに、コフィは頭を搔きながら照れ笑いを浮かべる。


    「尿によう意いをもよおしたもので。すぐ戻って来るよ」


    　笑いながら手を振り、小走りで暗闇の中へ入って行く。


    　それから五分後。ミッケラが完成の声を上げた。


    「……よしっ」


    　十分に煮立てて念を込めた液体の出来にニンマリすると、それを静かにキャンプ地の周囲に円状に零こぼしていく。


    「この内側で今日は休んでね。円の中ならきっと安全だから」


    　ミッケラは邪じや気き除よけの薬草を煎せんじた湯を作っていたのだ。


    「す、すごいですねミッケラさん」


    「まぁねぇ、これがアタシの特技よ！　オ─────ホホホホホッ」


    　今度は高笑いだ。


    　脳のう味み噌そをガンガン揺さぶる笑い声に、本人以外の人々は手で耳を塞ふさいでやりすごす。


    　ミッケラの高笑いに合わせるように、焚たき火びの炎がふっと濃くなった。


    　この微妙な変化を見み逃のがさなかったレアールは、そばに置いてあったライフルを手に立ち上がる。


    「コフィさん、早く戻って来てください！」


    　彼が消えていった方に向かって叫ぶ。しかし応えはない。


    「ミッケラ、アーバティと先生と一緒にそこにいてくれ」


    　邪じや気き除よけの結界の外へと踏み出そうとするレアールの腕を、ミッケラはつかんで止める。


    「やだっ、行かないでよ！」


    　高笑いしていた時とは違い必死の形ぎよう相そうだ。


    「でもコフィさんが」


    「ダメ！　絶対にダメ！」


    　華きや奢しやで非ひ力りきなはずのミッケラの手を離すことも出来ない。


    「ミッケラ？」


    　暗闇の中で、男の絶叫が上がった。


    「お父さん！」


    　アーバティが飛び出ようとするのを、今度はミッケラと二人で止める。


    　光のない方向から戻って来るコフィ。彼を導みちびこうとしてガイドが飛び出た。ミッケラとコールランドの二人にアーバティを押し付け、遅れてレアールも飛び出す。


    「コフィさん、早く！」


    　足を怪け我がしたのか、コフィの動きはとても鈍にぶい。ガイドがコフィと合流した。


    　そこまで確認したところで、レアールの目前で彼らの姿が消しよう失しつした。


    「んなっ」


    　たたらを踏んで留とどまるレアールの鼻先でぶわりと空気が動いた。


    　再び上がる絶叫。そして葉は擦ずれのような音。


    「……いや、虫？」


    　顔に吹き付けるのがただの風ではなく、無数の羽は虫むしが飛んで起こる微風であることを覚さとったのだ。


    「早く戻って！　早く！」


    　アーバティが全身を凍らせるそばで、ミッケラが叫ぶ。


    　踵きびすを返して駆け出すレアールを、羽音が追いかける。


    「くっ」


    　ミッケラたちがいる所まで数メートルに差しかかると、幅はば跳とびの要領でジャンプした。


    　飛び込むのと同時に、ミッケラが両手を合わせた。乾いた音が空気中に響く。


    「お願い、私たちを護って！」


    　ガラスが軋きしむような小さな音が鳴り、空気の流れが止まった。


    　漣さざなみのような音を立て、羽虫の群れが周囲に集つどう。


    　目をつむり、眉を寄せて意識を集中させるミッケラ。


    「いやはや。グリーン君のまじない蒐しゆう集しゆうも、たまには役立つねえ」


    　コールランドが額ひたいの汗を袖そでで拭ぬぐい、つぶらな目を見開く。


    　一瞬の異変を見み逃のがさない。そんな真剣な目だ。


    



    　ざわざわとざわめく。


    



    　暗がりから手が突き出てくるのが見えた。


    「ひっ」


    　短い悲鳴を上げ、コールランドに抱き付くアーバティ。


    　続いてぞろりと顔が現れる。


    　コフィを助けに行ったガイドの顔だ。右目は上を、左目は下を向いており、眼球には小さな黒い染しみがうぞうぞと這はい回っている。


    　かくんと下した顎あごが落ちるように開く。その口内から、黒っぽい虫が表に涌わいて出てきた。ざらざらと音を立てて地面に落ち、落ちた虫は羽音を立てて飛び立つ。


    「う」


    　レアールはライフルを構え、いつでも発砲出来るよう指を絞りにかける。


    　虫たちはガイドの皮ひ膚ふ上を走り回り、顔を黒色に沈めていく。


    　突き出された彼の手の下で、もごりもごりと何かが蠢うごめく。


    　アーバティが嫌けん悪おの声を上げた。


    　コールランドがレアールのズボンをつかみ、気を引く。


    「レアール君、撃っちゃならん」


    「先生？」


    　幼児の顔がじっと少年の横顔を見上げる。次いでつぶらな瞳が、そのままミッケラに向けられる。いつになく真剣だ。


    「グリーン君の邪じや魔まになる」


    　ガイドの指先がもごり、と波打った。


    　小さな破裂音と共に、中からぬめりとした輝きを放つ虫が現れ、腕を包み込む。


    　それを見ていたアーバティがふっとその場に倒れ込んだ。集中しているミッケラにぶつかりそうになったので、レアールはあわてて手を回してアーバティの体を支える。


    　腕の中にアーバティを抱えたまま、レアールはミッケラに祈るような視線を送った。


    　ミッケラは目を閉じたまま強く念じている。その唇がかすかに動き、円陣の外に集まる虫の羽音に混じって小さな祈りのような言葉が耳に届いた。


    　腕の中の重みを感じながら、レアールは目を見張りしっかりと闇の動きを見み据すえた。額からは大量の汗が流れ、顎あごから伝い落ちる。


    　どのくらい、それとにらみ合っていたのか。


    　ざぁぁ。という音と共に黒い塊かたまりが波打った。


    　辺りが晴れ渡り、空気の密度が変わる。押し迫っていた殺気が急速に遠のいていく。


    「行ったのか……？」


    　レアールは銃を降ろし、辺りを見回す。


    　空には月が輝いている。今までまったく見えなかったというのに。


    「……はぁ。ふぅ」


    　ミッケラは詰めていた息を吐き出し、その場に座り込む。コールランドがその背をさすって労ねぎらう。


    　レアールはゆっくりと足元を見回した。一体分の人骨が円の外側に寂しく転がっている。少し離れた場所を見回すが、襲撃者の姿は見当たらない。


    「なんというか、えげつない生き物だねぇ」


    　コールランドは指で額ひたいの汗を拭ぬぐい、レアールが腕の中で失しつ神しんしたままのアーバティを簡かん易いベッドに横たえるのを見ると、そのまま再びキャンプの外側の空間に視線を転じた。


    「ミッケラ、今のは？」


    「この円陣って悪意ある魔法を弾はじく作用があるの。──ねえ先生、もしあれが探検家や村人たちを襲っていたものの正体だとしたら、その正体は『魔法生物』ということになりませんか」


    　言葉の前半は問いかけてきたレアールへの答え、後半はコールランドに向けての問いかけだ。


    「グリーン君、正体が分かったのかい？」


    「蟻ありです。羽蟻でした」


    　アーバティを寝かせたレアールが一言。ミッケラも力強く頷うなずいた。


    　二人の助手の報告に、顎あごに手を当て考え込むコールランド。


    「成なる程ほど、蟻はどこにでも潜ひそめるか……ふぅむ」


    　幼児はハムスターめいた容よう姿しで、広くもない円の中をうろうろと歩き回る。その足で二周半した後、計画をまとめたコールランドは顔を上げた。


    「グリーン君。まだ気力はもちそうかね？　今すぐ中佐に連絡したい」


    「出来ると思います」


    「じゃあ私が今から手紙を書くから、グリーン君は悪いがそれを中佐に渡してくれ」


    「はいっ」


    「て、手紙？　今から渡す？」


    　疑問符を頭の上に沢たく山さん浮かべるレアールに向き直り、コールランドは言葉を続ける。


    「レアール君はアーバティのそばにいてあげなさい。もし起き上がって円陣から出ようとしたら、止めるんだよ」


    　理解しきれないままレアールは素直に頷うなずき、アーバティの足元に椅い子すを置いて座る。


    　コールランドが手帳に何かをしたためてページを破る音が響くまで、不気味なほど静かな時間が流れた。


    「よろしく頼むよ」


    「中佐宛あてでいいですよね？」


    　ミッケラは折りたたまれた紙を受け取ると、それを小さな封筒に入れて宛名を書く。


    「ミッケラ、ポストなんてないぞ」


    「なくても届くのよ。見てて」


    　少女は燃え盛る火の中に紙を投げ入れる。


    「よぉく見てなさいよ？」


    　ミッケラはギョッとするレアールを制して、低い言葉で一言二言呟つぶやく。


    　炎に巻かれていた封ふう書しよが勢いよく燃え上がり、火柱が上がった。


    「うぁっちっ」


    　予想していなかった事態に思わず仰のけ反ぞるレアール。


    　前髪が焦こげ、あわてて火の粉を手で払う。


    　その隙すきに火柱の中から白い鳩はとが飛び出し、大空高くに舞い上がった。


    「お願いね」


    　鳩は願いに応えるように頭上を二度旋回して夜空に消えた。
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    　レアールたちの許もとで、何物かのの襲撃が起きた数時間後


    



    　メテララ村では平和な時間が流れていた。


    　太陽の熱で生ぬるくなった水たまりに、子供たちが一いつ斉せいに飛び込み水を撥はねさせる。足や体に水が撥ね、愉ゆ快かいそうに笑う。


    　家か畜ちくを追いまわして遊ぶ子供の笑い声。災難を逃のがれた動物の鳴き声。


    　鉛なまり色の空の下で、それらの声が響き渡る。


    　そんなのどかな光景が広がるメテララ村であったが、テント内にいるエリオット・ウィッジは不ふ機き嫌げんであった。


    　理由はいくつかある。


    



    　ひとつめ。高温多湿のこの状じよう況きよう。


    　ふたつめ。考えをまとめるのを邪じや魔まする外野の声。


    　みっつめ。上官であるディモンの昆虫講義。


    　よっつめ。そのおかげで仕事がはかどらない。


    　いつつめ。たった今届いたコールランドからの手紙。


    　むっつめ。報告に来てみたら、上官がまた標本箱作りに勤いそしんでいたこと。


    



    「遊ぶなと言ったのに」


    「私はバカンスのついでに仕事をしているんだ。君は仕事で来たのだろう？」


    　苛いらついた声を出すウィッジに、ディモンはひょうひょうとして言い返す。新しい昆虫をまた捕らえたので、それを飾るための展てん翅し板を作っている最中だ。


    「今は仕事をすべき時です」


    「私の耳と優すぐれた頭脳は、ちゃんと仕事をしているよ。それで報告は？」


    「セタ・コールランド氏からの手紙です。例のモノと遭そう遇ぐうした模様。被害が出ております」


    「うん」


    「敵の正体を知っていれば、包み隠さず知らせてほしいとのこと。──どういたしますか」


    「中佐に任せる。君なら信用出来る」


    　余よ程ほどのことがない限り、ディモンは副隊長であるウィッジに事態を丸まる投なげする。


    　では思うとおりに動きます。


    　口の中で呟つぶやきかけたところで、にわかに外が騒がしくなった。


    「うるさいな。少し静かにしてくれないと、手元がくるってしまうじゃないか。──中佐、来たまえ」


    　作業を中断して席を立つ。


    　テントを出たディモンは、村の広場まで勇いさんで歩いて行く。


    　広場には人が集まっていた。


    「衛生兵、来てくれ！」


    　真ん中にいる誰かが叫び、数名の兵士が駆けて来る。


    「虫にやられたらしい。手当てしてやってくれ」


    　騒然とする兵士の一人にディモンは問いかける。


    「一体なんの騒ぎだ？」


    「はぁ。どうやら密林内で虫にやられた人物を発見したそうです」


    　兵士の視線を追ったディモンが動きを止めた。


    　一瞬、誰であるのか分からなかった。最後に見かけた時から姿が変わっていたからだ。


    　しかし虫に刺されて膨ふくれ上がったその姿は、変わり果ててはいるもののコフィ・アドバラムその人だった。しかし彼はコールランドたちと一緒に移動していた筈はずではなかったか。


    「ど、どういうことだその姿は……ロックライン大尉たちはどうした？」


    　駆け寄ろうとするディモンの肩をウィッジがつかみ、自分の後ろに強引に下がらせる。


    「離れろ！」


    　コフィに近づこうとした村人がウィッジの険けわしい声に驚いて数歩下がる。


    「あ……か……」


    　コフィが救いを求めるように手を伸ばす。


    　差し伸ばされた先にはディモンとウィッジがいる。


    　変わり果てた姿に思わず歩み寄ろうとしたディモンを、再度ウィッジが自分の背後に押し退のけた。


    　コフィを凝ぎよう視しするウィッジの目には、男の皮ひ膚ふの下を這はい回る生き物が見えていた。


    「──総員、速すみやかに村の外へ移動。私とディモン大佐以外は全員外へ」


    　突然の命令に、兵士と村人は戸惑った。


    「どこまで移動すれば？」


    「村から二百メートル以上。人間は速やかに撤てつ退たい」


    　ウィッジが重ねて言うと、彼らは顔を見合わせ静かにその場から離り脱だつしていった。


    　体が不自由な者は兵士が手を貸し、十分もたたないうちに村から人の気配がなくなる。村の外で兵士や村人が互いを呼び合う声が聞こえていたが、それもすぐに遠のいた。


    　急に静かになった村の中央に、ディモンとウィッジそれにコフィが居残った。


    　どこからかビバイルが現れ、黒いショールを翻ひるがえしながら近付いて来る。


    「防ぼう御ぎよに集中するんだろう？　攻撃する人間が必要になるだろうから、アタシも残るよ」


    　不安そうにウィッジとビバイルの顔を見比べるディモンに、ウィッジが落ち着き払った声で注意する。


    「ディモン大佐。こういう事態は初めてではないので分かっているでしょうが、これから私がいいというまでこの円の外に出てはいけません」


    　ウィッジは自分を中心にして軍ぐん靴かで乱暴に描いた円陣を指し、深呼吸する。


    「大丈夫なのか本当に」


    　ビバイルとウィッジの背後で、ディモンが目ですがってくる。


    「護ってあげるから。しっかり目を見開いて憶えておいておくれよ」


    　ブルブルブルブルと細かな震えを発していたコフィの身体が、徐々に大きな震えになっていく。ディモンが呻うめく。


    「ど、どうしてコフィ君がこんなことに」


    　コフィの目の縁ふちに、ほとんど黒に近い濃緑の点が現れた。その「点」は眼球と瞼まぶたの間でもがくと、ずるりと這はい出てきた。


    　ウィッジはその様子に目を細め、両手を組み合わせ軽く俯うつむいて祈るように目を閉じる。


    「そら、出てくるよ。中に潜ひそんでいるものがね」


    　ぶわり。


    　ディモンが見ている前で、コフィの身体が急に膨ぼう張ちようした。


    　大佐が驚きに目を見張ると、ギュロリと瞳がディモンをにらむ。


    　そして膨ふくらましすぎた風船のように、コフィの身体は破裂した。


    　人の皮が弾はじけ、中から血や臓ぞう物もつではなく濃緑の点が飛散する。


    「ぎゃあああああああああっ」


    　ディモンは悲鳴を上げて身を屈かがめるが、それは円陣内にまでは入ってこなかった。


    　弾け出たはずのそれは、円を綺き麗れいに迂う回かいした。


    　円の内側とその上空には踏み入ることが出来ないようで、それは何度も結界をこじ開けようとしては淡い金色の輝きに弾き返される。


    　その金色の円柱の輝きがウィッジの仕し業わざであることを悟さとると、ディモンは胸を撫なで下ろす。


    「こ、この緑色の塊は一体？」


    　円柱の壁に張り付いているその姿をまじまじと見つめる。


    「……蟻あり？」


    「これが話をしていた緑の蟻。ワゥドグリンさ。こいつが密林の中で大暴れしていたんだよ」


    　ビバイルは得意がるでもなく説明すると、ちらりと足元を見る。惚ほうけたように蟻ありを見ているディモンが、手を円の外にそろりと伸ばしかけた。


    「あたしたちは死ぬ気がないから、触るなら円の外に出ておくれ」


    　引っ込められたディモンの手が所在を求めて虚こ空くうをさ迷う。その手は、最終的に一番安全だと判断されたウィッジの右足にしがみついた。


    「中佐、ビバイルさん、なんとかしてくれたまえ。これじゃ身動きが取れん」


    　応えるように老婆はショールの下から腕を出した。手には小さな壺つぼが握られている。


    　鋭するどく光る目で濃緑色の蟻をにらみつけると、いくつかの言葉を叫んだ。


    　壺の蓋ふたが緩ゆるみ、中から黄緑の液体があふれ出て地上に落ちる。それは地上に到達すると小さな気き泡ほうを作り、その気泡は小さな同系色の蟻ありへと変化していく。


    　本来の姿を形成すると、黄緑色の羽蟻は一いつ斉せいに空に舞い上がった。


    　壺を手にしたままのビバイルがさらに一言叫ぶと、黄緑の蟻は円の外にいる濃緑の蟻に襲いかかった。


    　密林から村と野や営えい地に拡がって獲物を襲っていた濃緑の蟻は、己おのれの身体を食い破らんとする小さな黄緑色の羽蟻を忌いま々いましそうににらみつけ、大おお顎あごで嚙かみつきにかかる。小柄な黄緑蟻はその攻撃を軽々と回かい避ひすると、大蟻の装そう甲こうの間の柔らかな部分目がけて複数で嚙みついた。


    　濃緑と黄緑の羽蟻が入り乱れ、地面にぼとぼとと落下していく。


    「ほー」


    　熟練の呪じゆ術じゆつ師しが操あやつる小さな羽蟻は、命令者が命ずるままに敵を排はい除じよしていく。黄緑の羽蟻は縦じゆう横おう無む尽じんに空を飛び、術者の手の動きに合わせて波打つような羽音を立てて群れが転回する。指揮に合わせて即応する姿は軍隊そのものだ。


    　右へ左へと視線を動かし、口を半開きにしたまま感嘆の声を上げるディモン。


    　宝石にも似た独特の輝きを放つ羽蟻たちを、どこか夢心地な表情で眺めている。


    　襲撃者であったはずの濃緑の雲は、あっさりとビバイルに迎げい撃げきされて地表に落ち、緑色の絨じゆう毯たんに変化していく。濃緑による襲撃から黄緑による鎮ちん圧あつ完了まで、十分もたっていない。


    「武器を抱かかえて歩くのが馬鹿馬鹿しくなるような兵器だな、この小さな蟻たちは」


    　ディモンの賞賛には畏い怖ふが込められている。


    　ビバイルは短く頷うなずき返し何事かを呟つぶやく。生き残った蟻が壺に向かって次々に飛び込み、最後の蟻が入るのを確認するとしっかりと蓋を閉める。


    「ワゥドグリンはガリエリテの伝説と一緒に、部族に昔から伝わる物だよ。あたしの部族ではそう呼んでいるけれど、別の村では『ガリエリテの娘』とも呼ばれているね。爺じいさんたちは、伝説まで作っちまったくらい彼女が村に現れるのを恐れていたようでね」


    「伝説？」


    　ディモンの心からの不思議そうな声に、ウィッジの口元が歪ゆがむ。


    　大佐の命令で部下は密林内部の捜そう索さくに乗り出し、その過程でディモンも共に伝説について聞いていたはずなのに憶おぼえていないとは。そう口にしかけて、伝説が話題にのぼった時、ディモンが何をしていたか思い出し、溜ため息いきをついた。


    「モルフォ蝶ちようを展てん翅し板に貼り付けるため、下準備をしていた時にお話ししたのですが」


    「おお苦く節せつ三十年にしてやっと興味を持ってくれたか！　あの蝶は死んでも美しいな！」


    　ウィッジは自分に向かって嬉き々きとして蝶のことを語るディモンに相あい槌づちを打ちながら、彼の思考を強引に軌き道どう修しゆう正せいすることに決めた。


    「大佐、蝶はどうでもいいのです。今は伝説の話です」


    　この呪じゆ術じゆつ師しの老ろう婆ばが、何な故ぜこのような品物を持っているのか。それを今再認識させるのだ。


    「ガリエリテは協力者たちに裏切られ、恨うらみながらこの世を去ったと言ったのです。彼女が現れた時に対抗するため、そして少しでも時間を稼かせぐため、協力者たちは呪のろいの壺つぼを持って密林の方ほう々ぼうに散りました。一度に襲撃されて全滅する確率を少しでも低くするためです」


    　簡かん潔けつに伝説の内容を説明するウィッジ。ディモンは「密林の住人らしい伝説だ」などと呟つぶやきながらひたすらに感心の態ていだ。たしか一度目に聞いた時も同じ言葉だった。


    「こんな物ぶつ騒そうなもの、ないほうが心穏やかにすごせると思うよ。いるのかいないのか、はっきりしない存在を恐れなきゃいけないからね」


    「ならばその品、私が頂いただきましょう」


    　突然、男の声が三人の背後からかかる。その声に聞き憶えがあったがために顔と全身の筋肉を強こわ張ばらせたディモンの隣となりでウィッジが動いた。


    「ビバイル！　動くな」


    「がっ」


    　制止の言葉は既に遅く、振り向こうとしていた老婆の悲鳴が上がった。


    　肉と骨を断つ鈍にぶい音と共に、彼女の首の後ろから喉のどに向かって細長い剣が突き刺さる。


    「では、こちらは頂きますよ」


    　接近してきた男は、倒れようとするビバイルの手から、小さな壺を取り上げた。


    　銀色の刃に赤い血を絡ませた彼の凶器は、老呪術師が倒れると自然に引き抜かれる。


    　彼女の背後に、初老の紳士が立っていた。黒手袋をはめた男の手には、スティレットと呼ばれる細長い三さん角かく錐すいの刀身を持つ短剣が握られている。


    「失礼、レディ。もう少し穏おん便びんな手を使いたかったのですが、お許しください」


    　自分で作った血の海でもがく老ろう婆ばに、シルクハットを取って優雅に礼をして詫わびる。


    「……ドレイク。どうしてここに」


    　ディモンが惚ほうけたように紳士の名を呟つぶやく。上官を守るように立つウィッジが、額ひたいに汗を浮かべて男をにらんだ。


    　ドレイクと呼ばれた人物は、ディモンとウィッジの視線を受け、穏やかな顔に柔にゆう和わな笑みを浮かべた。


    「ご機き嫌げんいかがですか、我が教え子たち！　二人の活躍は、いつも耳に届いておりますよ」


    「衛生兵！」


    　ドレイクの言葉を遮さえぎるようにディモンは叫び、首から下げていた呼よび子こを鳴らす。


    　笛の音が高く鋭するどく村中の空気を震わせる。


    　二度吹き鳴らすと、応えるように三度、笛の音が村の外から返ってきた。


    　その音を確認するとディモンはすくっと立ち上がり、ドレイクに向かって指を突きつける。


    「ジェイ・ヴァン・ドレイク！　英国を裏切った罪は大変重いですぞ。しかもこっ、こここここここ国王陛下の」


    　ディモンは興奮を抑えきれず、深呼吸を繰り返して叫ぶ。


    「国王陛下の兵士を殺し、兵器を持ち出すとは何事か！　今もまた私の目の前で理由もなく命を奪って！」


    　ディモンの弾だん劾がいを受けたドレイクは困ったようにほほ笑んだ。


    　出来の悪い生徒の質問にどう答えようか思し案あんする教師の顔だ。


    「理由？　有能な敵を無力化するのは戦術の基本ですよ」


    　穏やかに諭さとす声に、ディモンはもどかしそうに頭を振る。


    「そうではあるが……！」
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    「存在する価値がない人間を、一人二人消したところで文句を言われる筋合いはありません。私には大たい義ぎがあります。その前に立ちはだかる者は、何なん人ぴとたりとも許しません」


    　周りに集まりはじめる兵士たちを意に介さず、ドレイクは目の前の二人にだけ注目する。


    「欧州大戦以来、私はずっと考えていました。世界が乱れているのは何なに故ゆえか？」


    　ディモンは困こん惑わくし、ウィッジは表情を消したまま話を促うながす。


    「答えは見つかりましたか」


    「魔術を認めぬ愚おろか者たちが、この世を支配しているからです」


    　温和で知的そうな紳士の口から出たとは思えぬ発言に度ど肝ぎもを抜かれたのか、ドレイクを取り囲む兵士たちの幾いく人にんかが目を剝むいた。


    「魔術師で結成された組織で、世界を正しい方向へ進ませればいいのです。かつてあった超古代文明国のように。──そして私は、その世界を実現するために生まれたのだと気付いたのです」


    　神の啓けい示じを受けた預よ言げん者しやのように神こう々ごうしい様で語りかけるドレイク。


    　己おのれの言葉に酔っている紳士に冷水をかけたのはウィッジだった。


    「戯ざれ言ごとを」


    「そうだ、言ってやれ！」


    　続くディモンの野や次じにドレイクが眉をひそめる。


    「貴女たちはもう少し利口だと思っていましたが、思い違いでしたか。魔術師としての責せき務むを果たさぬと……嘆なげかわしいことです。ですがいいでしょう、それもひとつの道です」


    　ドレイクは空を見上げる。


    　太陽を遮さえぎっていた雲はそろそろ切れそうだ。


    「もうすぐガリエリテは解放されます。密林の奥に封じられていた闇が、この地を覆おおい尽くし、新大陸を呑み込む。それはやがてヨーロッパへたどり着くことでしょう。下げ種すな者が死に絶えた後のち、我々はこの世界を作り替える」


    　哄こう笑しようするドレイク。ようやくやって来た兵士たちにディモンが命令を下す。


    「誰か、そいつを捕まえろ！」


    「おっと。私に近づかない方がいい、この場で蟻に捕らわれたくなければね」


    　ビバイルから奪った壺つぼを見せ付けると、全員の動きが止まった。


    「では私は失礼しましょう。皆さん、ごきげんよう」


    　老紳士は慇いん懃ぎんに礼をしてフロックコートの裾すそを翻ひるがえす。ばさりという派手な音と共に、ドレイクの姿は一羽の大おお鴉がらすとなって飛び去っていった。


    「誰か撃ち落とせ！」


    　ツバを飛ばして叫ぶディモンに、ウィッジが疲れたような声で無駄な行為を止める。


    「大佐、あれは本体ではありません。影かげ法ぼう師しに何をしても無駄です。それより被ひ害がい状じよう況きようの確認と怪け我が人にんの手当てを」


    　駆け寄ってビバイルの手当てをはじめる衛生兵の肩を叩いて労ねぎらい、彼らの邪じや魔まにならないようそばから離れる。


    「しかしどうする？　肝心の兵器がドレイクの手に渡ってしまった」


    「まだ奴が確保していない壺つぼがあります。先に奪だつ取しゆして、こちらで破壊するしかありません」


    　部下である兵士が足元に散らばった蟻ありを踏みつけ、蹴散らしながら駆け回る。


    「ロックラインとハンターの二人は上う手まくやれると思うか？」


    「分かりません」


    　蟻で敷き詰められた地面から、薄い靄もやが立ち込める。


    　ディモンとウィッジが空を見上げると雲間から日光が零こぼれ、地上を射していた。


    　日光に焼かれた緑の蟻が煙を上げ、香こうばしい匂いを漂ただよわせながら、その姿を消していく。


    　すべては夢の出来事であったかのように、跡あと形かたもなく消えていく。


    「まったく、兵器に使われるとは虫が哀あわれではないか。──ところで中佐、聞きたいことがあるのだが」


    「は」


    「今の虫はなんでも食うのかね」


    「恐らく」


    「死し骸がいでも？」


    「ええ」


    「…………………………私が二カ月かけて作成したコレクションも？」


    　ウィッジは無言で視線をそらす。それだけで通じた。


    　ギョエアーとかゥギュァーとか、年ねん齢れいにふさわしからぬ奇声を上げたかと思うと、ディモンは驚く部下や村人を押し退のけ自分のテントへ駆け戻った。


    　残されたウィッジは手が空いている者を四名ほど集め、大佐のところへ行くように指示を出す。


    　コレクションである愛する虫の変わり果てた姿を目にしたショックで、困った命令を出す前に止めねばならない。


    　程ほどなくしてウィッジの予想通りに奇声が上がった。


    「こ、この、このこの……この罰ばち当あたりの蟻め！　神への冒ぼう瀆とくだ！」


    　辛かろうじて聞き取れたセリフ。ふいに疲労が両肩にのしかかってきた。


    「二人とも……早く帰ってきてくれ」


    　あの男のお守もりなんて、もう二度とやりたくない。
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    　ディモンが奇声を発して部下たちに取り押さえられ、ウィッジが不在中の部下が早く帰って来ないかと溜ため息いきをついた丁ちよう度どその頃。


    　密林内にある廃はい村そんのど真ん中に、テーブルと椅い子すを出して陣取っているロックラインも同じように溜息をついていた。


    　ヘイゼルの目が左右に動き、周囲の状じよう況きようを確認する。


    　ぽっかりと開かれた空地には背の低い草が生え、植物の葉で作られた屋根は朽くち、どこからか伸びた蔦つたが絡まり屋根の支柱を締め上げている。


    　ロックラインが足を動かすと、ブーツの先が何かに触れた。


    　人の頭ず蓋がい骨こつだ。


    　退屈紛まぎれに頭蓋骨を見つめていると、そばで眠り込んでいた黒い猛獣ミゼラータが空を見上げて注意を促うながす。


    　羽音を立てて一羽の白オウムがロックラインの目の前の机に降り立った。


    「うん？　これは」


    　ロックラインが見ている前で、オウムは降り立つなり足元から炎に巻かれ焼かれる。


    「おいっ」


    　ハンターに呼びかけるのと同時に、鳥と炎が消失した。代わりに現れたのは一通の封ふう書しよだ。


    　彼女はそっと手紙を受け取り、差出人と宛あて名なに目を走らせる。


    「中佐から手紙だ。私とお前宛に」


    　振り返ったハンターは、火が点ついていない煙草たばこをだらしなく口にぶら下げたまま問いかけた。


    「何て言ってる？」


    　ざくざくと近づいていくと何か硬いものがブーツに当たった。先ほどロックラインが発見した頭蓋骨だ。


    　彼はそれを無言で蹴った。頭蓋骨はボールのように転がって、草むらの中に消える。


    「ドレイクが現れて、軍の協力者ビバイルに危害を加えた後、壺つぼを奪って逃走。未発見の壺は残りふたつ。何としてもひとつは確保し、即刻帰き還かんせよとある。……あと」


    　く、とロックラインの細い眉が急なカーブを描く。


    「アドバラム氏がドレイクの操あやつるワゥドグリンに宿られ、村まで帰き還かんした。血肉はわずかも残っていなかったそうだ」


    「残りの面子メンツは」


    　ロックラインが紙をめくり二枚目の文字を読み上げる。


    「セタ・コールランドから手紙が届いたそうだ。彼らの許からコフィが消えたことと、森の異変を訊たずねてきたので、村で起きたこととドレイクの狙ねらいを伝えたと書いてある」


    「コールランド先生がたには自力で帰還してもらうしかないねぇ。俺たちはこれを持って撤てつ収しゆうするから」


    　ハンターは屋内から運び出した朽くちかけたテーブルの上にひとつの壺つぼを置く。


    「やっと見つけたのか。とするとここの住人もタルパ族だったんだな」


    　レアールらには黙っていたことだが、殺人事件には共通点があった。同じ部族の者たちが犠ぎ牲せいになっているのだ。ガリエリテの伝説を伝えるタルパ族だけが。


    「ああ。七つに別れた部族のうちのひとつだな」


    「『奴』の仕し業わざと見るべきか。しかし、これを回収しなかった理由が分からない」


    「隠されていたから探しきれなかったかな。『あの人』のやることだからさっぱり分からないけど、ひょっとしたら──」


    　ひょっとしたら相手は壺の在処ありかなんてとっくに知っているのかもしれない。


    　だとしたら持ち去らないその理由は？　目的は？


    「ひょっとしたら？」


    　続きを促うながすロックラインに、ハンターはただ頭を左右に振った。


    　言葉にすると現実になりそうな気がする。


    　完全な姿を保たもっている壺は、ビバイルが無念にも手放すことになったものと同じタイプだ。野の晒ざらしにされて表面に細かい瑕きずがあるものの、壺としての用途を損そこねるほどではない。


    「触ってもいいか？」


    「どうぞ」


    　ロックラインは壺を恐る恐る受け取り、その奇妙な軽さに困こん惑わくする。


    　剣であれ銃であれ、命を奪うことを目的として造られた道具は概して重たいものだ。


    　しかし──。ひょいと持ちあげたついでに試しに振ってみたが、中に何かが入っているような音もしない。


    「こんな小さな壺の中に、大量殺さつ戮りく兵器が入っているとは」


    　じっくり見入ってから、ロックラインはさらに一言呟つぶやく。


    「これを用いれば、簡単に人が死んでしまうな」


    「この兵器を生み出した文明が、衰すい退たいした理由ってなんとなく分かる気がするよ。それ、人間が持っていいものじゃないな」


    「同感だ。これはとても恐ろしい道具だ」


    　ロックラインは壺を握る手に、ジワリとなにかが染しみてくる気がした。タールのような粘ねん性せいのあるそれは、ゆっくりと手の平を汚していく。色は濃緑色だ。


    　滅めつ多たなことでは動じない彼女だが、その時ばかりは驚き、壺を刺激しないよう静かに置くと素早く手を放す。


    　そして手の平を凝ぎよう視しした。どこにも異常はない。しかし無数の虫が皮ひ膚ふの下を這はっているような、むずむずした感触がある。


    「気持ち悪い」


    　神経質に手をこすり服の袖そでで拭ぬぐう様子を見て、ハンターはロックラインの手をそっと握った。途端に手の内に走っていた不愉快な感触が晴れていく。


    「いい女が嫌いだってさ。壺つぼの中身のお嬢さんが」


    　ハンターは、不思議そうに自身の手を見つめなおすロックラインにそう語る。


    「相変わらず不思議な手だ」


    　その時二人の足元でくつろいでいたミゼラータの耳がピクリと動いた。


    　何かを察知し、音のした方角をにらみつけながら威圧するように唸うなる。


    　何者かが森の奥から迫り、密林の遠くの木の幹みきまで見渡せていた光景が、徐々に黒く狭せばめられていく。


    　気温が下がり地上が薄暗くなる。


    　二人が頭上を振り仰ぐと、青空には白と灰色を混ぜたような雲がかかり、その雲が地上に遮しや光こうの効果をもたらしていた。


    　再び正面の密林を見ると、迫り来る物体が樹木を呑み込んでいる。


    「やだやだ。悪魔の噂うわさをしたら悪魔が来た」


    　おどけた口調で言い、出迎えるために立ち上がる。


    　緑色とも黒色ともつかない濃い塊が、廃はい村そんの内部にまで迫った。


    「こんにちは、ジェイ・ヴァン・ドレイク卿。それともコフィ・アドバラム氏とお呼びした方が？」


    　ハンターは丁てい寧ねいな礼をする。


    「……フム。本部からの報告ですか」


    　声に続いて、眼前の闇が集しゆう束そくし、消滅する。


    　代わりに現れたのは、初老の紳士だ。


    「よく私だと分かりましたね」


    「コフィ・アドバラムが偽にせ者ものなのは、最初から匂いで分かっていましたよ。鼻が利きく方なのでね？　それに今はビバイル婆ばあさんの血が指し示した」


    　ドレイクは己おのの服の袖そでを見直す。シャツの袖口に、老呪じゆ術じゆつ師しを刺した際に出来た返り血がわずかに付着していた。


    「成なる程ほど。『獣人因いん子し』持ちほどでないにしても、鼻が利くということですか。では用件はもうお分かりでしょう。その壺をこちらに渡していただきたい。素直に渡してくだされば、誰も痛い目を見ずに済みます」


    「残念ながら上官命令が出ております。ドレイクは見つけ次第、息の根を止めろと」


    　ロックラインは冷たく言い返してドレイクにリボルバーを向ける。


    「どうしてもご協力いただけないのでしょうか。私には貴女がたの力が必要なのです」


    「ドレイク、『動くな』」


    　ロックラインの言葉に、前に一歩踏み出そうとした紳士がそのまま場に固まった。


    「む？」


    　ドレイクは怪け訝げんな声を上げた。意思に反して体が動かない。


    「私がやるか？」


    「俺がやる」


    　囁ささやきが交わされると、ハンターは自分の腰から幅広のナイフを抜くと警戒もせず近づきドレイクの喉のどを一いつ閃せんした。


    　血を噴き出して倒れるはずのドレイクの姿が揺らぎ、陽かげ炎ろうのように搔かき消える。


    「仕方ない。皆さんには強制的に手伝っていただくことにしましょう」


    　背後から聞こえた声に、ハンターは目を細めて振り返る。途中でその動きが止まった。


    　同行していた兵士たちが、仲間であるはずのハンターに銃を突きつけている。


    「ハンターさん、貴方あなたには暗示がかかりにくいのですね。ならば貴方以外の全員を貰もらい受けましょう。丁ちよう度ど女王が食事をするのに餌えさが足りなかったところでね」


    　ハンターのこめかみに、ロックラインが銃を軽く押し当てた。続いて撃げき鉄てつが下りる音。ぶるぶると震える銃口と、脂あぶら汗あせの浮かんだ必死の形ぎよう相そうから、彼女の行動が本意でないことを知る。


    「私が目指す世界は、『因いん子し持ち』の貴方がたにとって、大変素晴らしい世界になるのです。手伝ってはもらえませんか？」


    「それはお願い？　それとも命令？」


    「貴方に命令は無理でしょう。強制もたった今拒こばんでしまった。私からの、ささやかなお願いです」


    　ハンターはじっとドレイクの顔を見つめるとにやりと笑む。


    　吊り上がった唇から、長い牙きばが現れた。


    「あんたみたいな下等生物にかしずくのだけは御ご免めんだね」


    「残念です。ではお休みなさい、いい悪夢を」


    　ぐり、とこめかみに押し当てられる。ロックラインの指に力がこもる。


    　引き金が絞られ、廃村に銃声が響き渡った。
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    　たった四人、密林に放り出された日の夕方


    



    「ワゥドグリン？」


    「そう。とても丁てい寧ねいなお返事、頂いただけたわ」


    　一通の手紙を手にするミッケラは、機き嫌げんよく頷うなずいた。


    　夕方になって待ちに待った返事がやってきたのだ。


    「ちょっと見せてくれよ」


    　レアールが手紙を覗のぞき込むが、便びん箋せんには何も書かれていない。真っ白な紙だ。


    「？」


    　不思議そうに紙に手を這はわせるレアールに、ミッケラが説明をする。


    「受取人と差出人にしか見えないお手紙なのよ。魔術師や呪じゆ術じゆつ師しのヒミツの会話に使うものなの」


    「なんだ、つまんないな」


    「文字が見えたってアンタ。読むのにちょっと時間かかるでしょ？」


    　レアールが椅い子すに座りなおすのを待ち、手紙の内容を伝えた。


    「中佐が言うにはね、あの壺つぼに入ってるのはワゥドグリンっていう緑色の蟻ありだそうよ。まじない用の蟻さんね」


    　そう言って村で見た壺の形を両手で再現してみせる。


    「密林にならどこにでもいるこの虫こそ、その呪のろいの形体なの。この壺の中には緑の蟻が収められていて、呪術師がコマンドを唱となえると壺から這はい出て敵を喰い殺すらしいわ」


    「壺に収まるほど少ない数で、相手を喰い殺せるんですか？」


    「そこがこの蟻のすごいところ」


    　アーバティの言葉にミッケラが顔を輝かせる。


    「目標に達するまでにありとあらゆる生命を喰らっていくのよ。そうやって彼らの女王はどんどん卵を産んで仲間を増ぞう殖しよくさせていく、卵が孵ふ化かするのだって数分で済むんですって」


    「えげつないな」


    「ただワゥドグリンにも色々性質があるわ。例えば明かりであれば陽光だろうと松たい明まつの明かりだろうと大嫌い。これは彼らの共通した性質なんですって」


    「種類は？」


    　再び手紙に視線を戻す。


    「大きく三種類。羽は蟻ありタイプ、地面を歩くタイプ、ギミックを使うタイプ」


    「ギミック？」


    「襲った獲え物もの、例えば動物の皮をかぶって移動するのだそうだよ。そうすれば光の直射はかなりの量を遮さえぎられるから、密林なら日中でも移動出来る。それで新しい獲物のそばまで近づき、相手が攻撃なり油断している隙すきに、かぶっていた皮を捨てて獲物に襲いかかり、また新しい皮をかぶって徘はい徊かいするってね」


    「私たちが遭そう遇ぐうしたのは、羽蟻型のワゥドグリンというわけですね」


    　アーバティの言葉にミッケラは指をパチンと鳴らして同意する。


    「その通り！　さらに言うとね、基本的にワゥドグリンは目的遂すい行こう型で、無関係な人を襲わないんですって。だって村で使った時に、自分以外の村人たちを無差別攻撃しちゃったら大変じゃない？」


    「じゃあどうして襲ってきたの？　みんな悪いことしていない。父さんだって……」


    　アーバティの発言を聞いて、レアールは村むら長おさの言葉を思い起こす。


    「そういえば村長が言ってたな。壺つぼの取り扱いにはいくつか注意点があるって」


    　壺に描かれていた紋もん様ようを書き写す作業に没ぼつ頭とうしていたため、ろくに聞いていなかったけれども。


    「そう。まずは絶対に壺を破壊してはならないの。中身が入っていようと入っていまいとね？　壺を破壊されると、ワゥドグリンはそれ以後の命令を一切受け付けなくなり、暴走した挙あげ句くに術者を喰い殺すってさ」


    「厄やつ介かいな魔法生物だ。他に中佐は何か言っているかね？」


    　心得たミッケラが頷うなずき、手紙を読みはじめた。


    「彼らは他のワゥドグリンを見つけた時には、殺し合いをはじめるそうです。ターゲットを定められた状態でも同族抹まつ殺さつ最優先。他の蟻でも同じような性質を持つものがいるから、ベースになった蟻さんから受け継がれたのかな」


    「ワゥドグリンを用もちいないで駆く除じよする方法は書いてないのか？」


    　レアールの言葉にミッケラはしばらく手紙を読んで頭を振った。


    「今のところ強烈な光に当てるしかないらしいわ。松たい明まつや焚たき火びの明かりならともかく、懐かい中ちゆう電でん灯とうみたいな人工物の光で怯ひるんでくれるかどうか……」


    「恐らく人工物の光でも攻撃は可能だと思う」


    　ミッケラの不安めいた言葉に、レアールは一回目の襲撃を思い起こしながら答えた。


    　彼らが襲われた時、兵士側のキャンプにいた誰かが照明弾か信号弾を撃った。暗闇で襲ってきた相手の正体を確認するための明かりであったと思っていたが、襲撃者の性質を理解した上での行動だったのかもしれない。


    　ともかくあの光のおかげで、近くまで迫っていたワゥドグリンは夜や陰いんへと逃走したのだ。


    「あの人たちと別れたのは間違いだったかな」


    　レアールは数日前に別れた兵士たちを思い出す。彼らなら強烈な光を発する信号弾や照明弾を所持していたはずなのに。


    　思考の海に潜り込もうとするレアールに代わって、アーバティが声を上げた。


    「お父さんのことは、何か書いていませんか？」


    「ちょっとまってね。えーっと」


    　ミッケラは髪を搔かき上げ、素早く文を読み進める。ある箇か所しよに目が止まり頭を振った。


    「残念。書いてないわ」


    　俯うつむいて悲しい表情を浮かべるアーバティをレアールが慰なぐさめる。


    　その様子をうかがいながら、ミッケラはちらりと手紙に視線を戻した。


    　そこにはコフィ・アドバラムの死亡と、失しつ踪そうしたと聞かされていたドレイクの目的が書かれている。


    「先生」


    　手紙を見せる。コールランドも連名で宛あて名なに記されているのだ。


    　ドレイクに関する問題のくだりを見たコールランドは、ミッケラに対して静かに頷うなずいた。


    　今の処置に問題なしという意味だ。


    「どうしますか、先生。一度戻ります？」


    「アーバティ君にまで何か起きてしまっては、コフィ君に申し訳が立たない。一いつ旦たん外に出て、ディモン大佐に捜そう索さく隊を組んでもらおう」


    「いやです！　私、ここに残ってお父さんを捜します」


    　涙を拭ぬぐいながらアーバティが言い張る。


    「だって……お父さんが助けを呼んでいたら？　今なら助かるかもしれない」


    「そうかもしれないけど、でもアーバティ。相手が暗闇に潜ひそむのなら、いつまでもこうしているのは得とく策さくじゃないわ。せめて途中で立ち寄った村まで退しりぞいた方がいいと思うの」


    　ミッケラは指で辺りを指し示す。彼らが今いる場所は、昼間は木陰になって日光を遮さえぎる場所だ。そして月明かりも遮られる。


    「どうして残っちゃいけないの？　私一人でもお父さんを捜しますから」


    「駄目だってばっ」


    「どうして駄目なのよ」


    「駄目なものは駄目なのっ」


    「理由になってないわ！」


    　声を荒らげる女性二人の声に、聞き慣れた男の声が重なった。


    「お───い」


    　暗がりから呼びかけてきた声に、アーバティが反射的に立ち上がる。


    「お父さん！」


    　そして声の方角に向かって駆け出した。足場が悪くて視界が利きかないのにもかかわらず、軽やかに走る少女の後ろ姿にレアールは思わず感心する。


    「待ってアーバティ！」


    　ミッケラが呼びかけるが、アーバティは無視して走って行く。


    　どこからか現れたコフィの胸に、少女は勢いよく飛び込んだ。


    「よかった……よかった」


    　父親に抱きつき、涙ぐむ。


    「兵士のみんなに護ってもらったんだ。おかげで助かったよ」


    　コフィの言葉に、彼の背後にいる二人の兵士の存在に気付く。


    　父娘が無事再会したことにほほ笑んでくれているようだった。


    　アーバティはその二人にほほ笑み返し、父をしっかりと抱き締める。


    「いなくなってしまったから、どうしたのかと」


    「アーバティ、駄目！　コフィさんはもう──」


    　ようやくミッケラが追いついたが、息切れして言葉が続かない。


    　なんとか肩で呼吸しながらアーバティの手をつかんだ。父娘を引き離そうとするミッケラの目が、コフィの背後に立つ兵士に向けられ、硬直した。


    　アーバティは、自分の腕を摑んだまま硬直している連れの少女を見た。そしてミッケラが凝ぎよう視ししている兵士たちに視線を戻す。


    　彼らはまだ笑っている。でも妙みようだ。


    　何が妙であるのか、アーバティには一瞬判別がつかなかった。でもよく見ると兵士の顔がいやに平面的に見える。


    　皮ひ膚ふが突っ張っている？　どうして？


    　理由を考えるアーバティの手に小さな虫が這はう。条件反射で視線が自分の手に移った。そこにいたのは大きな蟻ありだ。


    　ひとつの可能性を思いついた瞬間、アーバティの心臓が大きく跳はね血の気が引いた。


    　兵士の目は笑っているのではない。彼らは体の内側から縫い付けられている。口も同じ。縫われた分、皮膚が引っ張られ、突っ張って見えていたのだ。


    　アーバティの体がガクガクと震えだす。彼女の背に回されたコフィの腕にゆっくりと力が込められる。


    「ライティス、助けて！」


    　救いを求める声に合わせるかのように、コフィであったものの体が崩れ、濃緑色の羽虫が二人の視界を覆おおい尽くした。


    「いやああああああああああああああああっ」


    　耳のそばで無数の虫が羽ばたく音がする。


    　錯乱状態に陥おちいって手や頭を振り回すミッケラとアーバティの耳に、遠くでレアールとコールランドの叫ぶ声が聞こえた。


    「助けて！　たすけて！」


    　アーバティは両手で耳を塞ふさぐ。耳の中にまで蟻ありに入り込まれたのか、手で塞いでも羽音は間近に聞こえる。


    　口の中に虫が飛び込んできていることにも構わず、ミッケラは恐怖の叫びを上げ、気絶した。


    　濃緑の空間から上がった二人の悲鳴を聞いてレアールが叫ぶ。


    「ミッケラ、アーバティ！」


    　ライフルを構えるが、二人に当たることを恐れて撃つことが出来ない。


    「返事をしろ！」


    　ようやくミッケラの叫び声が微かすかに聞こえた。しかし羽音で遮さえぎられて正確な場所が分からない。


    「撃て！」


    　コールランドの高い声に背を押され、緑の塊のもっとも濃密な部分に発砲する。


    　羽虫の大群は人間たちを嘲あざ笑わらうように波打つような音を立てながら動きを変え、そして森の奥へと退ひいていく。


    「待て！」


    　走って追いかけようとするレアールの前に、二人の兵士が立ちはだかった。


    「退どいてくれ」


    　銃で脅おどすが、二人の兵士は前進する。


    　コールランドがレアールの背後からひょこりと顔を出す。そして嫌いやなものを見たというように顔をしかめ、兵士の正体を言い当てた。


    「ワゥドグリンが入っているようだねぇ」


    「なんで分かるんです」


    「よく御ご覧らんよ、顔に凹おう凸とつがまったくない。それだけで異常だよ」


    　ゆっくりと前進する兵士の足に発砲する。銃弾は貫かん通つうし、そこから濃緑色の蟻があふれ出てきた。


    「あぁ……くそ」


    「レアール君、逃げるんだ。今は歯が立たない」


    　コールランドがズボンの裾すそを握り、後方へ強く引く。しかしレアールは動かない。


    「レアール君っ」


    「ちくしょう！」


    　コールランドの手を払いのけ、近づきつつある兵士の顔にライフルの銃じゆう底ていで殴りかかる。実体のないものに殴りかかった時のような、空虚な感触が銃底越しに伝わる。


    「ミッケラたちを返せ！　この化け物ども！」


    　激しく殴おう打だするが、まったく手応えがない。二人の兵士に左右を挟はさまれ抱き付かれると、ごとりと兵士の頭が力なく垂たれ下がってくる。耳の穴からもぞりと濃緑色の羽は蟻ありが現れた。兵士の体を伝い、もがくレアールの首筋に張り付くと、蟻たちは鋭い牙きばで皮ひ膚ふを嚙かみ破いた。


    「ぎゃあああっ」


    　あっという間に少年の全身に蟻が集まる。


    　レアールは蟻を振り払おうとしてもがく。隠かくれ蓑みのの役目を果たし終えた兵士の皮が、蟻の代わりに地面にぼとりと落ちた。


    「レアール君！」


    　コールランドの叫びに反応して蟻の群れがざわりと波打ち、その小さな体に襲いかかる。


    「うわっ。こらっ。ちょっと待ちたまえ！」


    　コールランドは後ずさりし、蟻から逃げ出す。その頭上を蟻が飛び越え行く手に先回りすると、幼児の周囲を『緑の闇』が取り囲んだ。


    「こ、これがガリエリテの娘か……この呪じゆ術じゆつ形態は……いやいや今はそれどころでは」


    　助かる術すべがないかとキョロキョロするコールランドの背後で、蟻にたかられたレアールが地面に倒れ込んだ。少年は地面を転がって虫を払おうとするが、羽蟻は一度は地面に落ちるもののすぐにまた群がってしまう。


    「が……っ、ぐあ」


    　払っても払っても肉をついばまれ、むしり取られていく。


    　ぷつ。ぷつ。ぶち。


    　その音が聞こえるたびに意識を手放しそうになる。しかし肉と神経を貪むさぼられる苦痛で気絶したくても気絶出来ない。


    「はぁ、はぁ」


    　呼吸しようと口を開ける。すると口内に蟻が侵入し、柔やわらかい口の中の肉に嚙み付きにかかる。口から搔かき出そうと手を近づければ、新たな蟻が口内に飛び込む。鼻の奥の粘ねん膜まくを食い破られ、血が吹き出るのが分かった。


    　体の内外で続く拷ごう問もんに、レアールは気が変になりそうだった。


    「た、助けてくれ！」


    　羽音でうるさい中で、コールランドの必死の叫びを耳が拾う。それが最後の音だった。


    　耳の中に入った蟻に、ぶつりと鼓こ膜まくが破られた。途端に死の静せい寂じやくがレアールを襲う。


    　全身を蝕むしばまれる激痛は相変わらずだが、聴ちよう力りよくの喪そう失しつと共に現実味が徐々に薄れてきた。


    　唇の肉も殆ほとんど食われてしまったはずだ。目や瞼まぶたは最後なのか、まだ食われていない。


    　でもここで助かっても、全身を襲う激痛は、やまないだろう。体内を這い回って肉や臓器を食い荒らされる苦痛と、周囲の好奇心交じりの憐れん憫びんを受けるぐらいなら、ここで死んでしまった方がマシだ。


    　ああでも。


    　レアールは二人の少女のことを思う。


    　脳のう裏りに浮かんだ少女らの表情が、悲しげなものに変わった。


    　ごめん、二人とも。もう駄目だ……。


    　意識が濃緑色の沼に落ちかける。


    　小さな光が灯った。チカチカとレアールに合図を送るように輝く。レアールがそれに気付いた瞬間、フラッシュのように強烈な光が三度放たれた。


    　意識が急速に浮上する。


    　瞼まぶたを閉じてワゥドグリンの中にいても分かる、眩まばゆい光が彼の周囲を取り囲んでいた。


    　その光の出現と共に、全身を苛さいなんでいた蟻ありが体から落ちていく。


    　続いて何者かに乱暴に襟えり首くびをつかまれ、口の中に手を突っ込まれた。えずいて胃いの中のものを吐き出す。食道や胃いを攻めていた異物が吐き出されていった。


    　嘔おう吐とがやむ。


    　ちくりとした痛みが左の首筋に走ったところで、レアールの意識は今度こそ途絶えた。


    



    
      ＊

    


    



    　パチパチパチ


    　焚たき火びの薪まきが燃える音で、レアールは濃緑の世界から復帰した。


    　目を開いて最初に見たのは、焚き火の明かりに照らし出されたコールランドの不安そうな顔だ。その背後には夜が広がっている。


    「レアール君？」


    　コールランドの声が聞こえる。鼓こ膜まくは破れて使い物にならなくなった筈はずなのに。


    「……先生？」


    　何とか出た声も掠かすれ、自分にさえ聞き取りづらい。


    　もう一度口を開こうとしたが、コールランドは優しく止めた。


    「大丈夫、ちゃんと聞こえたよ。それにしてもよかった、蟻の毒も消えたようだし……彼のおかげだね」


    「彼？」


    　コールランドの視線を追って、頭を左に動かす。


    「ほら、ミゼラータ。二人を見つけたご褒ほう美びだ」


    「ニャッ」


    「ハンター大尉？」


    　レアールが言い当てると、焚たき火び越しにほほ笑みと頷うなずきが返ってきた。別れる間ま際ぎわには恐ろしく感じた青紫の瞳が、今はとても懐かしい。


    「先生、蟻ありは？」


    「ハンター君が照明弾で駆く除じよしてくれた」


    　コールランドの落ち着いた声に、レアールはまどろみかける。


    「ミッケラとアーバティは？」


    「さらわれた」


    　それを聞いた瞬間、急に意識が覚かく醒せいし、少年は起き上がる。途端に全身に激痛が走った。


    「起きちゃいかん」


    　叱しかりつけて寝かせようとするコールランドに頭を振る。


    「二人を助けないと」


    「連行先は大体分かっている。すぐには殺されない。安心しろ」


    　確信をもったハンターの一言に、レアールが問いかける。


    「どういうことだ？」


    「お前は身体を癒いやす必要がある。話はそれから」


    「言えよ」


    　レアールは身を起こそうともがく。腕から血が滲にじみ、脂あぶら汗あせが服を濡らす。


    　皮膚のいたるところが破れ、土にトンネルを掘るように肉が抉えぐられているのを見て、思わず目をつむった。


    　コールランドと顔を見合わせたハンターは音もなく立ち上がるとレアールの前で屈かがむ。人形のように整った顔に労いたわるような表情が浮かんでいる。


    「半死の状じよう況きようを救ってやったんだ。もう少し命は大事にして欲しいもんだな」


    「なに？　どういうことだ？」


    　説明を求めるレアールを、コールランドが複雑な表情で眺める。


    「ハンター君が助けに来てくれた時……レアール君はもう虫の息だった。体の内側も外側も今よりずっと損そん傷しようが激しくて、それはもう酷ひどい有様だった。仮に命拾いしても体は元のように動けない。でも彼の因いん子しなら助けられるかもしれないと思った」


    「因子？　助ける？」


    「そう、因子だよ。因子を持つ者なら、神の許へ旅立とうとしている魂たましいを、たった一度だけ呼び戻すことが出来る。そう聞いたことがあったから、一いちか八ばちかの賭かけをしたんだ」


    『因子持ち』。


    　その一言で自分の身に何が起きたのかをレアールは悟った。


    「君が死んでしまったら、誰一人としてこの密林から抜け出ることは出来ない。私たちには君が必要なんだよ、レアール君。特に私には君が必要だ」


    「僕の意思も聞かないままじゃないですか」


    　コールランドに詰め寄ろうとするレアール。


    　しかし体の節ふし々ぶしに激痛が走り、無ぶ様ざまに顎あごから地面に倒れ込む。


    「くっそぉ……。親父おやじとお袋ふくろに絶対、『因いん子し持ち』にだけはなるなって言われていたのに」


    「過去なんざどうでもいい、今が肝心だ。お姫様がたを助けて、男を上げるのは今しかないんだよ。分かったかナイト様？」


    　この言葉と共に、ドアをノックするようにレアールはコツコツと二度頭を叩かれる。


    　ハンターの声と手はどういう仕組みになっているのだろう？　グルグルと渦うず巻まいていた頭の中がすっと冷えた。


    「わ、分かった」


    「そりゃ良かった。じゃあ落ち着いたようだから、一言いってもいい？」


    「なに」


    「まずは『吸血鬼因子持ち』おめでとー」


    　コールランドとハンターからまばらな拍はく手しゆが起こる。


    「はぁ」


    　レアールのテンションの低い返事に構うことなく、ハンターは先を続ける。


    「さて少年。『吸血鬼因子』って何が出来て、何が出来ないか知ってるかな？」


    「要するに蚊かだろ」


    　ぱちんとレアールの頰ほおが鳴った。ハンターが頰を打ったのだ。


    　急な出来事にレアールが目を白黒させながら頰をさすると、むすっと黙り込んだハンターは自分の手の平をレアールの前に突き出した。


    　潰つぶされた大きな蚊が、手の平に張り付いている。


    「これが蚊。俺たちは『吸血鬼因子』。次に蚊って言ったら怒るぞ。いいな？」


    「怒ったくせに」


    　ハンターは手についた蚊を払い落とす動作で、レアールの呟つぶやきを無視した。


    「摂せつ取しゆは必ずしも必要ではないけれど、血液に対して執しゆう着ちやくするようになる。それと個体差があるが五感のいずれかに変化が起きる。どんな変化が訪れるかは、因子が定着した後のお楽しみだ」


    「それっていつ出るの？」


    「今日の夜あたりには、何かしらの変化を感じるだろう。視力が良くなったり、鼻が鋭えい敏びんになったり、みんなが自分の声に酔いしれてくれたり」


    　曖あい昧まいに頷うなずくと、先を続けられる。


    「『因いん子し持ち』の注意点と、吸血鬼因子としての注意点があるので説明する。これは『因子持ち』の義務なので、ちゃんと聴くように」


    



    　ひとつめ。『吸血鬼因子』持ちは、どんなに喉のどが渇いても、病死がほぼ確定している重病人と死体の血は口にしてはいけない。


    　まずいうえに、全身に針を突き刺されるような激痛を三日三晩味わうことになる。『吸血鬼因子』は血液の病原に強い因子であるが、それでも勝てないものはあるということを念ねん頭とうに置くこと。摂せつ取しゆ対象は健康体が望ましい。


    　ふたつめ。喉が渇いている状態で他者に近づくと、体がその血を渇かつ望ぼうすることがあるが、相手の同意を得ないまま、衝動に任せて動かないこと。確実に嫌われる。


    



    「そして次が『因子持ち』が知っておくべき義務だ。簡単にいくつかあげる」


    



    　ひとつめ。因子を『ヒト』から感染された場合、『親』にあたる因子持ちは『子』にあたる『因子持ち』に、自身の因子の『種類・特徴・嗜し好こう性』を明らかにする義務がある。


    　なお『親』が『ヒト』ではない・あるいは人間社会に属していない場合、この点は考慮されるが『因子持ち』になった者は速すみやかに保健所へ通つう告こくし、自分の因子が何であるか明らかにする義務が生ずる。人間社会に属している・あるいは意思疎そ通つうが図れる場合は、『親』が『ヒト』である例に準ずる。


    　ふたつめ。『因子持ち』は、自分が現在住んでいる自治体の役所に『因子持ち』であることを届け出る義務がある。


    　雇こ用ようされる場合は、雇用契約する前に必ず告こく知ちすること。また雇用後に『因子持ち』になった場合も、雇用先と役所に速すみやかに届け出ること。この義務を怠おこたった場合、解雇されても文句を言えない。


    　届出料は無料。役所の窓口は午前九時から午後五時まで。業務時間の延長はしない。本人が役所に出しゆつ頭とう出来ず代理人が届け出る場合は、役所に用意されている『代理人証明書』も一緒に提出すること。窓口は混雑が予想されるので、早い時間に役所を訪れて順番待ちすることが望ましい。


    　みっつめ。意図的に因子をばらまくような『テロ活動』を行った場合、身分貧ひん富ぷを問わず高確率で処分されるので要注意。無自覚でのばらまき行為も違法である。


    



    　英国の場合、違反が発覚し逮捕された後は基本的に裁判が行われる。軽度で初犯の場合は、警察と保健所の無期限の監視が付き、情報は周辺の住民に知らされる。度たび重かさなる再犯や重犯罪の場合は絞こう首しゆ刑けい。文字通り『処分』される。


    　また重度の違反者・再犯者の場合、『因いん子し上の親子』にも監視が付けられる場合がある。監視の結果、類るい似じした犯罪を重ねる可能性があると認められた場合には、保護という名目で役所の職員と警察に連行される。その行く末は分からない。


    　もし逮捕・監視・死刑を不服として抵抗した場合には、被害者の拡大を阻そ止しする為ために銃殺も止やむ無なしとされる。ただその権利は誰にでも与えられるものではなく、国王陛下の信任を得た特定の組織──身近で言えば軍や警察──に限られる。


    



    　これが英国議会の考えた『約束事』だ。


    



    「し、死刑か……厳しいなあ」


    　絞首刑の一言に、心臓がギュウと締めつけられるような苦しさを覚える。蒼あおい顔をしたレアールにコールランドが付け加えた。


    「我が国は昔から処刑が大好きだからね」


    　他国では死刑が存在しない国もあるし、裁判の場も与えられずに即処刑の国もある。英国では死刑をなくそうとする運動も起きているが、現状はハンターが述べた通りだった。


    



    「その他にも細こま々ごまとした規則はあるが、『因子持ちに関する法律　最新版』という冊さつ子しが役所から出ているので、帰国後なるべく早い時期に確認するように。こんな分厚い本だけど」


    　ハンターが親指と人差し指で五センチほどの幅はばを作ってみせる。


    「う……っ、わかった」


    　レアールは子供向けの本なら読めるようになったものの、法律の本は難しい単語や言い回しが多くてまだ思うように読めない。帰ったらコールランドかミッケラに読んでもらわねば。


    「思った以上にやること満載だな」


    　長い説明を聞き終えて溜ため息いきをつく。


    　無事に目覚めたものの、ひどく体がだるい。


    「時間はないけど、少し寝るよ。頭の中もすっきりさせたいから」


    「寝ちまえよ、見ててやるからさ。勝負は明日の夜だ」


    「ありがとう」


    　ハンターに対して素直に礼をのべ、体を横たえなおすと目をつむる。


    　すぐに眠気はやってきた。


    



    　それから何時間眠っていたのだろうか。


    　次にレアールが目覚めた時、コールランドとハンターの姿はこの場になかった。


    　辺りはすっかり明るくなっている。


    



    　置いていかれた？


    



    　不安に駆られて辺りを見回すレアールを安あん堵どさせるように猫の鳴き声が聞こえる。


    「ミゼラータ？」


    　言い当てると再び声がして、壁のように高い樹木の盤ばん根こんから黒いネコ科の猛獣が姿を現す。


    「二人はどこに？　まさか僕を置いていったのか？」


    　ミゼラータはもう一度鳴く。


    　それはまるでレアールの問いかけを否定しているような鳴き方だ。


    「ひょっとして言葉、理解してる？」


    　応えるように鳴き声ひとつ。


    　レアールは少し考えてミゼラータに両手を差し出した。


    「こっちにおいで」


    　ミゼラータは盤根から飛び降りて両手の匂いを嗅かぎ、不思議そうにレアールを見上げてくる。その金色の瞳を見ながら、レアールはゆっくりと語りかけた。


    「僕の右手がイエス。左手がノー。問いかけが分かったら、どちらかの手を触ってくれるかな？」


    　鳴き声と共に、レアールの右手にミゼラータの左前まえ肢あしが触れる。固い肉球の感触が手の平に伝わる。


    「君はミゼラータ？　僕の名前知ってる？　嫌いな食べ物ってある？　僕のこと好き？」


    　イエス。イエス。ノー。イエス。


    「おおお……っ」


    　レアールは歓喜の声を上げた。こんなに簡単に意思疎そ通つうが出来るとは思わなかった。


    　緑が生い茂る密林の奥地で、一頭の獣けものと心を通わせたこの感動。一体誰に伝えよう!?


    「先生、やりました。人間の女の子には嫌われても、ランウィッドの女の子には嫌われてないようです……！」


    　感動に打ち震えていると、ミゼラータが再び鳴いた。質問を催さい促そくされているようだ。


    「先生たちはここに帰ってくるかな」


    　イエス。


    「賢かしこい子だなぁ」


    　感心しながらミゼラータの頭や喉のどを優しく撫なでる。


    　一人でないという事実に幾いく分ぶんか気を楽にしたレアールは、二人が戻るのを待つことにした。


    　そう時間もたたずに人の気配が近づいてくる。


    「おはよう少年。退たい屈くつさせちゃったかな？」


    　ハンターは左手にコールランドの右手を握り、右手にはそれなりの大きさの蛇へびの首の下あたりを鷲わし摑づかみして引きずりながら戻ってきた。


    　蛇はすでに死んでいるようで、ぐったりとしている。


    「ど、どんなふうに倒したのそれ」


    「えぇ？　普通に絞めたよ。もちろんそれだけじゃなくて、石で頭部を殴ったけどね」


    　蛇も辛つらかったろうにな……。


    　レアールは心の中でしみじみと呟つぶやき、一通りの同情を蛇に示してから、新たな疑問を口にする。


    「じゃあ、どうするんだよそれ」


    　回答は行動で示された。ハンターはナイフを取り出すと、蛇の首を落として手際よく捌さばきだしたのだ。


    　綺き麗れいに皮を剝むかれていく蛇をぼんやりと観察しながら「ひょっとして、これが朝飯？」と問いかけ、異様な気配を察知してコールランドを見た。


    　コールランドはミゼラータと仲良く並んで座って蛇を見ていた。


    　調理される蛇を見るその姿は、まるで飢うえた齧げつ歯し類だ。


    　いや、飢えた齧歯類をまじまじと見たことはないけども。


    「まだかね、ハンター君」


    　急せかすコールランドは、ハンターの手で調理されていく蛇肉を見て涎よだれを拭ぬぐった。


    「なに先生。腕の見せどころはここからですよ」


    



    　そうだ寝て忘れよう。


    　そうしようそれがいい。


    



    　レアールは都合よく解釈して体を横たえなおし目を閉じる。


    「ハンター君も結構えげつないねえ」


    「いやいや。コールランド先生ほどじゃありませんよ」


    　空々しい会話と白々しい笑い。さらに会話と会話の合間には蛇を調理する音。


    　レアールはしばらく寝たふりを続けたが、香こうばしい香りが漂ただよいはじめると、その意思も砕けた。幼い頃から飢えには慣れているが、ここ二年ほどご無沙汰ぶさただ。余計に辛つらい。


    　腹も鳴ってしまったので、しぶしぶ目を開ける。


    　ワイルドに蛇肉にかじりついているコールランドが見える。


    「なかなか美び味みだよ」


    　無口で肉を貪むさぼり食らっていたコールランドが、レアールの視線に気づいて笑顔で味の評価をする。


    「先生。早く移動しないとアーバティが危険ですよ」


    「お前が胃い袋ぶくろを満たしたら移動するよ。それまでは休きゆう憩けい」


    　ハンターは焼いたあとによく冷ました肉を自分の手の平に置く。ミゼラータが鼻先を近づけて肉の臭いを嗅かぎ、ぱくりと口にくわえて咀そ嚼しやくしはじめた。


    「ところで少年」


    「少年じゃない。ちゃんとライティス・レアールって名前がある」


    「じゃあレアール。口開けろ」


    「食べないからな？　口に突っ込んでも吐くからな？」


    　一言断ってから口を開ける。レアールの口の中を見た二人から、うわぁ、と気の抜けた声が上がった。


    



    　なんだ？　なにが起きたんだ？


    



    　疑問を抱くレアールに、コールランドが自分の荷物から手鏡を取り出して差し出した。


    　それで見ろということらしい。


    　レアールはコールランドから手鏡を受け取ると覗のぞき込んで口を開ける。


    「……んがっ？」


    　上うわ顎あごの左右の犬けん歯しが、ほんの少しだが不自然に伸びている。


    　前に鏡を見た時の犬歯と比較して約一・五倍。肉食獣のように凶悪な鋭するどさはないが、これで嚙みついたら相手はさぞかし痛い思いをしそうだ。


    「日常に支障がない程度で良かったね。レアール君」


    「じゅうぶん支障があります。なんですかこれ」


    　レアールが歯を剝むき出しにして自分の犬歯を指すと、ハンターが答える。


    「吸血鬼因いん子しと獣人因子の多くが持つ牙きばだな。普通の人間の犬歯より少し長く鋭いのが吸血鬼因子の特徴。しかしずいぶんとなまくらな牙になったなあ」


    「人のこと『なまくら』扱いするなら、自分のはさぞ立派なんだろうな？」


    　挑いどむように言うと、即座にハンターの口が開かれた。


    　上顎の犬歯が細長く尖とがった牙へ変質している。


    「獣人因子持ちだと顔の骨格が変形するくらい太くて長い牙持ちがいるけど、吸血鬼因子持ちなら長さも太さもこの程度かな。一度『因子持ち』になったら他の因子には感染しないから、不幸中の幸さいわいじゃないか」


    「時間が巻き戻ればいいのになー……」


    　遠い目をして数時間前の失敗を悔くいるレアール。


    「いいか少年よく聞け。一から十まで自分の思い通りになる人生を送れると思うな。デートした先の先まで思い描いた初恋の少女へ告白したものの結果フラれる。鼻歌交じりで水溜まりをジャンプして避よけてみたならば、避けた先で鳥のフンに当たる。これが人生だ」


    　そんな経験あるのか。


    　心の中の呟つぶやきを感知したのか、ハンターに串くしの先を向けられた。串には絞め殺された蛇へびの頭部が、大口を開けた状態で刺さっている。


    　思わず上体を後ろに反らせたレアールにハンターは続けた。


    「つまずいた先に、底無しの穴が開いているかもしれないし、ちゃんとした地面があるかもしれない。つまずいたことが良いか悪いか、それはすぐに判断を下すものじゃない」


    「……そうだけどさ」


    　半日ほど眠っている間に、レアールの体は静かに動くなら支障ない程度に癒いえていた。


    　人が異世界の住人に何らかの形で接触して因いん子しに感染する。その感染者のことを『因子持ち』というが、彼ら『因子持ち』に多い共通の身体能力として普通の人間よりも高い治ち癒ゆ力があげられる。


    　レアールの身体もその例に漏れず、異常な回復力を持ったようだ。


    「部下やロックライン大尉は？」


    「拉ら致ちされた。ジェイ・ヴァン・ドレイクにな。コフィ・アドバラムに化けてた」


    「コフィさんに？　いつから？　ドレイクって失しつ踪そう中じゃないのか？」


    　矢や継つぎ早ばやの質問に、ハンターは欠伸あくびをしたあと答える。


    「出会った時からアドバラムはドレイクだった。ドレイクがアドバラムの皮をかぶっていたというべきかな」


    　何を言っているのか理解した瞬間、レアールは頭に血が上りハンターに詰め寄って胸倉をつかむ。


    「どうして言わなかったんだ。ミッケラとアーバティが危害を加えられずに済んだかもしれないのに！」


    　対する相手の表情と声は、果てしなく冷たいものだ。


    「バァカ。そんなことやったら、お前たちはここに入る前に死んでたよ。魔術師と正面からやりあうなんて恐ろしい話だぞ。それより食えよ」


    「こんなの食べなくても、体は動く」


    　幼児の手が、焚たき火びの前に突き刺された串くしを力強く握りしめた。


    　レアールが食事を拒否するかたわらで、コールランドは飢うえを満たすのに必死だ。


    「よぅしわかった。食べたくなるように、ドレイクのことを先に教えてやろう」


    　ハンターは腕組みして聞き分けのないレアールを見み据すえる。


    「ドレイクは魔術師としても大変優秀で、英軍の上層部の覚えはよかった。温和で知的、何をやらせてもそつなくこなせる万能人だ。ただこっちの方はちょっとヤバかった」


    　こっち、というところで自分の頭を突いてみせる。


    「まあ簡単に言えば、昔っから筋すじ金がね入りの魔術師至上主義者だったんだな。そして戦争に出て何を思ったのか、現代社会ではないがしろにされがちな『因いん子し持ち』や、魔術師の地位向上を図るべきだという結論に至ったらしい」


    　別に考え方として間違ってはいないと思う。


    　レアールが思ったままのことを呟つぶやくと、ハンターも頷うなずいて同意した。


    「志こころざしは立派だが、やり方がいけない。──ドレイクは英国で保管されていたワゥドグリンを奪った。あれは兵器であって人を救うものではない」


    　コールランドが口の中に含んでいた肉を[image: ]えん下かしてから口を開く。


    「本国でテロ行為が行われなかったのは不幸中の幸さいわいだね。それにしても壺つぼが本国にあったとは初耳だよ」


    「百年前に英国政府と契けい約やくしたタルパ族がいて、彼らが持ち込んだそうです。そのまま軍の保管庫行きになりましたが、つい最近まで誰も見向きしなかった」


    　コールランドは身を乗り出して聞き入る。


    「それでそれで？」


    「ドレイクは本国にあった壺を奪った後、残りの壺の回収をはじめた。五つめはビバイル婆ばあさんから。六つめは俺たちが発見したが仲間と一緒に奪われた。最後のひとつは、先生がたが訪れたあの村にあった」


    「他の人たちは捕まったんだろう？　どうして同じ場所にいた貴方あなたは無事だった？」


    「ミゼラータが助けてくれた」


    　ハンターは自分のそばでくつろいでいる猛獣の小さい頭を撫なでる。ランウィッドの長い尻尾しつぽが愛あい想そよく振られた。


    「ドレイク卿きようは結局のところ壺を集めて何をしようとしているんだね」


    「ガリエリテ女王の復活です。ビバイル婆さんが語った昔話の続きはこうでした」


    



    　はるか昔に語られた七つの村むら長おさは、最終的にはガリエリテを彼女の娘たちに喰らわせた。


    　しかし支配者である女王がいなくなると、七人の娘は全員、自分こそが真の女王であると思い、姉妹で殺し合いをはじめた。


    　村長は驚き、急いで娘たちを壺に収めると、お互いに遭そう遇ぐうしないで済むよう、方ほう々ぼうへ散っていった。


    　七人が争い最後の一人だけになると、その女はその時、真の女王となり、密林に再び君くん臨りんする。


    　だから決して彼女らを争わせてはならない。


    



    「でもワゥドグリンは別種を見たら攻撃するんだろう？」


    　レアールはそう言いながら、たった今聞かされた話を反はん芻すうする。


    「──そうか。殺し合いをさせてひとつにするのか」


    「ご名めい答とう。さらに言うと、因いん子し無しの娘を二人も連れて行ったってことは、器うつわも必要なんだ」


    「どういう意味？　供く物もつ？」


    　問いかけ先を促うながすレアールを無視して、ハンターは蛇へびの頭とのにらみ合いを続ける。


    　いつまでも無言のハンターに苛いらつきはじめたところで、コールランドが別の答えを出した。


    「ひょっとして、人身にワゥドグリンを宿らせるのかね」


    「そう。だからどちらかは女王になります。女王様が身体に宿ってからじゃ、殺して解放する以外に助ける方法がない」


    「でも七つめはまだ村にあるんだろう？」


    　レアールの言葉に、今度は何な故ぜか二人とも反応しない。


    　何か変なこと言った？　問いかけようとしたレアールに先んじてコールランドが口を開く。


    「食料を捕りに行くハンター君について行って、あの村まで足を運んだんだ。村だった所に人の骨はあったが、生きている人間は誰もいなかった。──もう壺つぼは奪われた後だった」


    　そんな大事な話はさっさと言えよ。


    　口に出なかったものの顔に出たらしい。レアールを見守る二人は大きく頷うなずいた。


    「その通り。さて、そろそろ動かないと時間がない。だからほら、さっさと食ってもらうぞ」


    「い・や・だ」


    　レアールは反射的に拒否して寝転がりなおす。


    「先生。僕らが持ってきたご飯は？」


    「全部蟻ありに食べられたよ」


    　レアールが眠っている間にコールランドは武器や荷物を探した。レアールが持っていたライフルは銃身が壊れて使い物にならない。


    「兵士は肉とか紅茶とか豆とかビスケットとか、美う味まそうな飯を食べてた」


    「戦闘食糧レーシヨンの事か。撤てつ収しゆうする時に装備ごと置いて来た。本当は置いて来る気なんてなかったんだけど、ドレイクに操あやつられた仲間が銃を乱射するから怖くて怖くて……。で、蛇へびもそれなりに美お味いしいよ？」


    　武器も食糧もないのに、弱肉強食の密林でこれからどうやって過ごす気だろう。──蛇をちらりと見てレアールは答えを知る。ハンターたちは暫しばらくの間やっていけそうだ。


    「飢うえて死にそうな時だって、どんなに生活が苦しくても、ハリーのことは食べなかったんだぞ！」


    「誰それ」


    　レアールは勢いよく身を起こし、二人にハリーの説明をはじめる。


    「飼ってたネズミの名前。先生に会う三日前に死んだんだよっ！」


    「その辺の雑草でもテムズ川の魚でも、飢えてたら何でも食いそうだけど。公園の鴨かもは食わなかったの？　美味しいよあれ」


    　ハンターの言葉にレアールが即答する。


    「あんな汚い川の魚食えるか。それに公園の動物は全部国王陛下か貴族の持ち物だろ！」


    「なら喧けん嘩かしてわざと警察に捕まって、留りゆう置ち場じようで飯食わせてもらうとか」


    　レアールは言い返そうとして口を開けたところで、ぴたりと思考が停止した。


    　辺りを沈黙が支配する。


    「……あれ？　ひょっとして言われるまで思いつかなかった？」


    　ハンターの言葉に見る見るうちに顔が赤くなっていくレアール。


    「と、とにかく！　底辺の暮らしを馬鹿にすんなっ。底辺には底辺なりのプライドがあるっ」


    「そうなんだー？　鈍にぶくてゴメンねー？」


    　語尾がいやに間延びしたハンターの口調に、神経を逆さか撫なでされてレアールは頭を搔かきむしる。


    「あぁもう！　人をからかうと痛い目見るんだぞっ」


    　吠えたところで、口の前に蛇へび肉の刺さった串くしが差し出された。


    「食べないっ」


    　即答して寝転がろうとしたレアールが、手の甲に奇妙な感触を感じて意識を向ける。そしてギクリと身を強こわ張ばらせた。


    　手の平大の黒くろ蜘く蛛もが、手の甲に乗り上げているではないか。


    「うわっ」


    　蜘蛛を振り落とそうとするレアール。それより早くに黒い猛獣ミゼラータが跳びかかった。


    「ニャッ！」


    　爪を伸ばしたまま、レアールの手を下敷きにして前まえ肢あしで蜘蛛を踏みつける。


    　爪がぐさっと手の甲に突き刺さった。ついでにぬちゃっとした感触も。


    　爪と手の間に挟はさまれた蜘蛛の腹が裂けたのだ。


    　踏みつけられたレアールの手とミゼラータの前肢の間から、蜘蛛の体液と一緒に小さい蜘蛛が散っていく。


    「うぎゃ───！」


    　レアールは、腕や手を無数の子蜘蛛が這はい回る感触と、ミゼラータの爪で生み出される激痛に悲鳴を上げる。しかし悲鳴を上げる人間に構うことなく、ミゼラータはレアールの手を下敷きにしたまま子蜘蛛相手に遊びはじめる。


    　ミゼラータの爪の洗礼を三度浴びた後、潰つぶれかけた蜘蛛を振り払って手をさする。


    「災難だったねー、少年。それもこれも飯を食うのを拒否するからだぞ」


    「見てないで止めろ！」


    「俺って女の子の意思を最優先する男だから」


    　沢たく山さんの蜘く蛛もを相手に遊びはじめたミゼラータの様子を眺めながらハンターはほほ笑む。


    　同性とは思えない、とても美しい女性的な顔だ。でも意地悪な笑顔だった。


    「蜘蛛も調理出来るけど……食べる？」


    「──蛇へびでいいよ」


    　レアールは火のそばにかけてあった蛇肉の串くしに手を伸ばして一口かじる。


    　食感が気になるものの、思ったほど悪い味ではなかった。
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    　　　　　５


    



    



    　レアールが『因いん子し持ち』として生まれ変わったその日の夜


    



    「いた……っ」


    　頭にズキンとした痛みが走り、彼女は呻うめき声を上げながら目を覚ました。


    「いたた……頭いたい」


    「大丈夫か？」


    　左からかかった艶つやのある女の声にミッケラはふいと顔を向ける。二、三日前に別れたはずのロックラインが、十字になった柱に縛り付けられていた。


    「あらお姉様、こんばんは？　いいお姿ですね」


    　手をひらりと翻ひるがえそうとしたが、動きが妨さまたげられる。むっとして自分自身をよく見ると、ロックラインと同じように十字に縛られている。
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    「誰がお姉様だ。右を見ろ。アーバティがいる」


    　ミッケラが首を巡めぐらすと、言われた通りアーバティが縛られている。


    「おはようございます、ご婦人方。丸一日ぐっすり眠っていらっしゃいましたね」


    　そう挨拶しながら目の前に現れた男を見て、アーバティが小さく息を呑んだ。


    「あなたはドレイクさん」


    「お久しぶりです、お嬢さん」


    「私たちを一体どうするつもりですかっ。お父さんは……お父さんはどこ!?」


    　震える声でアーバティが叫ぶと、ドレイクは不思議そうに首を傾かしげた。


    「貴女あなたは気付かなかった？　実の娘であるのに？　彼は一カ月も前に死んでいましたよ。そう、貴女と私が出会い、貴女の願いを聞いた直後のことです」


    「噓よ！　それじゃ今まで私のそばにいた父さんは誰だというの？」


    「そんなの決まっているじゃないですか。私がずっとそばにいたのですよ。正確にいうと、私の分身ですがね……ふふふ」


    　月明かりに照らされ、地面にドレイクの影がぐにゃりと起き上がった。


    　影は自立すると蠢うごめきながら姿を変え、コフィ・アドバラムの姿を模かたどる。


    「アーバティ、すまない……父さんの力がないばかりに」


    　コフィの声で語る、その表情、仕草、声。すべてアーバティが知る父親そのものだった。ミッケラは思わずロックラインに尋ねる。


    「な、何あれ。ヒューお姉様っ？」


    「まさか本物のアドバラムが生きていたのか？」


    「いやっ」


    　アーバティの頰に触れようとしたコフィの動きが止まり、表情が悲しげに曇くもる。


    「分かっている。お父さんが悪かった。お前たちのためを思ってがんばってきたつもりだったが、それは間違えていたんだ。でも分かって欲しい、こんな姿になっても、お前のことは愛しているんだよ」


    「お父さん……いつも家族のことなんて後回しで、お金かね儲もうけの話ばかりだった。……お母さんが死んだ時も、お父さんお葬そう式しきに来なかった……寂しかったの」


    　アーバティの瞳が潤うるみ、涙が零こぼれ落ちる。頰を濡らす雫しずくを拭ぬぐおうとコフィは指を近づけた。彼女に拒絶する素そ振ぶりはない。


    「お父さん、ごめんなさい。ごめんなさい」


    　嗚お咽えつを漏らす娘の頰を伝う涙を拭い、何度も頷うなずくと父はそっと抱き締める。


    「いいんだ、いいんだよ」


    　ぐす、と鼻をすすり涙を零す娘を抱ほう擁ようしていたが、その嗚咽する顔を凝ぎよう視ししてべろりと首筋を舐なめる。


    　短い悲鳴を上げて怯おびえるアーバティを見て笑いながら、コフィであったものは水風船が弾はじけるように破裂し、地面に散ったかと思うとドレイクの姿を形成していく。


    「この一週間、お父様は貴女あなたにずっと優しかったでしょう？　貴女が私に語ってくれた理想の父親がそばにいたのですよ。もっともそれは貴女が期待した実父ではありませんでしたがねぇ……ふふふ」


    　アーバティが涙を流しながら屹きつ然ぜんとドレイクをにらみつける。


    「私たちをこれ以上もてあそばないで！」


    「こらあっ、そこのドＳのロリコン魔術師！　か弱い乙女おとめをいたぶって、調子づいてんじゃない！　この縄解いて、堂々と勝負しろ──！」


    　ミッケラの怒ど声せいに、ドレイクはもったいをつけて振り返る。


    「何か？」


    「くぁぁぁっ、むかつく！　覚えてなさいよっ」


    　見習い魔女は鬼の形ぎよう相そうでにらんで吠えるが、本物の魔術師はどこ吹く風だ。


    「……落ち着け、ミッケラ・グリーン」


    　穏やかに叱しかりつけるロックライン。ミッケラは犬か猫のように喉のどを鳴らして魔術師を威い嚇かくし、月明かりを頼りに辺りを見回した。


    　石いし畳だたみが敷き詰められ拓けた地には、一本も樹木は生えていない。ただ蔦つたが幾いく許ばくか絡からんで石畳の上をのたうっている。この密林地帯で石を探すのも大変であろうに、ひとつひとつの石の面は大きい。


    「ここ、魔術の施せ行こう場なのね」


    　ミッケラの呟つぶやくような声に、ドレイクは大いに頷うなずいた。


    「そう！　こここそガリエリテの聖地。彼女が支配した土地にして封ふう印いんされた地です」


    「アタシをどうする気よ！　後でライティスにぶん殴ってもらうからね！」


    「残念ですが、彼はお亡くなりになりました。ガリエリテの媒体ばいたいに集つどられて、死なないものはおりません」


    　ドレイクに指差された方角を見て、短い悲鳴が二人の少女の口から上がった。


    　指差された方角に骨が山と積まれていた。月明かりの青白い光で骨だけが浮き出ていた。彼らが生前身につけていた装備に視線が止まる。二人は愕がく然ぜんとした。


    「あれ全部兵隊さんの骨？　肉は？」


    「ご想像の通りです。最後のひとつの壺つぼが手に入ったのです。もう餌えさに悩む必要もないでしょう。女王は今こ宵よい、復活する」


    　ドレイクは囚とらわれの三人に見えるよう、七つめの壺を高々と掲かかげた。


    　そして他の六つの壺が既に捧ささげられている石の台座に並べ、複雑な韻いんを含んだ呪文の詠えい唱しようをはじめる。


    　禍まが々まがしいその言こと霊だまに呼こ応おうして、壺つぼからゆらりと煙が立ち上る。壷の蓋ふたが開き七種類の蟻ありがそれぞれ這はい出ると、虫たちの隊列が満月に向かって伸びていく。


    　煙のような雲のような、そんなふわふわとした羽蟻の群れが入り乱れ、満月の月明かりの下もとで殺し合い肉を喰らう様は、気味の悪いものでもあり幻想のようでもあった。


    　やがて反発し合っていた七種の蟻は、ひとつの大きな球体を作り、緩ゆるやかに地上へ下り立つ。


    「さあ、御ご覧らんなさい。女王ガリエリテの降こう臨りんです」


    　固かた唾ずを呑み見守る三人の前で、黒色に限りなく近い濃緑色の球体が台座に着地する。


    　卵の殻からが割れるような音がして、中から褐かつ色しよくの肌をした手が勢いよく突き出た。


    　その細くしなやかな腕は、一度手を内側に引き戻した後、割れた殻の縁ふちに手をかけてゆっくりと壊していく。


    「ちょっと……ちょっとちょっとちょっと、ヒューお姉様、アレなにアレ？」


    「分からない。見た目は生身の人間に見えるが──」


    　ロックラインはゴクリと生なま唾つばを飲み込み、その先を続ける。


    「──そうじゃない、な？」


    　固い殻の内側から出て来たのは若い娘だ。虫の翅はねのように透き通った薄うす衣ぎぬを身にまとい、左手首と首元には月明かりを受けて輝く銀細工をはめている。


    　褐色の肌に腰まである黒い髪は緩やかなウェーブを描いている。メテララ村の住人たちに似た容よう貌ぼうをしているが、瞳は黒ではなく熱のない冷めた琥こ珀はく色だ。


    「女王陛下、ご気分はいかがですかな？」


    　娘はドレイクの姿を一いち瞥べつして目を細める。左手を腰に当て尊大な態度をとると、そのまま口を開いた。


    「輝く肌の魔術師とな？　お主か。幾千年の眠りから、わらわを呼び覚ましたのは」


    「左さ様ようにございます、陛下」


    「裏切り者どもはどうなっている」


    「ほぼ一いつ掃そうしてございます。一部は陛下のお怒りに触れるのを恐れ、現在この地を支配する東国の島国に逃げ去りましたが」


    「ふん……ゴミどもめが。すぐに叩きつぶしてくれるわ」


    　そして『女王』の視線がミッケラたちに向けられる。


    「それでそこの娘どもは、わらわへの献けん上じよう品ひんでよいのじゃな」


    　女王がすい、と三人を差すとドレイクは軽く頷うなずいた。


    　ガリエリテは優ゆう雅がな足取りで歩ほを進め、まずはロックラインの前に立つ。


    　その赤みがかった金髪軍人の首筋や胸元に顔を寄せて匂いを嗅かぎ、ぺろりと舌した舐なめずりする。


    「吸血女か。その穢けがれた体、あとでゆっくりと喰らってやるわ」


    「ふん。蟻ありに言われたくはない」


    　ガリエリテは、ロックラインの喉のどをつかんで爪を立てた。鋭い爪は喉を突き刺し、血液が女王の指を伝って地面に幾いくつかの染しみを作る。


    「かは……っ」


    「そこでしばらく悶もだえ苦しむがいい。お前の『声』が気に食わん」


    　喉を圧迫されて咳せき込むロックラインから爪を引き抜き、血で汚れた自分の指を舐め取ると、ガリエリテは同じようにミッケラに触れた。


    「ぎゃああああっ！　蟻女どっか行けー！」


    「うるさい娘じゃ」


    　女王はぱしっと頰を張り黙らせようと目もく論ろむが、ミッケラがその程度で黙るはずもない。


    「い……たぃっ」


    　一瞬言葉に詰まったミッケラだったが、すぐにぎりっとにらみつけわめきだす。


    「美少女呪まじない師のミッケラ・グリーンになんてことをしてくれるの！」


    　しかし、無言のまま女王に再び頰を張られた。ミッケラは痛みにじわりと涙目になる。それでもにらみつけると、ガリエリテはようやく口を開いた。


    「お主は吸血女より不ま味ずそうじゃが、供く物もつゆえ仕方なく喰らってやる。喜べ」


    「不味いって言うなっ呪のろってやるぞっ」


    「呪え呪え。人間の小娘の呪いなぞ、痛くも痒かゆくもないわ」


    　くくくと喉を鳴らして笑うと、女王は最後にアーバティにゆっくりと歩み寄る。


    「おぅ？　これはこれは……。因いん子しも持たず、魔に冒されてもおらん娘か」


    　ガリエリテの頰が緩ゆるんだ。口を開き笑みの形を作る。開かれたガリエリテの口の中に、無数の蟻が蠢うごめいているのがのぞき見えた。


    「ひっ」


    　怖おぞ気けに襲われたアーバティの体がガタガタと震え、見開かれた目から涙が零こぼれ落ちる。


    「おお……泣くな泣くな」


    　ガリエリテは指で涙を拭ぬぐい、頰を撫なで、喉を通って胸に手を置く。


    「娘よ、喜べ。わらわの殻からとして選ばれたお主は幸運じゃ」


    　ガリエリテは歌うように宣言する。


    　珠たまを転がすような、透明で高貴さを感じさせる声。


    「……いやっ」


    「何も苦しむ必要はない。わらわにすべてを任せ、心を開放すればよい」


    　若い肢し体たいが怯おびえて竦すくむのを、密林の女王は優しく抱き締めて包み込む。喉や頰、額ひたいに口付けをすると、最後に唇を重ねてくる。


    　その深い口付けにアーバティの体の力が抜けていく。拘こう束そくしていた縄を切ると、女王は生いけ贄にえの少女を抱き締めたまま、卵の殻からがあった台座に押し倒した。


    「さあ、生まれ変わる悦よろこびを、教えてやろう」


    　再び深い口付けをよこす。今度は状じよう況きようが違った。


    　うっとりとしていたアーバティの表情が強こわ張ばり、そして恐怖に青あお褪ざめていく。上に乗っている女王を必死に退どかそうとするが、アーバティを押さえ込んだ化物は岩のように重い。


    　ガリエリテは目を見開き顔の角度を変え、貪むさぼり続ける。その体の下で、若い肢し体たいが激しく暴れた。


    　女王は口の角度を変える。二人の口と口の間に出来たわずかな隙すき間まから羽は蟻ありがぞろりと姿を現し、触しよつ覚かくをピクピクと蠢うごめかすとアーバティの口の中に潜り込んだ。


    　アーバティは必死に手足をばたつかせて台座を叩く。恐怖に見開かれていた目がぐるりと裏返り、白目を剝むいた。喉のどを搔かきむしろうとした指が虚こ空くうにのばされ、台座に打ち付けられる。


    　女王の姿はアーバティの口を通じ、その体内に吸収されていく。ガリエリテの姿が薄れるにつれ、アーバティの手足の痙けい攣れんはより激しくなっていき、ミッケラは恐怖で喘あえぎながら叫んだ。


    「やめて！　彼女が死んじゃう！」


    　その叫びが合図であったかのように、アーバティの体の痙攣が止まった。


    　かと思うと、びくりと大きく身を跳はねさせる。


    「ひっ」


    　アーバティは身をくねらせ、弓ゆみ反ぞりに背を曲げ、悩ましい声が唾だ液えきで濡れた口から漏れ出す。


    「ふむ」


    　一いち部ぶ始し終じゆうを見ていたドレイクは、アーバティを見て首を傾かしげた。


    　次に空を見上げて、どこか退たい屈くつそうに呟つぶやく。


    「ガリエリテ女王が完全なる復活と覚かく醒せいを遂げるまで、少しの間がありますね」


    　しばらくそのまま空を見上げていたが、ふと何かに気付いて瞬まばたきを繰り返した。


    「おやおや……成なる程ほど。……ふむ」


    　シルクハットの縁へりに手をそえ、帽子の位置をなおすふりをして俯うつむく。思し案あんする表情を隠すためか。


    「よろしい」


    　手を打ちミッケラとロックラインの注意を自分に向けると、柔やわらかな笑みを浮かべる。


    「彼女が女王になるまで、私は席を外しましょう。『本部』への報告もあります。それでは、また後のちほどお会いしましょう」


    　ドレイクはそう言って慇いん懃ぎんに礼をすると、フロックコートの裾すそを翻ひるがえして姿を消した。


    



    
      ＊

    


    



    「いた」


    　レアールの声に、ハンターとコールランドは思わず顔を見合わせた。


    　普通の人間の視力では、二百メートル先の夜道なんてほとんど見えやしない。


    「……よく見えるなぁお前。才能の開花も早い早い」


    　ハンターの呆あきれと賞賛の入り混じった声に、レアールは思わず反論する。


    「僕だってこんな遠くまで見えなかった、昨日まではね。あんたが悪いんだ」


    「はいはい。それで斥せつ候こう、どんな状じよう況きようだ」


    　レアールはまだ文句を言い足りなかったが、悠ゆう長ちようにしてはいられない。視ることに意識を集中した。こうすると普通よりぐっと多くのものが見える気がするのだ。


    「ミッケラとロックライン大尉は縛られてる。アーバティは石のベッドみたいなところに横になってる」


    「フロックコートにシルクハットの男は？」


    「いないよ、そんなのっ」


    　ハンターとコールランドを置いてさっさと駆けて行くレアール。


    　盤ばん根こんを避よけ地面に這はう根を飛び越し、三人の女性が囚とらえられている場所まで一気に走り抜けると、ブーツの靴底が土とは異なる固い感触を捉えた。


    「ミッケラ！　アーバティ！」


    　そこは、ぽっかりと開かれた空間だった。


    　横十メートル縦たて五メートルほどの地面に大きめの石いしが敷き詰められ、中央には一段高くなって人が一人横になれるような石のテーブルが置かれている。アーバティはその上に横たえられていた。


    　死んでいるのか？


    　冷や汗が出たが、胸が緩ゆるやかに上下しているのを見て、レアールはほっと息をつく。


    「ライティス！」


    　ミッケラの歓喜の声に少年は頷うなずいて応え、腰に差していたナイフでロープを切る。


    「ごめん。遅くなった」


    　解放されたミッケラが、勢いよくレアールの胸に飛び込んできた。


    　ふわりと今までに感じたことがない甘い香りが鼻をくすぐる。


    「……あれ？」


    　ミッケラは鼻水を垂たらしながら訴える。


    「よ……よかったぁ……あのロリコン魔術師が、ライティスが死んだっていうから。もう二度と会えないかと」


    　鼻水と涙でぐしょぐしょのまま、ミッケラはレアールに再び抱きついた。


    「あの、ミッケラ？　鼻水拭ふいてくれないと、僕の服が汚れるんだけど」


    　ミッケラががばっと顔を上げる。


    「人がアンタの無事を喜んでるのに、水を差すなバカァ！」


    　少女が身動きするたびに、ふわりふわりと匂いがする。気持ちがいい匂いに、ほわりと頭が痺しびれてきた。伸びた犬けん歯しがウズウズする。


    「水。うん、喉のどが渇いたんだ」


    



    　そう。いつになく喉が渇いた。


    



    　心の内の言葉に、レアールは思わず頷うなずく。


    　目の前にいる少女は、見れば見るほど瑞みず々みずしく見えてくる。吸血鬼因いん子し持ちならば、思わず首筋に嚙かみ付きたくなるほどに。


    「はぁ？　アンタ、言葉ちゃんと理解出来てる？」


    「うん」


    　がしっと肩をつかむレアールに、ミッケラがぎょっとする。


    「な、なによ。いつ服に鼻水なすりつけようかなんて思ってないからねっ」


    「うん」


    　普段のレアールなら嫌そうに顔をしかめて自分から離れようとするのに、今日のレアールはミッケラの細い両肩をつかんだまま離そうとしない。


    　至近距離でレアールの瞳を覗のぞき込む形になったミッケラは、レアールの緑の瞳に『因子持ち』としての変異が顕あらわれていることを覚さとった。


    「ちょ、ちょっと離してよ！　痛いってばっ、正気に戻れ馬鹿ぁっ」


    　ミッケラが逃れようともがく。レアールは逃がすまいとするため手に力を込める。


    「おとなしくしてくれれば、すぐに済むから」


    「乙女おとめが痛いって言ってるのよ、今すぐ手を離せーっ」


    　痛みを訴える声に、遅れて現れたハンターが事態を察した。


    「小こ僧ぞう。死にたいか？」


    　底冷えするハンターの声を聞いてようやく、冷や水をかけられたようにレアールの意識ははっきりした。


    「ごめん！　本当にごめん！」


    　少年は眉を八の字にして謝罪し、ミッケラをハンターとロックラインのそばへ押しやる。


    　ハンターから注意されていたのに、衝動に身を任せて取り返しのつかないことをするところだった。


    「あとで倍返しだからね！」


    　ミッケラは肩をさすりながら口を尖とがらせるが、謝罪した相手を拒絶する言葉は出なかった。レアールはそのことにホッとする一方で『倍返し』の内容に背筋を寒くさせつつ、アーバティに視線を移した。


    「もう僕は大丈夫。アーバティを助けてくる」


    　台座に寝かされているアーバティに駆け寄ると、一度はハンターたちのそばに押しやられたミッケラが腕をつかんで引き留めた。


    　強こわ張ばった表情にレアールが眉をひそめる。つかまれた腕からミッケラの震えが伝わってくる。


    「ガリエリテが、中に入ってるの。動かしちゃ駄目」


    　その言葉に驚きで目を見開いたが、すぐに気を取り直した。


    「それでも連れて帰らないと」


    　そばに近づいて跪ひざまずくとアーバティの脇と膝ひざの裏に手を入れ抱え上げる。ミッケラより肉付きはいいのでそれなりの重みはあるが、それでもじゅうぶん軽い。


    「助ける方法なんてないわ！　中に入っちゃったのよ、あの緑色した蟻ありが体の中にいるのよ！」


    「でも一緒に帰ろうって言ったんだ。ここまで一緒に来たアーバティを置いて行くわけにいかないだろう？」


    「そりゃそうよ。でも」


    　なおも言い募つのろうとするミッケラからレアールは視線をそらし、ハンターとロックラインの二人を見る。ひょっとしたら名案があるのではないかと思ったのだ。


    　しかしロックラインは厳しい表情で頭を振った。


    「駄目だ。彼女はここで駆く除じよする」


    　この言葉にはレアールとミッケラが同時に抗議の声を上げた。


    「なんでよお姉様！　一緒に縛られた仲じゃない！」


    「レアール、『アーバティを降ろせ』」


    　冷れい厳げんな女の声が命じる。


    　アーバティを抱えていたレアールの腕に、がくんと重みが加わった。より正確に言えば、アーバティの体が急に石像のように重くなったのだ。


    　レアールは石いし畳だたみに勢いよく少女の身体を落としそうになるが、身を屈かがめて取り落としそうになるのを堪こらえる。


    「く……っ」


    「離さないのなら、君も一緒に駆除しなくてはいけない。……ミッケラ、『退どけ』」


    　ぎこちない動きでミッケラが下がった。彼女はレアールとアーバティのそばに近寄ろうとしたが、数歩行くと足が止まって動かなくなる。


    「な、何？　なになになに？　ヒューお姉様!?」


    「ミッケラに何するんだ！」


    「『黙れ』、レアール」


    　ロックラインに再び鋭するどい声で命令される。今度は声せい帯たいが引きつり、声が出なくなった。


    「ぐ……ぅ」


    　ようやく追いついたハンターが口を聞く。


    「それ以上、ヒューに逆らうのはよしてくれよ？　今度は『呼吸するのをやめろ』って命令しかねないからさ。他人も大事だけど自分の命は大事にね？」


    「お前は余計なことを言うな」


    「ごめんなさい。黙ります」


    　凄すごまれて小さくなったハンターの言葉を聞いたレアールは、今、自分の身に起きている異状がロックラインの『因いん子し持ち』としての力なのだとようやく覚さとる。


    　少年にゆっくりと歩み寄るロックラインの手には、ハンターから奪い取った一本のナイフが握られている。


    　レアールはじっとヘイゼルの瞳をにらんだ。蛇へびのような瞳から発せられる威圧感に、心が折れそうになる。それを支えていたのは、腕の中にあるアーバティの体の重みと温もりだ。


    　レアールがそばに立つと、ロックラインはナイフを逆手に持って振りかざす。その目にはいささかの迷いもない。月明かりに反射してきらめく白はく刃じんが、勢いよく振り下ろされた。


    　少年はとっさに自分の身を盾たてにしてアーバティを庇かばい、来きたるべき衝撃に身を固くする。同時にミッケラの短い悲鳴と、ミゼラータの吼ほえ声が耳に飛び込んだ。


    　しかしナイフの衝撃はいつまでたってもやってこなかった。


    　恐る恐る顔を上げると、幼児の背がまず見えた。そしてその前にはナイフを振り上げたロックライン。さらにその背後にハンターがいて、同僚の手首をつかんでいる。


    「あ……？」


    　コールランドは振り返ると、レアールに向かってはにかんだように笑う。


    「私とグリーン君が無事に英国に戻るまで、君には生きてもらわないと困るんだな」


    「先生……っ」


    「ハンター、お前は何な故ぜ止めた。任務の邪魔をするつもりか？」


    　降こう参さんのポーズを取っているハンターに、ロックラインが殺意を押し殺した声で訊たずねる。


    「せっかく少年の命を救ったのに、消されちゃたまらないなって」


    　ロックラインは舌打ちの後に冷たい声で命じる。


    「二人とも、『動いて良いいぞ』」


    　レアールとミッケラにかけられていた一切の縛いましめが解けた。


    「ぎゃっ」


    　べしゃっと音を立ててミッケラが石いし畳だたみに膝ひざをつく。


    「もー。解放するならするって言ってよ！　これでもヒロインなんだから」


    　ミッケラがとっさに地面についた両手と両膝を払い、レアールたちの許へ参じる。


    「このまま処分しなければ、新たな因いん子しが誕生してしまう。我々はそれを阻そ止しするために来たのだ。自じ我がのない『因子持ち』は、人類にとって危険な存在でしかない」


    　ロックラインの言い分に、少年は頭を縦たてに振る。


    　レアールは腕に抱えていたアーバティが身じろぎしたことに気が付いた。


    「目を覚ましたみたいだ」


    　小さな唸うなり声を上げて、少女の瞼まぶたがゆっくりと持ち上がる。


    　黒い瞳がぼんやりと自分を覗のぞき込む人々を均等に眺めていた。


    「……私……」


    　ひたりとレアールの首に細くしなやかな指がかかる。アーバティの手だ。


    「アーバティ？」


    　地面に横たえられていたアーバティがそっとほほ笑んでくる。


    　ほら見ろ。


    　彼女は無事だった。元の彼女のままだ。


    　少年は勝ち誇ってロックラインを見る。視線がアーバティからそれた。


    　首に触れていた少女の手が、レアールの皮ひ膚ふに爪を立てた。鋭するどい爪の先が食い込み血を滲にじませる。


    「レアール君、離れなさい！」


    　コールランドの警告は一瞬遅れた。


    　肉を削そぎ落とす音と共に、爪が左の首筋から胸にかけてを勢いよく切り裂く。


    「い……っ」


    　レアールは血にまみれた部位を反射的に手で押さえて尻もちをつく。


    　身を起こしたアーバティは目を見開いたまま指先を軽く揃そろえ、レアールの目に向けて勢いよく突き出した。


    「うわっ」


    　少年は尻もちをついた体勢から後方に仰のけ反ぞり、際きわどいところで回避する。鼻先一センチ上の空間を鋭利な爪が突き刺した。


    　追い討ちをかけるアーバティの瞳がぎろりと横に動き、四つん這ばいの体勢のまま上空に跳び上がる。


    　月明かりを背に、暴ぼう虐ぎやくの少女は虚こ空くうに浮いていた。


    「先生っ」


    　ブラウスの背を破って現れた、巨大な二対ついの翅はね──。ミッケラはそれを指差し、立ち尽くしている。


    「新しい女王の誕生だ。どこかへ飛び去る前に、なんとかしないと」


    　ハンターが無言のまま銃を空に向ける。そして引き金を引いた。パシュ、という音と共に白煙を吐きながら、弾はアーバティより上空に達して眩まばゆい輝きを放つ。


    　強力な明かりに、女王は眩まぶしそうに顔を手で隠し、苦痛の声を上げた。


    「お姫様は強い光がお好きではないそうで」


    　黒髪の軍人はひっそりと呟つぶやき、石いし畳だたみにダイブする。怒いかりの形ぎよう相そうでアーバティが飛び込んできた。


    「おのれおのれおのれ！　たかが吸血鬼族のくせに！　お前たちなど蚊かと変わらぬわ！」


    「みんな揃そろって吸血鬼因いん子しのことを馬鹿にしやがって」


    　低く呟つぶやいたハンターが跳はね起きる。女王の翅はねが規則正しく鳴り響き、開かれた口の中から緑の蟻ありが現れたからだ。


    「行け、子供たち。腹が空いただろう、たんとお食べ」


    　羽音が一いつ斉せいに鳴り響き、現れたワゥドグリンが地上に立つ人々に襲いかかる。


    「みんな、こっちだ」


    　小さな石を握ったコールランドがレアールのそばで手招きする。ミッケラと共に円形の結界を用意していたようだ。


    　ワゥドグリンの雲を避けて右う往おう左さ往おうしていた人間と獣けものがその円陣に殺到した。


    「頼むよグリーン君」


    「はいっ」


    　ミッケラは威勢よく返事をすると拍かしわ手でを打つ。円陣内部の空気の流れが変わった。


    　獲え物ものを威い嚇かくするような羽音を立ててワゥドグリンが殺到する。しかし円陣の内側には一匹たりとて入り込むことは出来ない。


    「アーバティ、やめるんだ！」


    　レアールが円陣の内部から声を限りに叫ぶ。しかし分厚いワゥドグリンの雲と羽音で、結界の外の様子はまったく分からない。


    「アーバティ！　こんなことしちゃいけないよ、正気に戻ってくれ！」


    　レアールが外の少女に声を限りに訴えるそのそばで、コールランドが奇妙な行動を取った。


    　幼児はその場にちょこんと座り、小さな荷物を背中から下ろして中身を引っ搔かき回す。荷物の中からガーゼと消毒液を探し当てると、手早くレアールの傷の手当てをしはじめた。


    　場違いな行動に面食らいながらも、レアールは敬けい愛あいするコールランドに助けを求める。


    「先生、助けてください」


    「助けるよ」


    「アーバティのことです！」


    　意識を集中させているミッケラの両りよう隣どなりで、羽は蟻ありの塊かたまりに向かって閃せん光こう弾だんを立て続けに撃ち込むロックラインとハンター。


    　緑色の暗雲が音を立てて落下していき、不敵な笑みを湛たたえたアーバティが、中空に現れる。


    　本来の黒目がちな瞳ではなく、冷めたような琥こ珀はくの瞳が一行を見み据すえていた。


    「ヒュー、あの目はなんだ？」


    「『蟻あり因いん子し』の特徴らしい。ガリエリテの目があれだった」


    「体内に入ってから因子定着までの時間は？」


    「女王がアバーティの体内に潜り込んでから一、二時間といったところかな。」


    「定着の時間が短いのは『昆虫因子』の共通か。ミゼラータ、中佐に報告してくれ。犯人の処理を開始する」


    「ちょ、ちょっと待ってくれ！　まだ彼女は生きてるじゃないか！」


    　ハンターとロックラインの会話に口を挟はさみレアールが怒鳴ると、再びコールランドに向きなおって懇こん願がんする。


    「先生、先生……！　彼女はまだ生きているんです。でも僕じゃ助けられない」


    　その時突然に濃緑色の羽蟻の雲が晴れると、アーバティが円陣内にいる一行に向かって突っ込んできた。


    　レアールがとっさにミッケラの服を引っ張り引き倒すと、彼らの頭上を嘲あざ笑わらうかのように羽蟻が飛び去っていく。


    　倒れたことで、ミッケラの集中が解けた。


    「やるしかないなぁ。行くぞヒュー、ミゼラータ」


    　円陣から飛び出た軍人と獣けものにアーバティが反応する。二人と一頭を仕留めるためにゆらりと手が動いた。


    「ライティスの馬鹿っ！　結界が解けちゃったじゃない。どうすんのよっ」


    　円陣の中でレアールの首をつかんで至近距離で怒鳴るミッケラに、レアールはその胸倉をつかみ返す。


    「怪け我がするところだったんだぞ！」


    「アタシは一日一回しか使えないのよ。もうワゥドグリンを弾はじき返せないの分かるっ？」


    「何か他に手がないか、一緒に考えてくれよ」


    「もう彼らに任せましょうよ！」


    　ミッケラが指差す先には、照明弾と閃せん光こう弾だんを交互に用もちいてアーバティと接触しようとする軍人たちがいる。一方に蟻ありが集まれば一方が助け、上う手まく連れん係けいして攻撃を回かい避ひしているが、決定打を与えることが出来ていない。


    　二人は至近距離でアーバティの腹に閃光弾を撃ち込もうと試みるが、目標は翅はねを使って上空に逃げたり、蟻の雲を駆使して己おのれのそばに決して寄らせない。


    　アーバティの中にいるガリエリテは、ワゥドグリンを無限に呼び出せるらしい。それに対して人間の手持ちの武器は消しよう耗もうする一方だ。


    「あれじゃ無理だよ」


    　レアールは低く呟つぶやいて立ち上がる。


    「ライティス、どうするのよ」


    「分からない。でも止めないと……二人は下がってください、ここにいると危険だ」


    　少年は立ち上がり歩きはじめる。その背にミッケラが声をかけた。


    「気をつけなさいよ」


    　振り返らず手を振り、ゆっくりと歩みを進めた。


    　レアールがミッケラたちとやり取りをしている間に、軍人たちは劣れつ勢せいに追いやられ、呼吸も荒く、体に細かい傷を無数に負っていた。


    「まったく、うっとうしい奴らじゃ」


    　アーバティは軽く腕を振り、ワゥドグリンを操あやつる。ハンターが照明弾を撃とうとしたが、弾切れを起こしたことに気付き舌打ちする。その隙すきに密林の女王は一いつ旦たん上空に舞い上がり毒々しい爪を伸ばしてロックラインに急下降した。


    「危ないっ」


    　レアールの警告に弾はじかれたように飛び退のくロックライン。横跳びしたがわずかに間に合わず、右腕をアーバティの爪が掠かすった。


    　ぴりっとした痛みが掠った腕から全身に伝わり、がくんとロックラインの体が傾かしいで地面に倒れ込む。


    　続いて上がったハンターの苦痛の声。銃を取り落としてワゥドグリンに集まられ、地面に倒されていた。


    　ミゼラータが蟻ありとその女王を威い嚇かくするが、女王は嘲あざ笑わらいながら再び空へ浮上した。


    「アーバティ！」


    　レアールが鋭するどく呼び止める。


    「僕だ、ライティス・レアールだ！　分かるかい？」


    「ライティス……レアール？」


    　レアールは少女に歩み寄る。


    「助けられなくてごめん。アーバティが怒ったり悲しんだりするのは当然だと思う。好きで『因いん子し持ち』になったわけじゃないのは分かるよ。だって僕もつい数時間前に君と同じようになったから」


    「……」


    「腹が減っているというのなら、まず僕から食べてもらっても構わない。でもこの森からは出ないで欲しいんだ。いや出てもいいんだけど……悪い奴の言いなりになっちゃ駄目だ。誰にも迷惑かけちゃいけない。あいつは君たちを利用しようとしているだけなんだ」


    　アーバティはちらりと周囲を見回したようだった。


    　しばらく考えるような素そ振ぶりを見せると、翅はねがリンと鳴りゆっくりと下りてくる。


    　レアールの前に立つと、その両頰にそっと手を這はわせた。肉の下の頰骨を確認するように、褐かつ色しよくの指がゆっくりと撫なでる。


    「アーバティ？」


    　レアールが彼女の瞳を覗のぞき込む。琥こ珀はく色の瞳のままだ。


    「ガリエリテ、出ていけよ！」


    「嫌じゃ」


    　にぃと笑い、女王は獲え物ものに喰らいつく。喉のどの奥から迫せり出した蟻ありのような牙きばが、レアールの肩の肉を穿うがち、より多くの肉を喰らおうとしてさらに奥に穿たれる。


    　呻うめくレアールの背後で子供の声が上がった。


    「グリーン君、今だ！」


    「はいっ」


    　ミッケラがレアールには理解不能な言葉を囁ささやき両手の指で印いんを結ぶ。


    　悲鳴を上げてアーバティの中のガリエリテが仰のけ反ぞった。女王から解放されたレアールは、血で濡れた肩を庇かばいながら後方に退しりぞく。


    「ガリエリテ、さっさと彼女の中で眠りなさい！」
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    　その掛け声と共に、アーバティの頰や腕に奇妙な紋もん様ようが浮き出てきた。


    「な……これはっ」


    　ミッケラの言葉と連動して明めい滅めつする紋様。


    「く、ぐああああああっ」


    　ガリエリテは喉のどを搔かいてもがきはじめ、全身を長時間痙けい攣れんさせた後に、白目を剝むいてその場に崩れる。


    　……永遠にも思える静寂が訪れた。


    　その静けさを破ったのはミッケラだ。


    「フッフーン。この美少女ミッケラ様を怒らせるから悪いのよ！」


    　勝ち誇るミッケラの隣となりでは、コールランドがスケッチブックから剝はぎ取った紙片を手に握ったまま汗を拭ぬぐっていた。


    「やれやれ。レアール君に村で壺つぼの紋様を書き写してもらっていて良かった……ワゥドグリン封じの紋様とは思っていたものの、実際に唱となえて効力があるとは」


    　コールランドの呟つぶやきを聞き流しながら、レアールは倒れかけたアーバティの体をゆっくりと石の祭さい壇だんに横たえる。


    　少女の額ひたいや腕に刻まれた紋様は不規則な淡い緑の明滅を繰り返していたが、じきにその間かん隔かくが長くなり、鎮しずまった。


    　レアールはその様子を注視していたが、しばらくの後、月明かりに照らされたアーバティの皮ひ膚ふを改めて観察した。どうやら褐かつ色しよくの肌には紋様の痕こん跡せきは微み塵じんも残っていないようだ。恐らく彼女の体は、元の状態に戻ったのだろう


    　ほっと息を吐くレアールの耳が、聞き慣れない声を捉えた。


    「ほう？　ガリエリテは抑えられましたか」


    　この場にいる誰のものでもない声に、キョロキョロと辺りを見回す。


    「ここですよ。ここ」


    　レアールは、自分の影の中から声が聞こえ、とっさに飛び退のく。


    　すると影はレアールに従うものと、元いた場所に残るものに二分された。


    「そんなところにいたのね、ロリコン魔術師！」


    　投げるものを探して辺りを見回すミッケラに、人の形をした影が肩を竦すくめる。


    「まったく失礼なお嬢さんだ」


    　影が地面から起き上がり形を変えていく。やがてそれはシルクハットにフロックコートという出いで立たちの、壮年の英国紳士に姿を変えた。


    　驚きで目を見開くレアールに、紳士はシルクハットの鍔つばをつまんで挨あい拶さつする。


    「この姿では初めまして、次世代を担になう若者よ。私がジェイ・ヴァン・ドレイクです。コフィ・アドバラムとしての姿の方が分かりやすいかと思ったのですが、レアールさんとコールランド先生のお二人にだけ正体を明かさないのも不公平かと思いましてね」


    　ドレイクの表情は穏やかだ。


    「本物のコフィさんは、一体どこにいるんだ」


    「アドバラム氏は一カ月前にお亡くなりですよ。私がガリエリテのことでこの地を訪れた時、森の中でワゥドグリンの性能を試ためす餌えさになってもらいました。もっとも、貴方がたを呼んだのはご当人ですがね？」


    　ステッキでアーバティを指す。


    「そしてその娘が女王に選ばれるとは、何とも奇妙な縁えにしではありませんか」


    　レアールがアーバティとドレイクの間に割って入る。燃えるような緑の瞳を見てドレイクは足を止めた。老ろう獪かいな魔術師は、レアールの体に起きた微び細さいな変化を察知したのだ。


    「おや、レアールさん？　貴方、もしや」


    「そばに寄るな」


    　少年はナイフをドレイクの喉のど許もとに突きつける。


    「僕は本気だ。これ以上、みんなを傷つけないでくれ」


    「……ふむ。なるほど『吸血鬼因いん子し』ですか」


    　ドレイクはまっすぐにレアールを見る。緑の瞳の奥から赤い染しみが滲にじみ出すのを見、笑みを湛たたえて後方へ一歩退しりぞく。


    「発症直後の貴方がたは、扱いが面倒なのですよね……。ここは一いつ旦たん退ひくとしましょう──そこで転がっている二人の軍人さんにお伝えください。くれぐれもその少女を殺さないように、とね。よろしいですかな？」


    　老紳士はロックラインとハンターのそばにいたミゼラータに念押しする。返事の代わりに返って来た鋭するどい威い嚇かくに気品あふれる笑いを返すと、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてステッキで石いし畳だたみを叩いた。


    「それでは私はこれにて失礼します。今後はあらゆる影にお気をつけなさい……ふふふ」


    　そう言うとドレイクはぐにゃりと姿を変え、黒い水の玉と化す。


    「こんの……逃がすかっ」


    　ミッケラが駆け寄り、壺つぼのひとつを手にして投げつける。黒い球体は、膨ふくらみすぎた水風船のように破裂し、地面へと吸い込まれ消えていった。


    「キィィィッ！　逃げんじゃないわよっ」


    　ミッケラは影が吸い込まれたあたりまで駆け寄り、地面を何度も踏みつける。


    　レアールは肩に入っていた力を抜き、背後に庇かばっていたアーバティの安あん否ぴを気遣う。


    「先生、アーバティは？」


    「大丈夫。全員無事だよ」


    　ミゼラータがロックラインとハンターの顔を舐なめ、前まえ肢あしで二人の頰を押す。


    「ミゼラータ、中佐に我々の任務が完了したことを報告してくれ。それと……」


    「君の御主人様に助けてって言って。ゴネたら『俺たち死んだら仕事が倍増するぞ』って脅おどして交こう渉しようして。本国に帰ったら美お味いしいご飯おごるから。お願いします。今の俺たちは君だけが頼りなの」


    　ニャアと一声鳴いて腰をすとんと下ろす。


    「ふむぅ、なんとか帰れそうではあるね。でもひとつだけ疑問があるんだ。聞いてくれるかい？」


    　コールランドの疑問にレアールは無言で先を促うながす。


    「帰り道。誰か分かるかね」


    「……そこの軍人二人が起きるまで、何も考えないでおきましょうか……」


    　空の一部は白んできている。


    　長い夜が明けようとしていた。


    　レアールたちは、今は何も考えずに、無事に朝日を拝おがめる喜びを堪たん能のうしたかった。

  


  
    [image: ]

  


  
    　　　　　６


    



    



    　それから二週間後　再びジョージタウン


    



    「規則とはいえ、長く拘こう束そくして申し訳ない」


    「とんでもない！」


    　ハンターの言葉に、レアールとコールランドは頭を横に振った。


    　ジェイ・ヴァン・ドレイクとの遭そう遇ぐうと『新因いん子し誕生』という奇跡の瞬間に立ち会った一行は、それから四日間森の中をさ迷った後のち、心身共に疲れ切った状態で密林から生せい還かんした。


    　しかしメテララ村に到着するや否いなや、ウィッジ中佐──帰還時、彼らはディモン大佐の姿を何な故ぜだか見なかった──の命令で身み柄がらを拘束され、ジョージタウンにある駐ちゆう屯とん地ちに強制連行された。


    　そこで個別に取り調べを受け、最後には今回の件について「口外しないように」という誓せい約やく書を書かされて解放された。


    　軍の人間が随ずい行こうしていたために、レアールたちの取り調べは形式的なもので終わった。取調官の態度にヘソを曲げたミッケラが誓約するのをごねなければ、もっと早く解放されたのだが。


    　帰国しようとするレアールたちを見送りに来たハンターとロックラインを見上げながら、コールランドが問いかける。


    「あれからドレイクは見つからなかったのかい？」


    「密林内を捜そう索さくし、出しゆつ入にゆう国こくのチェックも行いましたが見失いました」


    「ヒュー、相手は神しん出しゆつ鬼き没ぼつがウリだぜ。そのうちノコノコ出てくるって」


    　ハンターは欠伸あくびを嚙み殺して身を屈かがめる。彼はレアール、ミッケラ、アーバティの注意がこちらに向いていないことを確認して、小さな声で囁ささやいた。


    「しかしコールランド先生には驚かされます。中佐から実年齢を聞きましたが、まさかそんなにお歳だったとは」


    「……確か七十のご老体と聞いているが。違うのですか？」


    　コールランドは手招きしてロックラインを屈かがませる。耳元で囁かれた数字に、彼女は信じられないというふうに瞬まばたきを繰り返した。


    「お歳のわりにお若い」


    「年齢に関しては、君たち二人の心の引き出しにしまってもらえるとありがたいねえ。その、あの、なんだ。あの二人に問われると色々問題が……内緒なんだ」


    「ご命令ですか」


    「純粋なお願いだ。内緒事が多い身でね？」


    　ハンターとロックラインは顔を見合わせ、コールランドを見ると同時ににやりと笑う。覗のぞき見えた牙きばと笑顔が、二人の軍人を姉きょう弟だいのように似通ったものにさせている。


    「分かりました」


    「せーんせっ、なーんの話ですかぁ？」


    　無む邪じや気きな少女の声が背後からかかる。


    「なんでもないっ、なんでもないよ！」


    　ビクリとしたコールランドは、手をぱたぱたさせると、再び見送りの二人に向き直った。


    「くれぐれもよろしく頼むよ。本当に頼むよ？　絶対だよ？」


    「了解」


    　ハンターとロックラインは、ほとんど同時にそう言った。


    「もう先生ったら、何の内緒話です？」


    「いいからいいから。ささ、グリーン君。帰るぞ」


    　ミッケラは軍人たちに会え釈しやくをし、走って桟さん橋ばしを渡るコールランドを小走りに追いかける。


    「待ってくださいよ先生ー！」


    　残されたレアールは、はっきりした口調で軍服の男女に言った。


    「アーバティのこと、お願いします」


    　そばにそっと控えているアーバティにちらりと視線を走らせる。


    　出会った時と変わらない、心が温かくなるような笑顔でレアールを見守ってくれている。


    　彼女はディモン大佐の部隊預かりで、因いん子しの経過観察に入ることが決まった。経過観察の結果が良ければ因子の登録がなされ、すぐにでも解放されるとのことだ。


    「ドレイクが彼女にまた接触するかもしれない。我々も全力を尽くして守らせてもらう」


    　アーバティ殺害を実行しようとしたロックラインが言った。


    「本当に大丈夫ですよね？」


    　レアールが疑いの眼まな差ざしで見ると、彼女は相あい棒ぼうを見た。フォローしろということらしい。


    「ヒューは噓つかないぞ。ひねくれ者だけど──ギャッ」


    　一言多いハンターが、隣となりのロックラインに腹を鷲わしづかみされる。


    　その様子を見てクスクス笑っているアーバティの前に少年が立つ。


    「……アーバティ」


    　レアールが名を呼ぶと顔を上げ、春の日差しのような暖かい笑顔を向けてくる。


    「はい」


    「その……。間に合わなくてごめん」


    　謝罪の意味が分からないというふうに目を丸くするアーバティ。レアールは頭を搔かきながら、しどろもどろに答えた。


    「ガリエリテのことだよ。それにコフィさんのことも」


    　コフィの名を出すとアーバティの表情が曇くもった。しかしすぐに笑顔に戻る。


    「気遣ってくれてありがとうございます。でも気にしないでください。お父さんのことはレアールさんのせいじゃないです。それに私が正気に戻れたのも皆さん無事で帰れるのも、すべてレアールさんのおかげ。だから自分を責めないで……ね？」


    　レアールより辛つらい運命を背負った少女は、そう言って屈くつ託たくなく笑いかける。


    　そして少女は何事かを閃ひらめいたようで明るい表情で手を打った。


    「そうだ。レアールさん、私と文通しませんか？」


    　思ってもいなかった提案にレアールが顔を上げる。


    「え？　僕でいいの？　汚い字しか書けないけど」


    「それでもいいです。レアールさんともっとお話ししたいの」


    　積極的なアーバティに、レアールはただただ頷うなずくしかない。


    「コールランド先生のご自宅に送ればよろしいですよね」


    「うん」


    　反射的に頷き返したあとに頭を搔かく。文字の読み書きを今まで以上にがんばらねばならなくなった。


    「文字の読み書きは遅いけど、自分の手で必ず返事を書くよ」


    「お返事がくるのを楽しみに待っていますね」


    　そして差し出されたアーバティの細い手をしばし見つめる。たっぷり十秒かけて意図を察し、慌あわてて柔やわらかい手を握った。


    「お体壊さないように気をつけて。またお会いしましょう」


    　別れを急せかすように汽き笛てきが二度鳴り、出航準備が完了したことを知らせる。


    　桟さん橋ばしに散らばっていた人々が、タラップを渡り船内へと移動する。


    「さよならは言わないでおくよ。生きていれば会えるから」


    「皆さんも元気で！」


    　見送り組ともう一度握手を交わし、レアールは船に乗り込む。


    



    　出航の合図が鳴り、ゆっくりと船は桟橋から離れ大おお海うな原ばらへと進んでいく。


    　敬礼するロックラインと、手を振るハンターやアーバティにレアールたちも手を振り返す。


    　船に乗っている三人が見ている前で、笑顔全開のハンターの左手がロックラインの肩にさりげなく置かれた。無表情のロックラインの左手が、条件反射でハンターの鳩みぞ尾おちを強したたかに殴りつけるのを目撃する。


    「あーぁ」


    　ロックラインは鳩みぞ尾おちを押さえて蹲うずくまるハンターの背を軍ぐん靴かで踏みにじり、腕組みしてふんぞり返っている。足あし蹴げにしながら相手に何か言っているが、潮しお風かぜの音に遮さえぎられて聞こえない。


    　アーバティはそんな二人の様子を苦笑して見ていたが、船上の三人に視線を戻すと美しい笑顔で手を振り続けた。


    　見送りの人々の姿が徐々に遠のき、完全に見えなくなるまで、レアールたちも手を振り返すのをやめなかった。


    　海は泥が入り混じった色から鮮やかなエメラルドグリーンへ、そして紺こん碧ぺきへと変わっていく。


    　レアールはなんとなく伸びをする。同じタイミングでミッケラも伸びをした。


    「真ま似ねしないでくれよ」


    「そっちこそ」


    　憎まれ口を叩き合いつつ空を見上げれば、そこには気持ちのよい青空がどこまでも広がっていた。


    　船上のどこからか潮風に乗って『ダニー・ボーイ』を歌う声が聴こえてくる。


    　歌い手は上じよう手ずとは言い難いが、不思議と心に沁しみ渡るものがある。


    　レアールとミッケラはしばしそのメロディーに耳を傾けながら、水平線にうっすらと見える程度になってしまった大陸での出来事に思いを馳はせた。


    　つい数日前の出来事であるのに、昔のことのように思えてくる。


    「さてご両人。移動の間に村で聞いた話や呪じゆ術じゆつの類たぐいはまとめられる。船が本国に到着するまでに作業を終わらせるぞ」


    「そうこなきゃ」


    　ミッケラは指をパチンと鳴らし、足取り軽くコールランドの後を追いかけた。


    「あ。そうそう。ひとつ言いそびれてた」


    　ミッケラはそう呟つぶやいて勢いよく振り返り、レアールの顔に指を突きつける。


    「アンタ。アタシや先生よりも先に死んだら駄目よ。アンタはアタシと先生を守るの。それとアーバティがいる時はアーバティもね。分かった？」


    「僕ばかりが辛いんだけど？」


    「うるさいなあ！　あんまりクドクド言うと『恨うらみ呪のろいます』コーナーじゃなくて『確実に呪い殺します』コーナーに名前書くわよ！　今回の一件でアタシの力が分かったでしょ」


    　そして先に戻るコールランドの背を追う。


    「ミッケラ」


    「今度は何よ」


    　勢いよく振り返り、レアールの顔をじっと見る。


    「ありがとう」


    　その瞬間だ。


    　ミッケラの顔がボッと火を吹いた。


    「ち、ちが……！　ただ、今回みたいなことがしょっちゅう起こると、体力ないアタシや先生じゃついていけないから……っ」


    　しばらく口の中でボソボソモジモジとやっていたが、急に地じ団だん駄だを踏みはじめるとそのまま船内へ逃げ込んだ。


    「んもおおおおおおっ、ライティスの馬鹿ァァァ！」


    　そんなミッケラの様子を見て、レアールは声に出さずに笑い、背後にある大陸を見た。


    



    　ここでの出来事は生しよう涯がい忘れることはないだろう。


    



    　レアールはもう一度伸びをして大きな欠伸あくびをする。


    　彼の短くてなまくらな牙きばを見る者は誰もいない。


    「さてと、いくか」


    　自分に小さく気合を入れると、ミッケラの後を追って船内に消えた。


    



    



    
      ─了─

    

  


  
    あとがき


    



    



    『カラブル・ワールド』を手に取っていただきありがとうございます。


    　まずははじめまして。香か月づき紗さ江え子こと申します。


    　第一回小学館ライトノベル大賞ガガガ文庫部門で期待賞を頂きました。ガガガ文庫部門の受賞者中では（おそらく）紅一点になります。


    　……こうやって書いてみると「紅一点」の字面が妙に見慣れなくてむず痒がゆく恥ずかしい。


    



    　とうとう本になっちゃいましたね。ここに至るまでに「私が本当に出していいの？」という憂ゆう鬱うつで何やら後ろめたい気持ちと「嬉しい」と素直に喜ぶ気持ちが一日に何度も往復していたので、数カ月間辛かったです。


    



    　この気持ちを例えるなら、そう──マリッジブルー（出版バージョン）。


    



    　実は今もそんな複雑な気持ちが多少なりとも存在しているのですが、ここまで来ると観念します。やれる事はすべてやったつもりですから！


    



    　本日、担当さんに会った時に「あとがきを書いてください」と言われて帰る道すがら、内容を色々考えてみたのですが、ここは素直に作品の事を書こうと思います。


    



    　まずタイトルの『カラブル・ワールド』について。


    　投稿時のタイトルは『緑の闇』でした。しかし紆う余よ曲きよく折せつあってメインタイトルを考えることになりました。


    　サブタイトルにそのまま『緑の闇』を入れるつもりでしたので、タイトルも色攻めしたいなと思って英単語を調べること三十分。ありましたよ〝Colorable〟という単語が。辞書で調べると『着色可能な』とか『まことしやかな』とか『偽造の』という意味が出てきます。なんて都合がいい単語。


    「私たちが住むこの世界と似ているけれど、少し違う世界だぜ」という意味をこめて〝Colorable World〟──『カラブル・ワールド』としました。


    　サブタイトルは今回『緑の闇』ですが、今後シリーズが続くとしたら『○の×』という風に三文字でどちらかに色名が入れようと思います。しかし三文字ってつらい。


    　興味のある方は「三文字しばり」についても応援よろしくお願いします。皆様の応援で作品は成り立っています。


    



    　続いて作品について。


    　詳くわしく書くと激しくネタバレになるので映画の題名は言いませんが、小学生の頃にあるパニック映画のワンシーンがＣＭで流れたことがありました。そのＣＭのシーンのインパクトが相当強かったようです。


    　他に参考にした映画としては、鞭むちを武器に戦う某考古学博士の冒険映画とか、古代エジプトのミイラと肉弾戦をする映画とか。ハリウッド映画の派手さとアホらしさが大好きです。


    　そうした好きなものを魔女の大おお釜がまにブチ込んで、登場人物たちに搔かきまぜさせた結果、今回の作品が出来上がりました。


    　しかし子供の頃に観たそのパニック映画。二十年近く経った今でもそのワンシーン以外に見たことがないんですよね。いい機会なので今度時間を作って観たいと思います。


    



    　メインキャラ数名についても書こうと思います。


    　実は主人公レアールは中なか々なか動いてくれませんでした。自称常識人だからでしょうか。ミッケラやコールランド、それに他のキャラたちは放っておいても勝手に動くのですがレアール君だけはその場を動こうとしません。


    　何で動かないのかなー。と思ったら思春期真まっ只ただ中なかでした。潔けつ癖ぺきな自分でいたい、好きな子たちの前では格好良いところ見せたいという気持ちがあるのか、闇雲に動くのを拒否しました。私に反抗してどうするのよ、君……。


    　レアールと対照的にミッケラはアクティブなキャラです。動こうとしないレアールの周囲を徘はい徊かいして、少しでもいじれるネタを見つけたら手帳に書き記します。やや犯罪者気質ですかね……、でもそれもこれもレアールに対する色々な想いの裏返しです。頑がん張ばってねミッケラ。


    　三人目にコールランド。正反対の少年少女の引率にして、ミッケラと同じくトラブルメーカー気質の幼児。でもどうも気力と体力は大人以上のようです。先生の謎については、機会がありましたらいずれ。


    　アーバティは温和で優しい少女ですが、応募原稿時、実は「彼女」は「彼」でした。色々調整した結果、あんな気立てのよい子に生まれ変わりました。今では男じゃなくて女の子にしておいて良かったと思っています。


    　他にもキャラはいますが、次回にでも続けたいと思います。


    



    　おおぅ、語っている間に紙面が尽きてきました。ここでお礼のご挨あい拶さつを。


    



    　小学館様。作品を発表できる場とチャンス、それに勇気を下さってありがとうございます。ガガガ文庫と巡り合わなければ、投稿という行為を一生しなかったと思います。


    　選考委員の皆様。この作品に目を止めて、機会を与えてくださってありがとうございます。


    　岸田メル様。美麗なイラストありがとうございます。登場人物のイラストを見た時、パソコンの前で大喜びしました。


    　担当様。毎回とても適切な助言ありがとうございます。それといつもバタバタさせてしまってごめんなさい。でもとても助かっています本当ですよ！


    　校閲様、デザイン様、印刷所様。投稿前に原稿を読んで意見をくれた友人たち。


    　そしてなにより、この本を手に取って読んでくださった貴方。


    　皆様のお陰で作品が一冊の本になりました。感謝です。本当にありがとう。


    



    



    　さて、本日はこのあたりでお別れしたいと思います。


    　最後にもう一度。手に取ってくださってありがとうございます。レアールたちともども、今後ともよろしくお願いします。


    　それでは、皆様お元気で。ご機嫌よう！


    



    
      二〇〇七年　九月　虫の音を聴きながら

    

  


  
    香月紗江子


    Saeko Kazuki


    



    『人生食う寝る遊ぶ』がモットーのＯ型射手座人間。映画、ゲーム、バイオリンと乗馬が最近の趣味。悩みは服装のセンスが壊滅的なことと、担当さんからかかってくる電話をタイミングよく取れないこと。
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